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苗を 金 苗 資本と A ダヤホ 化を をとの 陰謀に ょつて、 担 困の 爲 にを 巧 
の 巧 巧なる 駐巧 もを しく、 ドイッは 革命と 敗を の お 巧に おらな け 
九日々 ィル ヘルム ニせ の 退位、 エ I ベルト、 シャイデマン 、ダヴィ 
られる 巧を 巧は 共 巧を の宜 言を 巧ろ フ ラング ー スの 載に 規 力を々 
にな おの 身を まふ 伍長 アドルフ. ヒトブ ー に、 化 のぞ 命と 化 載の 巧 
むを かき 立てた ことか。 化は 西 困の 辿るべき 巧 命を ぶ ひ、 みを ふる 
を 時を 回想して ぞいて ゐ るが、 彼が を' ぶした ごとく、 をれ からの ド 
は實 にを 巧 セる ものであつた。 ヴ * ル サイ ユ .條も — 强 ひて 日本は 
排をさ片、 イタリーは悅あし、 プメリヵのゥィルブン譲長のもとに、 佛のクンマンブ1、 英の 
ロイド •ジ ■ 1 ジ にょつ てま 宰 され、 巧 或され たヴ •ル サイ ユ が-わは 戰爭 の】 切の まなを ドイ 


巧 苗；^^ 


I ル eM 


5 — 


ナ ♦ス度 ホ！！ 

ツに ホせ おか巧ち巧 の をがは一巧 ムまでもなく、 アルサス • 01レン、 ポ！ゼン、 西プ n イ セ 
ン モレネ 1、 オイペン、 マルメ デ 1、 ダンチヒ、 メ 1 イ ルの 巧 巧 ホ (それは ドイツ C が董 
の 一三 亥、- < 口 Q 5爹 を ドイツから 寒 取し ち 陸 ぞ兵貝 十 巧 巧 校 四で を羹 おが S 
ム囊 ぉお、 お 軍み 5 巧 五 千、 お 水た を 巧、 巧 お 十蹇 、ゎら ゆる 巧を の 巧 街^ み、 巧 
巧は 巧 巧に 制 風 せらた 妄 ななの 賠 なをが 煤せられ を おしを がら これ 等の 苛 おな 巧 命 も、 
尙 あばれない ものでは 化かつた •ドイツに R サられ た w 巧の 巧 A とい ふ お 巧な 巧 化に 比べる & 
らば。 

一允 一丸 年 二ち ワイ マ ー ルに 巧 美され た ドイツ 共 巧 HW 巧 巧 貪は、 ユ ー ペルトを 大が 巧に お 
し、 查 ドイツ 苗 巧の 反ち にも 巧らず、 肚貪巧 ま黨は 夕 おを なて ヴ* ル サイ ユ^を ホ 恐し、 八 
巧 十 j 日 ユグヤ 人 プロイス にょつ てな ザされ を お 共 巧 苗 憲法た がを 巧 巧し ホ •これが ワイ マ 1 
ル 憲法で ゎる •ワイ 7 ル 憲法は、 せみに がける 巧 も 白 由 まま 的を ホ も 兵 ままを 的ち ホ も 
「進 ホ 的」 な 憲法と しでを 世み (已 本の 畢を •知教 巧 巧を もを めて) のな 含ち お まを をの 巧 巧の 
5 をな て 巧 へられた •をれ は 巧 かに 巧を 巧 ま 主を を おにと つては、々 も 輝かしい 巧 利の 巧 わで 



ぁつた •が、 それが 彼等の* ホを なて 巧 へられた それ ザけ ドイツに とつて は 紫 巧を おかで を 
り、 两 巧の 瓦 壌、 巧 族の 分 巧、 まる、 それは 用 案と まふに がしない 巧な 狀 巧を もたらした， 

化 度では な 巧 巧 まとが】 も 家 ご完ま 巧が がられち か夕 、苗 防、 两ち « おみ 巧 等は ブイ 
ヒゃ央 巧 巧の 巧 度に 扁 したが、 を 巧 (ブンド) は鸣共 巧が を 府と 比例 代る 制！！ 會と 4 もち、 

か t 巧 立の な 治を 行 クてゐ た •かくてを ランドは まは ブイ ヒ のを 治と 合流し ずは お 立し、 或は 
化の ブンドの 巧 洽と合 ホし、 まは お 立し、 又 巧 ホ 自治 括と ブンドとは ホ 巧 お 立し、 その 巧を 的 
巧れ はを しを もの ボわク た •おわ r イツは 化々 の 巧 立せ る ブンドの 一た るプ C シャ のが 巧に ょ 
ク てが】 された もので わり、 ドイツ# 苗の おせに 巧し、 ビスマルク はな 一にと つて 必 巧た 最少 
巧 巧の 權 力を 中央 政な にを さめ、 ホ 可く もとの ま、 を ブンドの 手に をね たので ぁつた。 备ブン 
ドの お 立は 巧ら 爸ち的 ま 異にぶ くもので をく、 み ランドの 全灌 をたり し 壬み の 政治的 細 張りの 
お 立に す ダなかつた •十一ち ホな がま 巧のは と共に、. ブンドの 王 まの 巧 化を も 巧り 去つた 今、 

その 巧 立は をく 無 息 ホを ものと なつた •がるに ヴ イマ ー ル. 憲法は、 が 一 苗 家への 巧を ホく こと 
をし に、 むしろ 更に プロ シ卞を もみ 解して を ブンドと ち 巧を 巧た しむる ことにょり、 プ 》 シャ rl 
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.巧 力を 巧へ て 中央 巧 おの 力を 强 化しよぅ とする ので わつ た •この 巧に あつて 英佛巧 西は、 巧 ホ 
にも 南 化 ドイツを 分裂せ しめて ドイツの 巧 巧 化を はかり、々 巧の 巧 任は 巧は プ B シヤ にあり と 
のぶ 傳を なし、 反プ U シヤ的 W 苗ち の 揉 巧に 巧 わたので あつた •かくて プ a シ卞を お化しで 中' 
央 あおを 强 化せん との 羊 巧を か、 げて 巧は 巧み々 裂は を e が 化した ので ある- 

『ド イブ 围ハ共 巧 政 R トス •苗み 努会巧 3 リ沒ご ' 

かぅ ヴ イマ ー ル 憲法 巧 一巧は を哥 する • じ、 で 田 巧とは 血 巧、 巧 庚とは 威が のない 個人の 兒 
巧に すぎない。 

「モ 等. I な 個人の f •巧」 によるす を • . 、 • 

* 西な 諸 巧に をけ るを も 進 ホ 的な 巧 法とは、 ユダヤ人に 平等に 公民 宙を 認める 憲法、 ユダヤ人 
: に 園を の 讓貞の 運巧權 、被遲 巧が は 勿論、 を 吏 巧 用の ホが、 其の 他韵 まに がける 巧 耍な甜 位を 
巧 保 する 憲法の ことで ある。 

ヴ イマ ー ル 憲法は かくて 最も 進 ホ 的な を 法であつた •二十 巧が 上の 男女のを 通 平等な をが 巧 
そして 面を のな をを としてを ホされ るを 巧、 みかなる ネを によるを をを 義 巧ち こ 
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れ は階热 間の 义巧热 巧の 巧 爭と致 立、 をして 財內 分裂を を w すると ころの 巧が である •それは 
人々 の しばしば 非 巧す るかく、 巧に 巧黨お 立に よる 民族の み 裂 や、 C のか ホと が閒の 結合、 巧 
巧 事件 等に あら はれる のみならず、 實に闲 ま 機巧、 宫吏巧 巧の 上に も そのみ 裂の 巧みを あげる 
ことによ つてを e かしい ものと 化る •それは ドイツが 比例 代表 惭を運 牽制 巧の 上に 株る ことに 
よつて 巧に 事態を 惡 いものと した •おかく々 かれた な 黨のル ホ W の お 立、 巧 炭れ みまを ドイツ 
巧® ぎ黨 、ドイツ 两 巧ぶ、 お巧黨 、ドイツを 巧黨 、巧 巧が 盟 、キリストが 巧を 人民 奉仕 困、 巧 
守 人 兵 巧、 ドイツ* ハン N 1 ヴァ 黨 、中央 黨 、ドイツ人 巧黨 、ドイツ 巧 家な、 西權 同盟、 バイ 
エル 人 巧ぶ、 ドイツ 農ち ホ、 ドイツな を 民 ま イツ 共を 美 等、 等、 等、 等 I 二十を 二の 小な 
が 分立し 巧爭 する のであつた •せ會 ちま 黨はネ 巧を しめた ボ 、この 小黨 々立の 結果、 絕おネ お 
をし めて 單巧內 巧を 化 巧す るに 至らず、 常に 他の i との 费立巧 巧を 作る ので あつた。 

ヴ *. ル サイ ユ ー^によ る賠 なをの ま 巧と 風 巧 巧 巧の 巧 化は、 この 閒に •みつて 民族な を ま 寒 ド 
イツ 巧 巧者 黨 (ナチ ス】 と共產 巧の 巧 力を 急速に 增大サ しめ、 巧を まを 巧 巧の 巧 立を す 可能と 
し、 大巧 領巧閣 へと 巧 化 卞る£ ク た。」 を 备襄 Q 對 立、 抚爭は f ' が」 く、 街頭に がい 
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て も 流血の なまは 巧妥 する ので わつた* 

ヴ イマ 1* 话が 下の ドイツに わつ ては、 巧ま權 力は み ルの 巧 巧に をし こめられ、 田 巧の 自由 
はる 大 のな 巧た よめを •それは 白 由 まを 的 巧 ホ 面荣の 典型と 夕 へられを •がし その 餘 りに も攘 
大 されを 巧 人の 育由は、 遂に 苗み た その 巧 ホの •巧から し、 せ ホ 巧 的 巧 立、 巧濟的 利を 
の チ 盾、 又 それらに ぶく ホ烈 たるが 争の 中に わつて 苗 まは 巧を の 力 も 持た & いので あつち 巧 
^_のをでが|8^^れをいあり、 巧逆的大^1^^さ へ見をされたとをはれる， 

化の 巧を 苗 亥 的晚 壌と 巧换 的を 巧の あ 機を 巧して ナチ ス 運動は 巧 生し、 巧を しづ、 わクた • 

1 九 一吉 一年、 ヒン デンプ ルグ は、 な會 ちま 黨の たお ま 巧の もとに ヒ トラ ー 及び 共 ま 黨のチ ー ル 
マンを めいて ホが 巧に ザ 巧、 五ち ブリュ I ニン グ巧曲 巧 «、 パ ー ペン 巧 曲 巧 立、 七月 ホれ 巧擧 
に ナチ K は 一三 110 の！！ ホを 巧た がをお 冬 おにる ばず、 十】 巧 g 覆擧 にがいて は】 九 六の 議 がと 
W じ、 このち パ 1 ペン 巧拍な war を 灌は シュライヒ ャ ー へと をつ そ •シ * ライヒ ャ ー 巧 巧が 
僅を 一六 巧の 壽 命を なつて 巧れ るで ヒン デンプ* グは 遂に ヒトブ ー に 化 曲の 命令を 下しち 
一九 三 111 一年 一巧 ホ B 巧 族な 會ま義 ドイツ 巧の ホ 黨 がな 巧され て 十四 年、 遂に 化は r イツ 巧 族と 
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巧 巧の 巧 命を その 乎に 夕清 した •巧 巧 さ々 の ナチ ス のな おは ホの かくで ある • 
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打 民族と 固 家 




A 民 庚 

苗 ま 的な 巧と 巧 族 的 荒ち のがを のさ 中から 巧び 立つ フ* » ，クス、 これ こを ヒトブ 1 の 巧た 
な 貪 ま餐巧 動で わつた， 

巧 家は が 被しても 巧 族は 巧 « したい •一巧 化して 大洋の* 中に ホ S 山の 巧ぇ 立つ 巧な 大巧の 
が 巧り、 人 巧の 义 化がず ベて 货巧 する 日が わらぅ とも、 文化が 造 的、 巧 巧な 巧 族の】 人が 生を 
巧つて ねる ホら ば、 を两 まが しても 人 巧は 巧び 地 巧 上に 巧ぇ、 化 度なる ホ 化を 巧を 上げる 
日が あらぅ、 と ヒトブ 1 は 「巧が K 争」 の 中に をつ て わるが、 巧 庚の 1 に 至らん とずる をの 
日にも 優巧&る一人の巧がとして立ち上がり、 巧らかに巧族の<^?*を畔び、 房族の巧巧を» 
ふ 時、 眠りに ちりしを 巧 族を ょく 國括サ しめ 立たし める ことが 出 ホる •ヒ トラ 1 は その 一人で 
をり、民族れ會ま巧巧»は正にその巧なでホつホ。 

かきを 父の<|1||の中に見出した1八と0、 セー年のドィッ巧一巧爭をは、 若をヒトラーの 
民族と 画家 
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夢を i *. イツ 巧 お 巧 興の 上に なえた、 したので あつち々 は « 時オ ー スト リアの 巧に 生れ、 巧ち 
ク 、、化の 公は きらの 巧に ホれ る 化の 祖西 P イツの 上に あこがれた •しかも ナ ー スト リ T 、 
《，ブス ブル グホ 苗は スラ ザち おの 度 力の 下ち r イツ 民族を 壓 迫し、 ドイツ 帝 苗の カイ ザ 1 
はち 巧の 巧 命ょりも 宜 己の 两 まを* しとした •かくで がは かくの かき 两お をる をして 巧 族 全# 
をと たつた。 

々イザ ー の®！ 巧は 廣い人 巧 的 地 おからを 众 された 權力 K をで をつた •ウィル 八 ル A 1 世のを 
へる かく 「 R は 人 巧の 巧 巧な り」 と 巧ての 皇 巧が おへた としても 巧す るに ま 帝は 人 巧とは 相 
巧ず るを 在で わり、 人 巧が 苗 ♦を 通して 政治に 夕巧ナ る ことと れつても、 その 聞 おお 巧の 大 K 
的： にはが 巧 愛ち はたかつ たので わろ ヴ イマ ー ル两 まは この 皇帝の 巧、 力を 人 巧の 手に 巧 巧 
しち 宙 力は 函巧 ょり 出 づと規 をされ たち W 巧とは 平等なる 巧 人の おかの 夕巧 をを ホした に 
す ざず、 そ拓 をと 巧 まがを はこ、 でも 巧 お 立せ ざるを 得た か 0 た •しかも 尙 このま 配權 がドイ 
ツ巧ホならざるユダヤのネに零担されるにがいてわや《 ヒトブ^は、 f ま巧のドイツに巧お 
L 、 ヴ イマ ー ル 巧 巧 W ド イヴを タタし をけ れぱ をら たかつ た •巧が ひを すらに 巧みを た ダら ザ 
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セのは ドイツち 族に 句 してで f 、 ドイツ 巧 族の K 家を 建 巧ず る ことこ そ 彼の 念圃 でぁ クた • 
ナチ ス •ドイツは かくで 「巧 抜の 巧 位」 を ま？ ろ そ なフこ シ ，•イタリアが 「两 まの 巧 
位」 を 說*> のと 對化 的で ホる •ファ， シ •は 苗 まを 萬 お 巧し、 最 ななを 治 的な 值を 围荣に 見る 
にをし、ナチスはへーダルの_历まの巧化」を揉斥してを洽的な巧を的度值を巧巧に見出す《 

フ A 1 ヲ ー も 民族の 中から を 長した お 技の 一巧で をり、 两ま も、 ホ も、 巧孩 も、 文化 も、 巧 ホ 
も 巧 族の 推 侍と を 展の爲 の 手段で をる。 

自由 まを の 下にが いては、 西 巧と 民 庚と いふ 二つの なをは WS * 巧 同して 用 ひられた •巧 巧で 
は两 おに »す るすべ ての 人が 西 巧と され、 血の 結合に がける 巧 族を る お 念は お^ど 問留 にされ 
ず、 いはん や 民族のを 柏を などは R みられな かつた •ホ 程ち 族を 菜は が 巧も唱 へられた •をれ 
は 巧サ满 をが】 の 一. つの ス‘ロ ー ボンで さへ わつた •がし をれ はおを が 巧 打 巧の 島に 巧 人人 巧の 
自由 •や夕 と共に 唱 へられた もので わつて， ホは 專制君 まに ホ 仕す る もので ぁり、 まは ホ 巧 巧 
巧に 奉仕ず る ものにす ダを かつた •ナチ ス にがいて はかくの かき ホ 巧 的 ま ホに がけ 義人 人が 
の 自由 •平等 はるをされ てち 族のを# 性が ま强 される •では、 民 巧 肚會ま 巧に がける 巧 族とは 
K 族と 国家 
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产 * たか！！ 

一® か 巧 & る 巧 春を もつ もので あるか • 

巧處 では 巧 巧とは ホ づ血芝 (人 巧 3 たの) 共薑 であり、 一を 0 主夕巧 城の 上に その 
を 巧を お 妾る is 験 •おお i 命ぶ 夏で わり、 それらの 穿から 义ぞ巧 •習 度， を • 
傅 承 巧を 同じく する 文化的 角 神 的 巧 i で わると されろ 此巧 でも 文化 冀 謹は 巧 おがを の 
規を におして nf れるも Q では & い •がし 宮由ま 義的養 おを がを S を咨 面を 强 JI し、 
「一 おの 巧巧 巧に お 住し、 同一の ぞ活 妾を もち、 窒 •運 ホ 美 巧に する 人 巧のを 巧」 と 
規巧 された に對 し、 ナチ K にがいて は 「血 ぞ r 人種」 が S され & ければ & ら & い •巧 巧な 

貪 まを は 人 養、 r* 血 Q 巧り JS 供を 巧く 巧げ、 之が 捷 法と 維 雲 おを 巧 一のを おとす る もの 
ザからで わる. 

せがの 委を なみる 時、 地な 走 人 巧は ホ 化 塞ぎと を 運 なぞと 文化が 巧を の ー ニクの S 
に 分ける ことが 襄ろ そして ア ，アンち お。 そこの ホ 化 碧を、 ホ も 神に 化せて ク くられた 
るを であろ とヒ トク 1 は、 巧が H 爭」 の 中に のべて ゐろ そして 其 おでは また アリ アン 人 じ 
そ人陆 S 巧で ホゥ、. 人 巧の ごメト ィスで あろ ア， アン 人 もれが いたならば 巧い 巧 巧が 由 


—18 


巧を 巧は なければ ならない •化の 民 おは アリ アンち 巧の 巧を せる 文化を 巧が し、 せいぜいで こ 
れに 自らのを をつ けたに すぎず、 ユダヤち 巧の かさは ア 9 アンち おに お 化 的な 文化は 巧ぎ に 馬 
する ものでぁる •ユダヤ人は 白ら 巧ら の そ 化を か 巧す る ことなく、 化 西 巧の 中に を 生し、 をの 
文化た 吸 化し、 そのが 產をあ 巧る 寄 全 さに すぎない •巧 等は 単に 白 己 巧を をと 利 百 的 巧 巧に 巧 
かれ、 自邑 «鞋 的な 理お まを を 持 〇てゐ ない、 とおられて ゐる • 

自由 ま堯 ぎは 人 巧に がける かくの かを « お ま 則を をぞ して、 をち 庚の や 等と、 この や 等に ぶ 
く 平 かま g を ま 巧 レた •がし それは そのな を i の 下に ザは 世 ホを 征 巧し、 征服に ょつ てつく 
られ た宫ら のせ ホを 巧 巧 せんとす るな ななる ことは、 「自由を を」 の扭 西、 ィザ リスの 巧 かにが 
へる ところで わる •巧 族 的せ みおは 巧 かに かくの かき 巧 扶の無 ま 則 平等に 反對 し、 その 不平 
等 - g なを 圳をま 巧す る •« 巧を る 巧た にょる 劣 巧 & る 巧 ホの ま 配 こそ 神の 意を でぁり、 有が 
の责 族を 治 的を がで わる • 

由が、 « 巧な 巧 巧と 劣 巧な 巧 ホの 化の 巧 巧は、 劣 おを 血の 優秀 化では なくして 、優 巧を 血の 
劣 お 化を 巧 ホす る • ア> アン 人が 他の ち おを 征服せ るを、 巧征报 をは その 初め 化隸 とせられ、 
民族 4 H 哀 
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ナ * スみ夕 論 

两 者の 抽は巧 巧に 巧刖 せられて ねち なし やがて 巧征 R ぎが 譲し、 义曾 語の 同化 か 巧 はれる ^ 
にが ひ、 雲の 巧 別は とりさられ、 血の 霧が 姑 まつち この 人 泣 的た 混淆と それにょ るな 巧 _ 
巧 族の 劣 恶をそ 古が 幾 ホの 文化が 巧 t しまり、 g 度の 中に 巧て 巧ぇ し 化 おの 跡を ホみ しむる 
に 止まる 冨 なので わる •それが、 巧 おの 血の 巧 f 擁巧 する ことち 巧り その 民族に とクで 
巧 ホせられ るの みならず、 資に人 巧に とつて を も 巧 おの ことで あると 夕 へられで ゐる •かくで 
宮由ま お 的 巧 ま マルクス まを 的 苗 お 的せ ホ 巧 ミを くだ おに、 ナチ スは 巧た 的 サみぷ に 立ろ 
巧 族の 推 持. 巧 展を巧 本の 及 洽的信 巧と する • . 

• B 西 家 

それち 巧 族 巧會ま 巧は 巧 まを 巧 巧の お 持と 旁 あの 巧の 手段と 巧ろ それは 目的では •なくて 
手段で あろ 18 まは それ 育 ホ、 文化を が？ る ことは 葵たい のでを つて、 丈 化が を 的を 巧 族 
を お 持 •巧 おする ことが 出 來るガ けで ある •「容 おとしての 巧 ま」 と 「その 巧を としての 黄 巧」 
とを！ SHIP に 巧が すべを ことを、. ヒトブ ー はくり かへ し强 巧す る •なし そのこと はかして 两 みの 



«化 を 毎 廣 する ものでは ない •ナチ ス黨巧 巧は その 巧 甘ち がに 「もれら のな てを (甘 四 巧まで 
の§の巧を) 遂巧するホめに、 巧*はま固たる巧を苗まの^權力お巧を巧ホナる」 とな 
ぺ 、ナナス 黨 ♦年の E 爭は叉 正に この 丙 ま 權 力な 巧を 目な とした もので あつた •唯、 目な とさ 
- れ セ！！ ま 構カボ 自己 目的では 化く、 巧 炭の おお. 巧 度 こそ 目的を のでる り、 その 爲に田 お 權力 
のか 巧を 巧 ホした のでを る •それ か、 苗 まがを 巧で わ も 民 巧が 巧 _ を であると をはれ るみ 合に 
も、 此の 巧夕 たる 巧 族は ホ 曲の 巧に 巧 ふ 水の かを ものでは をく、 强 力なる 泉ぶ と官 B 法則を W 
て、 そのを 巧の おを がを する ものであるい 面 まは 民族のを 脚に 巧は なければ をらない •兩 まが 
巧 族の 法 助に 巧は ず、 田ち 灌 カホが 巧 おとその 巧 おた 共に しない 時、 巧 族は 苗 まに 反が し、 巧 
庚 わ 中から をら しい 權 力を •巧 導 まが 生れる •ぞ 命とは、 その 及 治 的 •{ホが がに よつて、 血の 
けなに よ クて巧 はれを か 否かに よつ でを はれる のでは たく、 獲 本 的な せ 巧 巧の 8：* を もたらす 
かる かによ つて 一方 はれなければ ならない とされ、 その# 巧に がいて ヴィタ ー ル 困 まより ナナス 
巧 まへの 巧みは をを ホ 命で あると まかれて ねる。 しかも 寅 抜 ま 巧に 立つ ナナスに がいでは、 こ 
のを 治 的 巧 革、 两 まの 巧みは、 ドィツの な あの 巧を 的な ホでは なく、 る 助 まと 新两 おとの 阳に 
R 巧 i « 家 
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ナ ♦ス歇 ホ！！ 

は 巧 巧の す 髪を によろ おち S 巧を をち てゐろ r 晏お 巧は gs し、 苗 法を びる •がし 
巧 おは 不 W で わろ」 ミ 1 ゼン •：グ も 「サ 世紀 Q 神話」 e 中に Q ベて ねる。 

ドイツち おは そ Q をを— 巧襄巧 一 養 美を、 お f ヒ トラ 1 忆 よつ 了 g 現」 たので わ 
つを •ナチ スが两 まを 目的の 爲の 手が と あを、 巧 巧の を おく 巧 合、 が •斯 とは 単に 政を 灌 
ク宴 •巧 治な ミ S 巧で あつて、 筑一的 夏は ライヒと#、 ばれ、. をれ は ドイツ 巧お蓄 
柏と をく 5 をな し、 义巧 族た ♦義は ド イブ 馬 おの 莫 B そのもの をので わる • 

C 民族主義 とお 會ま義 

上に のべて 巧た 巧に よ つても みるな に、 U. イツち 族 田》 にがけ るち 族とは をく を瓷 さと 
•しての 巧 族 巧ち 巧 族 お 同拓の ホで わろ それは 富まを 的せ ホち か、 巧 お •苗 巧を 巧へ る こと 
だよ つて、 S て 巧 巧を モ巧 化る アトム 的が 人に* で々！！ する のとは をく 6 を 異にすろ 又 巧 
つて 薑また 的れ 貪 ま 巧が な人義 名に 立ち、 拍 入の 幸 巧 利益た 目的と して 巧く せ ♦義 
とはを く異 ゎ、 巧た れ會 まさにが ける 社會ま 巧と ろ喬拓 的を g 的 思 巧に ちく 巧 お ま ♦であ 
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ろを 巧ポ巧 分の 上に あぇな々 に ホ 巧し、 ち 巧 同胞の 幸 曲 利这ボ 個人の 幸な 巧を の 七に おか 
れ なければ をらない •を 會ま をはち 族なる を 巧への 化 人の 巧 おな 煩と、 巧 お 的 白己犧 巧に ょク 
ての み* 現される •ユダヤ 的れ 會ま をは 自由 主 ホ 化 人 ま ホを 基 巧と する 巧り、 それは せい ぞい 
-巧 なの 巧 签をま 巧す るポ けで、 な 會ま堯 は 空# セらざる を 巧ない •化 度に がいて ナチ スは巧 
ホ ま 寒たら ざるな 會ま義 はた \ 社舍 ままたら ざる 巧 族 ま « はを いとま 巧す る •巧 炭 ままと 巧 
貪ま義 は】 巧を をして たるので わる •巧 來考 へられて ゐた所 两お會 ままと ナチ ス にがけ るれ 貪 
まを とはを くその 意味を 巧に する ことを をを したければ ならない。 

呂由 まを. 巧を を 巧は 一巧の 巧 巧を 否を して、 人々 を 巧 的に や# をる 大衆と 化し まクホ •モ 
れが此 處にま S 卞る ものは 巧では たくて 量であつた •がし 民族れ 會を まは 化 人の 巧 位を 亞 巧に 
巧 情 する。 大衆と か大ネ 巧と かにょ つて 巧れ た 巧 巧 も 藝 巧 も ♦巧 も仍 をされ るので をく、 それ 
は秀 れた恼 人の 巧を 力に またを けれ ぱ ならない， 人 巧が 巧 巧なる « 巧に ょつて、 その 文化た* 
わ、 巧 巧され なけれ ぱ をらない そのち がの ホ 故 ま 堯的注 則は、 民族の 中に もな はれなければ を 
ら をい •大 ホの 量ではなくて 巧 的に 度 ホ & 化 人の お 導を が 正 巧に ホ 巧され なければ をら をい • 
R 族 i 國 家 
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ナ ♦ X ft ホ！！ 

人 聞は 案 や 等な もので なく、 其の 援 、天 禀は それぞれに ま クてゐ ろ その 夫* の 人々 に 夫 
夫の おが. 天 巧に 正を な 巧 位を 巧へ る ことが、 お 人の 力を を もを く 結 巧す る爲 に、 查 fi のまに 
要 ホされ る。 それを 巧 族 巧を 主を はち 巧の «お と共に 個人の# をを みを 的な ものと して 致め て 
ねる。 

/ 

D 圃籍 をと をを 

が 上 われわれ 古 ナチ K •ドイツに 於け るち おの# を、 ナチ ス .ドイツが 血と 主と 結合せ るち 巧 
共同 巧に 巧 お 的な かを 的な を 治 的 度值を 見て ゐる ことを 巧巧忙 見て 巧た •此 度で われわれは 現 
ぞ的 にこの ドイツ 巧襄同 巧が 藉に 血と ま おを にを いて 巧 巧され てゐ るを 見. てを かぅ • 
巧が 西に がで もさぅ でを り、 I お 諸 西 巧れ も 苗 なをち する をは 巧ち 西 巧と されて ゐる •がち 
イギリス や；， 力 Q かく 寨 ま？ とる ものは そ S 萬亿 生れを C とを つて 現 巧を お 巧 
し、 巧 巧を 有する をは 困 巧 (公民) •として 公民 宙を惡 する か、 まは 日ま夕 血が 義 にょ 

り囊 S 寶ょ〇 て 舅を！^ 得」、 曼と 養ら れる ちと もを そ Q 舅を 享る をは 话 
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民で あり、 公ち 權を 有する をと されて ゐる •しかも この 唐な、 公民 灌のあ 得は】 をの さへ 
巧 はれば 龍で も 願書 一本を 出す る ことによ つて、 「巧 化」 によつ てを される ので ある。 (ア タタ 
力に がて 一八 八 二 年を が 人铁巧 法に よつ てま 部 人の 巧 化を 巧を し、 ー ホ ニニ 年を 巧 ¢11： 巧の が 
巧が 日本人の 巧 化を 拒る 甘る は、 巧ら 人種を 巧に 出づる もので なく、 一友 ふまで もな くホ大 段へ 
の 栗洋的 エネ ルギ ー の 進出に 怯えた々 お 手な あ 置で をる！) 巧 化して 巧猜 をな 得する ことは、 

ヒ トラ ー の 言葉を かりれば 「白 巧 巧 クヲブ にか 入す る ことと 俩ら 巧り い」 ので ホる •をが 
や 要 保 ま 者で ない こと、 を 治 的に 危除 でない な洽 的白窃 をる こと、 巧 ホよ き巧税 能力を たりみ 
ぺ きこと 等が その 條 件で、 ユダヤ人 も ニグ n も ホ， テント， 卜も ひとしく ドィツ 西 民と なり、 

ひと じくを 巧 巧を あ 得する ことが 曲來た •そして 「历 おは、 年と 共に 自ら 巧 巧し がた をを まを 
そのぶ 巧に とり 入れた ので あクた •」 

巧秀 なま 族の 血の 热 巧を お 藻し、 段 まを 巧 炭 共同 巧と してを 鼓す ベを ナチ ス は、 「苗 巧 ま」 と 
「な 巧 I とを 巧 別ず る。 ナチ ス黨が 霞は ホの かくが ベる • _ 
巧巧巧 巧巧一间なたるまのみ巧家を巧たることを巧， 团巧同胜たゥ»><^|1^はドィブ的血がまたるも0 が 
巧 巧 と W S 


ナチ ス致 ホ* 

に 巧る •但し 巧 仰のか 巧を 两 はず •巧つ で ユダヤ人は* 巧 同 B たるを, ^ず* 6 
巧 五 巧 ■寒々 巧に ちらざる まは *.01 に 客 A としての そ トイ ブ苗 巧に を 巧ず を J とを 巧 •且 か宙 人を 一 
* の 下に ホたざる を 巧ず • 

ナチ スがな 植を 夕撞 する に 及んで こ cnu の 趣旨は ホ* と* 現せられ た • 1 九 ミ 五 年の ブイ 
ヒ公 巧を は、 その 巧 一 かに 

ド イブ ■■ライヒに* し 之に » しで 特 巧《§ を ft ム 者を 困 家^ •貝と し •その# at は！ 1撕 法の 巧 巧に 

ょゥ暴 ナ y 

と S ふ •两籍 をに よれば、 出生の 場を、 子は 兩 巧の 苗 巧に 入る ものと さ だてね る •巧ち 巧 的 子 
の 巧は 父 巧の、 を 生 子の時は 巧 巧の H 籍に乂 るので わる • 歸化 についての はお ホと 大して 
愛 化して なをい のでを るが、 この； がみた された 巧 合に も、 その 巧る が 巧 まのを 量に よると 
されて ゐる こ.^ にな ク て、 化と 主と 紀 をした ナチ スタ 化な 巧が 具 巧 化される •人な ♦遺な の 健 
をと いんこと が* 巧され 、 P イヴ 巧の 人* が特 則度考 ホの もとにを かれる ことと なる。 


がし かぅ して W なをち する をは 巧 助と L て 平々 の 植利藥 みを もつ こと ボ巧 ホの 「苗な」 の 去 



的 意を でを つた •巧し ナチ スを巧 法は か ホ 巧 巧を » 現 してみ のかく まふ" 

巧 一 一條 巧】 巧 ド イブ 公ち わるは ••ト イブの 又はを Aigif 化の ホ窒章 る EUHlv にしで、 ド イブ 巧 
族 ホに ド イブ B にを K を 盡 十 意 おもゎ、 且 その 力 ある ことを そのが 巧に よつ て gS 明ナ るを のみ ah - 
之に よつ てが 來の ド イヴ 苗 巧者は、 公 巧灌を 有する W 籍を とな 巧 宙を巧 ホざる 面な 者と に々 た 
れる ことと & り、 単なる！！ な 者は 巧ら をを 上の 樓 巧を ちしない ことと をクた •みす すれ ぱ巧來 
の 巧 » を (巧 巧と してや 巧の 權利 まみを ちす る) のみ 分は 公 巧に 巧ら れる ことと なつた ので わ 
る •この 巧 二な 巧 一巧の 示す ごとく、 公ち たるの 棒は、 

S ド イブの 近 巧 又は 之と 類な の 血 る 再 aw ? 

巧 ド イブち 巧 及 ド イブ 面 まに を賊 をつ <- M ^ なと 力と を 有する ことを その 巧 巧に よつ で 示 - H ? 
とたつ てゐる • W のが 件に ついては 巧に のべる ことと して、 斌の にク いては 一巧の 年 お、 
巧に ついでは 兵 巧を み、 巧 « ホ 仕堯 巧、 ホに ついては ドイツを 巧との 婚 巧、 用 ホの 場合は ある 
なおに ある こと 等が ち ホされ なければ ならを いが、 現在に めいて はを 民法 巧 一祐 巧 令に 

ド イ ツ 々民巧に田十 る<^ i ¢ l の坦ぞ3ホにまる走で、 K イ ブ 並に巧巧血巧の田篇ホにしてド イ ツ を巧巧 
民族と 函 家 
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ナナスを 巧*、 

のみ 力發 生に 店し 二 九 一一一五 年 ホ 巧 ホ H】 IMBi 灌を 有した る 者は 巧を 的に ド イブを 巧と しで 巧 巧 g ‘ 

はる 、 - 

•と 巧を 的 規おポ 巧 はれて ゐ る* 

こ、 に閒 酉と なる のは ドイツな ちの 巧 i の 前提な 件と しての 「ドイツの 化 ホ 又 之と 巧な の 血 
巧」 とま ふこと でを る •「ドイツの、 又は 巧が の 化 巧を 有する を」 去い ふ 表現は 巧つて 「アリア 
ン透 族」 とま はれて ねた ものに 巧ク たので ある •アリ アンと まふのは す 語み からが 用され たも 
ので、 本 ホは 特度殖 おを 示した ので あるが、 を.、 特を 語族に おして 用 ひられる ことと なク た， 

なし ま 語と 化 液とは 必ずしも 一を せず、 アリ アン 的 巧 話を もつ をが 必ずしも アリ アンの 化を も 
~ク もので なく、 又 非 アリ アン 的 巧 語を もク をの 中に も アリ アンの 化を 汲む ぎは ホる •此 をに ア 
— アン 巧 族に 代 0 て 「r イツの 又は 之と 巧 化の 化 巧を 有ず るぎ」 とな ク たので わるち 「r イ ' 
ツの化 巧」 とは か 何なる もの か。 

ド イブ 巧 庚と 巧 ばれて ゐる をは】 種族に ょつて 巧る のでな く、 今日 ま はれて ゐる ところに ょ 
れピ 、ゾ ルディ， シ * 、 フ 》 ，，シ ： ディナ，， シ：ヴ 《 ステ さ シ * 、オス ティ， シ * 、 . 



.1^ スト バルテ ィグシ .1 の八活 おからを つで なる ので ある •をは かとり r イツに おら ヤ-す t 
P ， パの 他の 民族 も 巧を でを つて、 そ G . 巧を は备種 庚の がれの 血液が 巧 勢なる かによ つて 諸々 
の 養を 生じて ゐ るので ある •このを を理 をの 血 巧より 巧る 巧ち 族に* ずるを が 「ドイッ 化 巧 
に 巧 かの もの」 とま はれる •之は 主として ユダヤ人 におす るが 策から おた ものである。 

ドイッが 如何に ユダ 卞规 にを しみ、 ナチ K がか 何に 之に おする 巧が セる 巧 ひを なて なち あが 
つた か、 それは 今ち まふまで もない が、 ついでの ことに 「ユダヤ人」 とは か 巧なる をが ま はれ 
るかを 見て おか ゥ* 、 

ユグヤ 人とは W 1 S に 巧 ひ 少< とも 111 人の 完全なる ユグヤ 人た るを 父 巧より 系 持を ひく ものを いん 
と 公 兵法 巧】 施 巧 令 第五が はま ふ •巧ち、 一二 人な 上のを 全 ユダヤ人 たる 巧 父 巧の 系 巧を ひく 者 
が ユダヤ人と されて ねる が、 完を ユダヤ人とは 阿 人の 西 父 巧が すべて 完全 ユグ卞 人なる をを い 
ふので ある •而 して 祖父 巧の 中 一二 人が 完全 ユダヤ人で 一人が 非 ユダヤ人 である 時は、 四み の 三一 
ユダヤ人 とを はれる •それ 故完を ユダヤ人と 巧みの 一ニ ユダヤ人 がを 日 ドイッでは ユダ卞 人と サ - 
られる ことと なる。 巧、 さ 等の 他に キ ユダヤ人 ご 一人のを を ユグ卞 人た るを 父母と 二人の 非ユ 
民 巧と 围 家 


ナ ホス ft 治！！ 

グ卞人 又は ホ完を ユダヤ人 たる 祖父せ たもつ もの) の 中、 公民を を ホの 時 ユダヤ ま 巧 曲 » にが ^ 
馬して ゐた をと をの 後 之に 入ク たを るび ユダヤ人と 結话 したを も ユダヤ人 とみたされ るので わ 一 
ろ 之ら の ユダヤ人は をく ド イブ 公ち 權を典 へられない •公民 法 巧 一巧け 令は 巧 五條に 

^グ卞人はドイブホ巧た*'®^、 反^€事巧に*^-る1巧か**ホず、 义&の官>を帯ぶることを /- 
巧ず • , 

と 巧を しで ゐる •ほし ユダヤな 化を には 「蕾を 的を 签及 權」 が 巧 へられる ことと 化 クてゐ る* 
ユダヤ人に おする ま巩特 巧は このな た 公房 權 からの 换 かにょ る玫洽 •を 度からの 巧 おしの み 
でな く、 ドイツち 族の 化の 巧 潔と お 族の§ を 巧 持す る 島に も 亦ち 盧 され、 rp イツの 化と ド 
イブの f のが 謹の 巧の 法 巧」 ポな ホされ た • 

么 にょれ ぱ、 A ダヤ 人は ドイツ人 又は 之と a を 同じく する 巧 ま 所属 員と 括 巧す る ことが 禁ぜ 
られ 、をに 反して 化された お 巧は 無な となつ てたり、 又 巧者の 巧 巧 ルの 麻が も 禁止され てゐ 
る •そ ゴか りか K に、 ユダヤ人は ドイツ人 又は 之と 巧を 同じく ヤる 四十 五 巧が 下の 女を の JB 
みが 馬 貝を その 夕玫 に巧務 させる こと ボ巧 ホたい をを 巧を して ゐる •又、 同を は ブイ t ホ、 苗 



巧 巧の 巧みと ライヒを (ホ-白 •ホ) の 巧 用を ユグャ 人に おして 巧 止して わる • 

巧 » まとな 民と が 巧が される 島に、 な 巧た る 島には 特に ドイツを 巧 宙ポは 巧され る • 

ナチ ス •ドイツは その 巧 巧 的 立場、 巧 族の が 持 •巧 度の ちにち へれ けれ ばれらない のは、 巧. 
り、 ドイツ 煩 ± 巧に がける 化 だけでは ない •め 八モ g の ドイツ人の 中 化 百* になん なんとす る 
巧が 化の がま S ま 中に 所 推 「少數 民族」 として 生活して ねる ミを なム 時、 ド イブの 裝 
とその 民 故を 巧 まの 巧 ホは 眼を これら 苗 かの 同胞の 上に もむ けしめ る •化 巧に 「 W 巧 的 民族 集 
围」 の閒 巧が 提 なされる •「苗 民 的ち 族 お W 」 とは ホ お 民族の つくる 苗を の 中に み數民 おとして 
その 取 治 的 ま E の 下にを 巧して わる 民族 巧 胞の集 国で ホる。】 つの 苗 境の 中に ホく のち 族が を 
巧して ゐる •中 歌、 巧 R の 巧 西に おいては 巧 一み* が ホ 巧を、 少が巧 族 巧 巧の 巧 届は 切 巧なる も 
のとな り、 を 苗の 晒に 少數巧 ホ 巧 護^が 巧 括され たので わつた •がし それは か數巧 おに 屬す 
る 巧々 の 面 ま 巧 馬 員の 阳巧 でを つて、 みお 民族に 罵す る 人々 が々 お 巧 巧に 属する 人々 とや 巧に 
ホ 巧 はれ、 法律 h 事實 上のを をを お ホす るに す ダない ので ホつ セ。、 • 

しかし 苗ち 的 おお 集 画の 防 おは 巧々 の人阳 ではなし だ、 この 少數ち 技を 民族が ぷ 巧に をいて 
民族と H g 
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ナチ ス致ホ II 

見る のでを つで、 をの 民族と しての 义化 •ま 語 •あ 習 •參巧 巧 おの 两家 にょつて ホ設 甘ら れる 班 
こもす たはち •「文化的 自 をの 巧 ホで をろ 民族 巧 まは 少 おち 族と しての お胞 がその ホ 化 的 一 
呂 治を をを されて 他聞 おの 中に 堪を しまられる ことを 望まない し、 叉 白 困 巧に おける 異 民族を 
ダルマン 化」 する ことを も 望まない •何故 なれば 文化的を 式、 言語を ーク にしても 歌して フラ 
ンス 人から ドイツ人た 作り出す ことは 出 ホない からでを る。 を 西が 互に この 自己 領主 巧の 異れ 
る 巧ち 的 廣巧策 曲を ホ認 J - i 、 をの 文化的 •民拔 的を 展 をを 認 する ことは かしてち 酉の 爲 にを わ 
る こいでな く、 ザつて 利益で わると ま 巧され てゐる •がし ヴ •ル サイ ユ巧 制に ょつては じの ま 
巧は いれられな かつた- 

々いで^ ことにを は 化を にが 謂 ド イヴ 公民のを 本 « について ふれて おかぅ • 

フヲ ンスが 革命に がける 人植を 音は、 ご 香の み 立と ま本權 をを の 中に 規 をして わない ものは 
お ミ •拟 はない とを 0 てゐる •まことに ミ灌み 立と ぶネ 巧の 規 をは 巧 お 的 立 ホ まを の 根本 
巧 短で をつ ホ •巧せ ならば 西 lii が 憲法と いふ ものは 用 王 力ま 特權 おな の苗夕 におす る 人 おの 反 



♦ 


がと して、 專 がを 治に おして 自己を 巧 蓮 せんとす る 人民の 要ネ として 生れた もので あつて、 立 
法 •巧 法. 巧な をみ 立 ホし め、 この チ*， ク •アンド •パランスの 上に、 をの 巧れ ものを ちと 
專權 とを 巧 へんと する もので わると 一友 はれる が、 巧 本に おいては なをを 人 兵の 巧 かのこと と 
し、 人民は 自己の 生れを ボら にして あする 權 巧を 人 巧の ホ 巧を くして 侵される ことを を やぅ、 
それらを 話を において 立法 せられる 巧が にょつて のみ 制 おせられぅる とする にあ ク た， 面 まと 
巧 人とは 巧 お 化する ものと して、 义 それらの 巧 利は 天按 の人權 としで おへられ たので あつた， 
そのを な、 人 房 •個人. 人權 とい ふ ものは 勿論 今日の ドィツは ホ認 しえない •巧 ホなら ぱ巧 
に その かを お 想の 煤 底なる お 人 まを 宮 巧が 否 巧され たので あるから •ナチ ス •ドィツは 巧扶み 
同 巧た ので あり、 個人は 巧 丧共两 巧に 對 立し、 それから 自 S を まるべき ものでは なく、 民族 共 
同 巧に 包 巧され た、 その 一ち なので を 0 て、 自ら 巧 巧 的に この 民族 共同 巧の おはと その 巧艮の 
島に 奉仕し なければ ならない ものな ので ある •この 巧 族 ホ 巧 巧の 形 巧と 巧を の 島には がし 巧 人 
のが 珪的 & 人が の 巧 巧ボ要 ホされ ろ そのな なを 巧での 人格ち その 人格の 巧 » の 爲の權 利と 
は ナチ K をに ょ 0 で 巧 巧され なければ ならない • 

. . 

民族と ■家 
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♦ ♦ス ft 巧！！ 

をれ ホち 族の 巧 巧の s には 一を 11111 年 一音 二十 八百ヴ ィマ ー ん憲を 四十 八 巧 巧 二 巧に ょつて 
「面ち 及！！ まの 巧 獲の S の大舊 み」 がを せらた 憲を 一一 四 巧て みの 白 由) 一】 五ぶな 居 
の 不可侵) ニ セ か (聖 の祕 巧) M 八條 (言 お出 巧の 自由)】 一一 一一 S (寒の 白 由) 一一 面 
條 (結 巧の 自 ホ)】 五三 一條 (巧 巧！！) は そのが カ ミ ひ、 それらの 白 由 權 のが 巧は 「をめ られた 
法律の 巧みを 巧义 て」 巧 ひぅる ことと たつた のは t がで わり、 今日に みいても 之ら の權 巧は 停 
止されて ゐる • 

その 化の « 巧 (例へ ば 移冉み 住の 良 ぉ、 信仰 及を 必の 自由 等々) はおを されて ゐ るが、 その 
解 W はかを、 兵 族 的を みに おいてな されなければ をらない •すぺ ての 權 利の 巧 巧は 巧 人の 權巧 
が 天 « の人權 なる がな だ、 おを さる ベタ ものを るが ホに わされる のでは 化く、 おお 共同 « のち 
S のために、 個人の 自由れ 仍を 的を のをが 巧と する が 故にで ホる。 

フヴン ス ホ ホの 時忙 とな へられた や 巧は 其の 自由と 同じく 巧乂ま お 的の もので わつ て、 すぺ 
て 人 怖は 本 巧 や# な もので ホり、 ま 則を 巧 へられるべき ものでは なく、 「を 人に 平ち を」 舆へ 
なければ ならを い、 とい ふので わつた •しかし ナチ ス .ドィツは かくの かを 平等なる 人 閒 とい 
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t 《たみ •とめたい •も 人は 本ネ 、を即 的れ ミで わり、 巧 力と まひを をと を ひ 干 養 抑の 
もの サをク て、 各人が その 能力 ど資 をにたい で 十々 に 民族に 奉仕し ぅるな にす る ことを が 巧と. 
ザへ ろ卽ち 「を 人に 化の ものを J A まを ろち か再秦 のな 治は 理 たる 「を 人を して その 
い^かを 得し 《さじと ポ 今日の ド ィヴの 巧 巧と すると ころ'^ わる 






A ドイツの 統一 ， 

ド イヴ c 統一は ドイツ 巧？ 年の 夢で ぁつち 巧 一 帝 苗を ぱれ るす， 卜 1 一せ の 神を 口、 

マ冨 は、 その 中に ホく の 養 苗を もち ま 巧の な も それらな 侯の ま 蔓はホ 巧を か 巧と した 
の サぁク ち おしこの 盈ち も 巧. めは 5 S に赛留 をした もので ぁ クたボ 、やがて 巧植 
のを 巧 巧 侯の 巧 力 化、 惡同 苗の お霉 にょつ て巧 まを 有する 一 蒙な 侯 (忍舉 侯) にょ 
ク て 法を せられる じと となり、 巧に？、 スト， アの襄 と共に ハ ブプス プル グ をに 困を する • 
も、 巧 一ち まとしての* 力に 乏しく、 一を の 巧签を 言と し、 ドイツは をく 巧 一度く 支 誰 裹の 

化 態とれ クた • .•- 

かくて 十甚 おに ま i くに」 て 再び 巧 一 S 法は g 巧せられ、 中 菜に 隻、； ，アミ 
くおん ど 一切の ドイツ 苗 主は ご シヤの 下 S 巧豎 にがたち サ "ルへ ル ムーサの 治世に 一 
を ミ マルク その 下に 夏ら た 巧 の鐵 化を 巧は 巧に 籌ド ろ话 苗を 併せて 一巧の 巧 巧が 

大ド イブの な 一 


• K ホスた 巧！！ 

をつ く i ：/ プ B シヤ西 王は 永义 にを の 巧 まと 化る ことと をつ た • 

この 巧 部は やがて 一八 セ 0 年のを 佛巧爭 を 通じて 巧 巧 巧 西を その 伞 下に 策々、 セ】 年 ヴ* ル 
チイ ユを暖 鏡の 巧に がける ドイツ f 卽 はま、 新 ドイツ 帝 苗の 達設 とな クた •この ピス マルク 
のずに よつ て运 技され し 新 ドイツ 帝 苗 こを、 巧 二 帝 困 とげ ホれ ると ころの もので をる •おしこ 
が 巧 一一 帝 西は 巧が、 か 交、 通な、 を 通の 事は 之を 中央 巧 巧に 巧】 する も、 司法、 呑 お、 財を、 
祭 巧、 巧 育に 閒 しては 尙 之を 费 がみ 巧の 手に 巧し、 又 中央 立法が として 输巧巧 あ 巧の 代 巧 員よ 
り 巧 成される 上院と、 两 巧のを 通涅舉 によるけ 讓 負より 巧る 下院の 二院制を とつて ねる ので わ 
つた •それ か、 ドイツは 巧 一され たと を ひながら が 巧を 巧 (ブン r ) の 巧 立 苗 まを は樹 非常に 留 
•いもので あつた •巧！ 巧 まは ブンドに おし ライヒと よばれる。 

ヴ イマ ー ル 括 制は この 巧 詩 制を その ま、ホ« しち 唯、* がその 帝位を をはれ た と共にを 
巧の 王位 もく つがへ され、. 共和な となり、 議 を まを 巧 巧が おかれた •るを 的には ランドの 巧を 
も 可 巧り 槪 度され、 巧 积 巧！* も ブイ ヒに 移され、 その 巧 立 巧 まを はな 前より お 巧 化せる かの ご 
とくを える •がしが に 少しく « れ たやぅ に、 巧 化 ドイツの 載 立、 プロ、 シアに おする を ランドの 


I 
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反 巧を 巧 巧ず る芙 巧の 手に ょり、 备 ランド 巧、 み ランドと ライヒの 抽 の. 巧な 巧爭は 巧く はげし 
く、 ヴ イマ ー ル 巧が のが 年は これらの 巧 爭巧理 に、 をく ドイツ 巧 一の 略 お 性、 更に その 分裂 化 
おを な呈 する ので ぁクた •この 不 が一 •分裂が 態は 义两 巧の 猪 巧ぶ お 立に ょつて】 ホ 教 しく、 

そ 装 ミワ イマ 1 ル 巧 制は 巧 一香 苗と々 の ナチ スの巧 一一 香國の 巧に か 在す る も ミして 「ヴ 

• • 

イマ！ ル 中間 西 ま」 と 云 はれる • 

ドイツは 一つに ならなければ をら なか C た •ドイツが 分裂 狀態 にがいて 巧坑爭 ずる 巧に、 ド 
イツ 民族の 化は 巧され、 その お 抜を はな 巧せられ、 全く 他 巧 族の あおの 下に 自らを そは なけれ 
ばなら ない ので ぁクた •ドイツ 民族を かくの ごとを 分裂に をいた のは、 何等 本質 必が 的な もの 
でな く、 巧が 的な もの、 おを 巧 侯のを 治 的な 勒立セ ぁつた •ドイツ 民族の 推 おとを のを 展を目 
■的 李る ナチ ス はじの やぅな 勤 立 分な 化 態を その ま、 にれ 過ナ ことは 窠を つち ドイツ 民 
庚田夕は同時にドイツ巧 1 两をで なければならをい。 こ、 にヒトラー の巧ーニ帝函がを設され 

ろ 

- . ナチ K はかくて ー ホーホ 巧】 巧 巧 完 ホへの 巧を ホんだ •その 足が を 示す ものは、 

乂ド イブの 巧 一 
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ナチ ス * 巧！！ 

一 •«】 ち 巧を ニ ホ 111 一三 •一二 呈 一日 否 ホ) 

一一、 巧 二ち 璧 《ライヒ 代官を) 二を 琴 四 ふ 日 签巧四 •一丟 ろち 二 六ろ 卞 十四 基聖 

一二、 ライヒ！ を 二を 畐 ‘三 一一 〇 日を さ 
因、 ちか， が * 止を 二を-一四 .11 •十 音丞适 
ち 巧 一巧惡 二垄 言 •一一 •十々 日 八 金】 

ち 第一 奇# 二を 一亩 •十二 •五日 公ち 
ち》11奇#5^|を 二を二至兰四日杏安 
た ド イブ 巧町餐 二を 三 五 •三 言を 适 
九、 新 ライヒ 答を 二を II 五 •三 110 日襄】 

巧の 巧 巧が で わろ ナナス ホ 命な ホ*^ らド イブの 巧 一 两夕的 S 巧 力まな 巧と いふ ものは を々 0 

た ミは なぃ •《し 此# ら •れわ 巧 一ぶ 忆 61 、 養 的 運動 雲傾两 と」 て、 業 ミ 

のとは をく 巧ら しい f と 意 まとを 持た ホら れてゐ る、 とい ふこと ポ注 なされを けれ ぱ ならを 
い •民 巧のを 治 的 巧 一、 そじに こそ この 巧ら と ドイツ 巧 一 困 まの 意を は ホ ミで ホろ •トイ 
ツ巧巧 S ゆるを ける 力を が 貝し、 葦し、 之に 最 巧ぶ 力を 巧》 ホし ミこと が、 ドイツち ホ 


の 巧 巧と 巧 おの 巧に を お 的に 巧ネ せられ、 それにょ つで 始めて 巧 おは 巧を する ことが 巧 ホ、 か 
がからの み！！ に 巧ず る ことが 出 ホる ので ホる •それが ちには 中央のを 藥#ボ をな の ごとく、 
尖 化に 集中 化された 化 巧を とる と共に、 巧な 化な のす 巧まで が この 中央に 一一 冗 的に 集中せられ 
る ことが が 巧と たろ 而 して か、 るを ホに がける 力の おちが 合に がいて は、 巧せ 的 塞 巧を 
が一 切のを 巧 •文化を 中央 集！！ 化し、 一樣 化する ことにょ クて 、資 おには 苗 巧のを ちち 化を 
董 ホし、 巧 巧 せしめた のとは 巧對 に、 それらの 力た 巧に おかし、 最も 强 力に 巧 巧せ しめな けれ 
ぱ をらない •みがみ 巧みの 巧 巧な 活動の 集中、 が 合 こそ 資に ドイツ 巧 族の 力なので わる •それ 
ホに 巧 治的權 力は ホ も 尖 かに 中々 お權 化されを ければ たらない と共に、 义 そのみ 巧 •巧を は 合 
巧 的に 巧 ホ々 « 化され、 地方 的を 义化 •巧 巧 •を 巧の 巧を がその 4、 を かされを ければ なら 
たい •この 食わ® なの 下に ドイツの をを 的が 一はれ された， 

化 巧には ドイツの 巧】 化の 過程た K 史的に な述 する 必 おはれいで わらぅ •が來 の ランドが 今 
かがに 巧 化し、 ブイ ヒ との 屏巧 がどぅな ク てね るかを 眺める ことと する •しかも 此の 巧 合 地域 
的に を 西 ± の 五々 の 一二を 占める プ C シヤは 他の 巧 クン F とは 特 巧の 地位を 占めて ゐ るので、 之 
大 r イブ© 統一 
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ザ*、* 巧！！ 

は 巧に 闻れる ことと しょぅ* 

B. ランドの ラィヒ 的 形ぶ‘ 

ワイ マ ー ル 中 巧 まに 巧け るを ランドは、 そのを 法の 自律 性を を 令を を 的 共和を 洽 おおを 採 
る ことを 强 制せられる ことにょ つて 制 おせられ、 又が 巧ぶ 巧の. 制 巧、 ちな. 巧 道の ライヒ 化が 
巧 はれた とはを へ、 倚 巧を 强 固な 「獨立 巧 家を.」 を 巧 おしてね た •ブンドは 固を のを 巧を もち 
巧 法 巧を 巧 ひ、 又 立法 灌を も巧ク てね た •ライヒの ブンドへ のをが 権は ライヒが 立法 權を もク 
ま 巧に 瞬ら れてゐ た • \ 

巧一一 香廣 にかいて をく S を窒 i ち！！ 養 ミ 制は 完を にる をされ て、 ブンドは 是 

ライヒの 巧な 巧が としての 巧に » 化した • 

• • • 

イ ライヒ 代官 

を ランドに ライた のな M として ブイ ヒ代宫 がわ かれて ゐる •ブイと 代官は ランドと ライヒと 



のを 樓的 脚な づけの 島に 投 置され たもので、 巧 巧 一九 一二 一二 年 一二 巧 一二 十一 日の ライヒ 代官を によ 

ろ" 

两法 によれば ライヒ 代き は プ 》 シヤ をが くを ブンドに わかれ、 (プ 〇シヤ にがいて は ライヒ 
宰 巧が 代官の 巧 おを 巧ク た) 大巧 領が ヲイ ヒ宰 巧の 推 巧に もとづいて 任命し セ •をのな 巧は ラ 
ン ドの 一巧を 巧 (おにを おされ セ 巧 會が解 おさた 义 はを 巧が 了す るまでの 巧 度の 巧で ゎる 
夕 大巧 巧は ライヒ 宰巧ゎ 申 巧に よつて 何時でも 之を 霜を する ことが 巧來ち 

ブイ ヒけ宫 のな 巧は、 ライヒ まがに よつて 街 てられた 施を 方 かが ランドに がいても 遵 なされ 
るみに 巧 力し、 苗 まのを を 的な】 を 巧 巧す るに あつた •この 島に ライヒれ をは ランドに がいて 
ランド かお 首 巧のを 巧權 、ランドな をの 解巧權 、ランド 法律のを IT 公 巧の « 、ラン だ 官吏の _ 
を 免 « 、あな 權 等の 巧な 灌を ちす るので、 巧を 沒蜗 、司法 巧 防 等の 人的 巧 巧は をく ライヒ 代官 
の 方寸に あつた •をれ ホ、 が來巧 はれた 揉れ ランド 巧 會の ランドが 巧に おする 不信を め まの か 
をは 早が される ところではない • 

ブイ t 代を は ランドに 於け る ライヒ 宰相のを 治 的を をを として ライヒの 機 助で あるから、 ブ 

大 ド イブ®* 一 
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ナ ♦スた ホ 論 

ンド 政な Q1 負た る ことは がされを つたこ S6S にわた ミは 裏と fsr か 巧 
にち なされて、 ブンドけ をは ナチ ス这 巧の お 巧 的 地位に わる まが 任用され たこと が —され 
る。 

そのを、 ライヒ ホを を (i 画 •一 •一二 0)，5 つて、 ブイ ヒ任 巨は ライヒ 巧務大 をのち 
♦の 下にを かた ヲン ドの 裹 はずべ て ブイ ヒへ建 さた ブンドを を ブイ ヒ巧 なに 香す 

る ことと ミた ことに ミて ド； •ライヒの 巧 一はを* 巧 巧に されち ライヒに ヲン ド高植 
がを 讓 された ことにょ ク て、 ブンド 惡は否 巧され たので ホる ザを らの權 がは 一を 二擊こ 
を 一目の ライヒを 巧に M ザる 巧 一命 令で 再び ブンド 官 g にを 讓 されち がし 今を は ヲイ ヒ のを 
巧に ょり、 ブイ ヒ Q を K がて をを 巧季る ことと & つたので ある •そして これは ランド 官窗に 

對 しでの み 化らず、 ライ じけ 官 にも 迫 用された* 

ち こを 一宝 年にま^®^ らしを ライヒ 代官を が 制を せられ、 一を 一ニ ニ 年の ライヒけ を 法は 庭. 
止される ことと をつ た。 雲に 王つ て ブイ ヒ 代官は ランドから 切り 酿 され、 ま 巧の みを する 
「夕 巧惡 J の ブイ ヒ中袋 曲と なり、 ブイ ヒ なおの 常 技 的け 巧を として、 宰相の 巧 宝る 愛 



ホ かが このを 巧 巧 巧に 於て 道 巧 せらるべく 巧を する c とたを 巧と ずる やぅに 規 をされ た* 

ぞ巧巧 巧は ブイ ヒの 地方 的 新 巧 巧が 巧を されて ねを いので、 巧が ブンドが をに あてられで ゐ 
るが、 人口 二百 X が 下の ブンドは 二つを しで 一 代官が わかれて ゐる •あ 法に がいても プロ シヤ 
は特 削がが とされ、 ブイ ヒ代ぞ の 職 權を巧 化する ぎは 宰巧 であるが、 ま 巧は この 换權 をプ B シ 
ヤ首 巧に i しぅる ことと & つて ゐ .る •同 法に よれば ブイ ヒ 代官の 巧 巧 ミヒ にがけ る 送 
は 了度プ 》 シ卞 のみ 州み 巧の それと 同等の ものと されで ねる • 

•ブイ ヒ 代官 s ま！ i はか！ r 宰相？ 忙 わり、 ライヒの 寞 ちは そ 呈管巧 巧に 枯 ずる 限り 
ブイ ヒ 代官に 直を 訓令を 巧す る ことが 巧 ホる •又を 法に よつ て ランドを 巧の 巧 白の 巧な はを く 
るを されて、 宰相は この 巧 巧の 巧 も •運 度を ヲイ ヒ 代官に をす る ことが 出 ホる、 と規 をして ゐ 
る • 

巧す るに 新 ライヒ 代を 法に よつ て ブンドは をく ライヒの】 巧 巧 巧 巧と たり、 その ブンド 巧 政 
の 尖 巧に を ク ものと して ライヒれ をを たいた ので わつ た。 

大ド イブの K 】 
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ナ ♦ス致 巧 論 

- T ランドを 府の地 化 

從 つて 巧 巨の 立 巧を もつて ゐた ランド 巧 巧の 巧 位は、 その お 運 •巧 巧が ライヒ 代を の 下にを 
かれる ものと して、 を-/ ヲイ ヒ へが 一され てし ま 0 たので わる •ブンドを お 員の なを も、 ライ 
ヒ 代官の 推な によつ て ライヒ ま 巧が 巧 ふこと とを つた • 

♦ 

パ ランド 讓を 

r イツの 政治的が】 にわた つて、 ナチ スぞ 命の 後、 あ 初にな はれた のは ライヒと ブンドの 巧 
含を 中、 むと するな 治 的が 一で わり、】 ホ ーニ ーニ 年 一二ち 一二 十一 日 公 ホされ た-巧 一 均 制 法」 による 
ものである •之と が 述サる 同年 四月の 「ライヒ 代官を」 によつ てホづ ライヒの 化选 は* 現した 
ので わつた， 

ナチ ス はな 巧を 巧 得する や、 ブイ ヒ巧 かを おなし、 ill 巧 五日に が 港 巧を 巧 0 た •この 均 制 法 
によつて ラン r 揉を も 解を せられ、 己 巧 豆 日ロ ライ Ai 巧を 巧涯舉 におし、 を ブンド 內で 巧な 黨 
の 候 巧を を 巧の 塞 缚巧窠 巧に よつて 巧を に*# を 巧 巧した •化し、 な 两ま的 巧 あとして 共產巧 
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への 發 おのが 巧は をく 巧な として、 設 めら れ なかつた •尙 、同年 セ 月 セ 百の 「聞を お. 巧の 保 巧 
の 島の 命令」 によつ で、 ブイ ヒ •ランド 共に まを におす るな を 巧を 巧の 候補 ま 名 巧への 巧 巧が 
巧 •も お 巧を 宜吿 された ので みつだ ••新 ランド まを は 云 月 五日に 巧 巧を 巧つ たものと して、 その 
巧 巧は 巧 年、 任期中は 解 巧され ない •化し ブイ ヒ综 をの 解 巧は をが にを ブンド 議 をの 解 巧を 伴 
ふ 旨を 本を は規 ちした のでぁつた。 • ' 

をに よクて ブイ ヒと ブンドと のを 治 的ち 制が 金 困され たので わるが、 尙 ランド 藻# は 巧 巧に 
力を 有し、 ブンドな おも 譲を の 信を を 必要と したが、 ブイ ヒ 代官を の 制を にあんで ランド 巧會. 
は ヲイ ヒ代宫 の おお 灌の 下にを かれ、 旣述 のかく 不傳任 巧 講權も 否を される に 至つた* 

この 後、 ライヒを 适法 によつ て ランド 該 含は 巧 止せられ る ことと なり、 此 巧に ワイ. マ ー ル枉 
槪 によつ て 創 おされた 备 ランドの ちま 的議會 まを をを その ホ 巧 •を も 巧さない ことと なつた • 

ユ ランドの 諸權力 

巧 立 巧 お 的な りしを ラン r は、 ブンド 巧自 のを 思を がて ブンド 巧の 政治を 巧 ふ 固ち の 巧權力 

大 ドイッの R 1 
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ナ ♦ K 巧 巧 > 

を もつ て わち 立を 宙 、巧を 夕 司法 巧 等* とい はれる 表が それで わろ 

この ランド 巧 # 力は ナチ ス ホ 命髮 、まは み 制 法に より、 まは ライと 代官 法に より々 巧に が 
巧 せらた ブイ AJS 導 •をが S 下に？ せられる ことにな つ •て ホた ので ホつ たお 巧 ホの ご 
ミ ー九 一二 四 年に まり 「ライヒ か 巧 法」 は 「を ランドの 3 力は ライヒ 5 f れ さぎを 規 
をし ち此 巧に ランドは をく そ S 立苗夕 せを 失 ひ、 ライヒ S 治 的が 一は 巧つ たものと ー ガム 
ことが 葵ろ なし i にかけ るな 治の 法 巧の 必要 上 一度 ライヒに 集 寡 一され ホ巧灌 力は 巧 
に 「巧 一饰巧 令ち 一條」 によつ て ブイ ミり ブンドへ 再 養され ち ミり ヲン ドは ♦イヒ の 
地卞 巧な 巧が として ブイ ヒ のぶ 權 をを 任されて 巧 巧寸る ことと なつた のでを る。 

塞に 巧ても 一 株に ライヒを 律の みボ巧 はれる ことと & り、 固 巧の ランドを をなる ものは も 
隻な 在# ず、 一定 Q お 困に がいて、 ブンドが， イヒ S 法を なすので、 巧畜 立法 まとして 
のを 巧を もつ を ダない •それ ホランド S 法は ライヒ 大臣 S なをが 要と」、、」® 同を の 後 
ライヒ 巧言が-一^ をを ましな 字る •及 或み をには ライ •ヒ 養は そ 急¥考 へる， ン •ドを 律を 
《ホず ぶこと ミン ドに ホを する こと ポ裝 ろ， ン ドは ライヒ 及び ランドの 塞の 化 苗 《に 
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がて はか 巧な ホ々 を、 ライヒ ホ 酉の 同 煮を しにを ホす るち 由 たもつて ねる •巧し この 巧を ブイ 
ヒ乂 居は その ホ 巧の 範 国 にがいて 、法規 命々 のな^に 巧 示を 命ずる ことが 出 巧る。 これらの 
巧を によつて 立法が をく ライヒの 手に 巧 合された ことが 理解で きる で わらぅ， 

ブンドの 巧 政權も 巧； S* ブイ ヒ へを された •ラン Fft 巧は 改 巧を によりを く ブイ ヒ巧 巧に ミ 
する ことと & り、 その 反な 員 も ライヒけ をの お擧 にぶいて 巧が によつ てを 巧され るので ある* 
もはや ランドに ブンドの 巧 巧のを 巧と いふ ものは なく、 凡て ブイ ヒの 官吏と なつた •そのな 免 
もす ベ V 宰巧 によつて 巧 はれる ので わるが、 ま 巧は このな 巧權を 他に をね る ことを 得る* 

ワイ マ ー ル 憲法に がいて ライヒは 固 巧の# お 巧を も セず、 ブンド 警 巧な 货 におし、 ホ統巧 も 
ライヒ ま 巧ち ホ 令權が 定かつ わ •が 今日では ランドの 巧ち の » 夕灌 とい ふ ものは たく、 ブイ ヒ 
へが 一され ち.. . / 

义ヲン ド おを 灌も ライヒへ 巧】 され、 一九 一 云 ハ 年の ホ 巧 法み びを ま 巧 法に よつて、 巧來 ラン 
ドに みなされて ねた 不巧產 巧 法が ライヒに 巧】 された。 

大 r イヴの tt 一 
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ナチ ス RAH 

ホ 司を 巧. 

司法 權 について は 一を 二 寧 二 巧 主 ハ 日 6 「5 司を 樣を譲 法」 一望 面 年 十一 貢 五日の 
「巧 二 司法 巧 巧 寒を」 一を 二 五 年 一を 不 冒の 「巧 一二 司を 權移讓 きの ご 一つ^を 誤 法が を 布 
"され、 ぶてを 判 巧は ドイツ 巧扶の 名に がて 8 す さと 規 をし、 ドイツ 司法 獲の 巧 一 的 民 
ち 的 隻を累 にす ると 共に、- ライヒ 大戮 (後、 宰资寞 i 、 恩を 诺を 巧季る ことを 
得る ことと」 を。 羣 S ， イヒ代 真にえば ライヒ 大巧 巧— 宰相に® する S 權は么 をを _の 
兩を讓 極妄に 他に 董を する ごとを 得る •一を 二羣 一貢 一日 (「恩を き 〔巧に おする ホ吿」 
は 巧が 蛋巧な 巧 合の 恩な 宙巧 巧の 雙を ライヒ 大を にを ち 又 一巧の 場合に プ 。シヤ 首 巧み 
び ライヒ 代官に をね ぅる ことを なべて ゐる • 

巧 二 移譲 法は 奇を 權 が 5 化して、 ライヒに 所 W 」、 ライヒ K ょつ 5 一 的を？ 必 巧と す 
る ことを 一方 ひ、 巧 一二 移譲 法に かいで 巧に ランドの 司法官 巧が ライヒ 官 巧と をり、 司法官は すぺ 
て语接 ヲイ ヒ巧 をを とれる ことと なつを •巧に 一九 一ニ セ 年 二ち 十一 二日 ライ 化を 巧 入 測のを ホに 
王ク て、 ヘム ほ 人心 クイ ヒ巧 一が なされる こと-^ なり、 此 をに 司法が 度 ミイ ヒ 化は 完 巧した の 
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であ 0 た • 

/ 

へ プロ シヤの 化 化 

プ日 シヤは 同じく ランドとは 云 ひながら 、巧な 的に も 人口 的に もを ドイツの 巧 ど 置み の 一二を 
占め、 その 大きさに がいて 他とは をく 比 巧に ホらない。 しかの み •ならず、 巧を 的に 見れば ビス 
マルクを 香 酉の 巧 1 は ごシ卞 S 化に よク て、. そのみ 下に 巧々 の函を 集&る ことによ つて 
なされた ので ライヒが 一には 特 巧の 地位を しめて ゐろ ワイ マ 1 ル 中間 巧 家の なを 削. 足に あた 
ク ては、 プ 甘 シヤを その 巧に 巧當 する 大きさの かおの 小 ランドに 分が する ことによ つて プロ か 
ヤのお 巧の 地位を ぶを せんとす る 試みが なされ セが、 反 お 論に あせられて 遂に 化れ、 ライヒと 
プ C シヤの 二 元 ままは その ま、 巧 ホされ たので あつた。 

ナナス 南 まも この プロ シヤ の特 巧を を 認め、 一九 三 ニニ 年の ライヒ 代を をでは プ P シヤ には ラ 
イヒ 代官は 巧 命され ず、 ライと 宰 巧が この 巧 權を巧 巧し セ。 がし < 魔には この 曠巧巧 巧は きが 
•の ホ吿 によつて プ 《 シヤ首 巧に をを された •又 ブイ ヒを 巧の 釉 巧は 同時に プ B シヤ •ブンドを 
大ド イブ 0 統一 
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: K ft *■ 

巧の 閣 ちたり 巧る といん 同 ホの 規 をに ょつ て、 ブイ ヒとブ 》 シヤ のな をは 巧々 に 巧を され、 遂 
•に 凡ての プ B シ卞の 省は ライヒの 之に 致を する 巧ち と 一つに なつた* 

一九 一二 一二 年 十二ち 「プ B シヤ 知事 權お接 巧 法」 にょつて プ n シヤ の縣な 巧は 縣 にがけ るプ C 
シヤ巧 かの 常を 代表を として、 縣 にがけ る 巧な がプ B シヤ なおの 指導 目的と 合まして 巧 はれる 
卜 ぅにを 誓す る ことを 命ぜられ、 又 この か 巧の 爲 にな 巧の 宫 B に 巧吿を ホめ、 訓令を 巧へ る 橘 
度と、 巧に】 巧 巧な 及び 巧が 巧を のを t に 大屋に » ずる 權晦 のが 西 巧で 指示を おへる 權限 とた 
巧 へられた •じの 規 をは-九 ご 一四 年の ブイ t ホを 法に 利用され、 プ n シ卞 をな かを は 「み 巧に 
がけるライヒ政巧の^£111を」 に任ぜられ、 ライヒあぴブンドのを官瞧及びライヒ及びブンドの 
監ぞ 下に ある 縣內の 公 ホ a 巧の 典 貝に おし、 巧吿を 求め、 訓令を おする 灌瞬 t 巧 へられた •そ 
してが 來プ "シヤ 巧 巧の 左を 下に あつた プ 》 シヤ かまは、 ライヒ 八！！ みか 巧に 房して ライヒな 
大 酉から 苗ち 指示を 舆 へられ 巧る ことと なりを く ライヒの 中 巧な 供と をクた • 

一を 二 五 年の お ライヒ 代宫 法に がいでも プロ シヤ は聘 巧の 地位を 巧 へらた 舊 代を 法と 巧 じ 
<プ C シ卞 にがけ る ブイ ヒ 代官の 權限巧 使は ま 巧から プ P シ卞首 巧に を 誤され て わる • 
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新が にょ クて ライヒ 代を はを ランド か 巧の 指 巧を として 行なの 尖 巧に 立つ ことと たつたが、 
プ 。シ卞 にがいて のみは、 その 首相が ランドを 巧の 首が でぁる。 叉 ブイ ヒ 代官の ブイ ヒ 巧みの 
同を にがつて ブンド 法律を 作 巧、 を 布 するとい ふ權 巧は、 プ 《 シャ ではを 巧に 島して ゐる • 

’ C 地方自治 制 

イ 地方自治の 意を. 

巧 ホち へられて わた 巧ち 自治は、 巧 》 的 立憲 巧と 同樣 にを 治は 民を にょつて 巧 はれな けれ ぱ 
ならを いとい ふちを ま 巧 的な 思 お 的 立場に 立つて ねる •すわは ち、 两 まの 地 ホ 巧 致を 地方 民の 
民意の 上に 巧は ぅとい ふ 巧 ホの 下に ぁクた •をれ はまは イギリス にがけ るかく 两夕の ホ 方 巧を 
をが ホち 自 々が 巧ん といん 思想、 まは 31 P ， バホ 持諸廣 のかく 爵 まから まる 程度 巧な した 巧 
方宙 巧の 固を の 巧 巧と いんぶ 巧と れつて わるが、 何れも そのち 本に がい ザは 同 巧に 苗 まのを 治 
とぶ る お 巧 巧 立し、 分離した 意昧で 地方自治 がま はれて ゐ たので をる。 ナナス 历お巧 巧 ホ 的 巧 
一巧 おとして かくの かき 自治の. をを をる 巧し、 お ホに 巧 一 的 苗を 行政の 巧 ホ 的が 胞 としてな 一 
乂 ドイッ のな 一. 
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ナ ♦. ス 々巧* 

的 指導のを 段と して 巧ち 曲 世 わ その 白を を おへて ねる •卽ち 地方 g 巧は 巧 家の 公み 巧を を 巧な 
すべきを 下位に して、 巧坡 にを も 近接した 段階と して 考 へる •一九 云 五 年、 一ち 一二 十日の 「ドイ 
ツ巧 町村制」 が ナチ スを洽 制度の 法 巧を なす もので をる が、 かくの かく 白 治を 巧 まを 巧 的 意を 
.に考 へる が ホに、 この 法の 衍文は、 自ら 「ナナス 两 寒の 基本を と稱 レ、 「この 基 巧の 上に 新 酉 

をの 建 鼓が 完 互ら た姜 る」 と 云 ひ、 又を 5 には 「巧 町が ち地冀 同 巧に がいで をき 

て ゐる民 おの 巧 力を 持を して、 を 巧 止の 公のを 巧を 遂巧 せしめる」 と規 をして ゐる • 

* • 

n ド イブ ホ 方 自洽制 

一九 一二 互 年の 「ドイツ 地方 目 §」 は ベルリンを 除き 巧 一 的に を 困に 巧 巧され た •ベル —y 
にかいて はを 速の かく 「ベル J ンが 制」 が « 施された ので ある •巧 方 自治 制の 前文に よれば、 
「 r イツが モ白 治が は 西と* との 巧 巧た 巧 ホに より 地ホ围 巧を して 巧 もよ く 活動 せしめ、 且ク 
巧夕呂 治の 妍 おを ライヒ 宰巧 シュタインの 巧 巧 神に がいて 苗の 目的を 连巧 せしめん とす， る」 ム 
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ブイ ヒ宰巧 シ * タインとは 力， ル •フ； •シ タ インで あク て、 彼は 巨 治 制を の ああが 困 
民の 公共 的 巧 棘を 菱搞 し、 利己的なら しめる ことを フランスの 侵 人に よつ て お あし、 をに 自治 
刺 度の 基 巧と してを 治 ホを 指導した ので もつた •あの 抱を は】 八 0 八 年の 「プ 《 イセ ン市 
測」 となつて* 現しち 彼のち へは 茵 民の 公共 的 巧 神の あ董 、廚 民意 班の 昂揚の 島ち 西巧自 
みの 公 巧に 夕 かさ 古*'^ とする K ホつ ち」 も 養 忆は專 制 巧よ ゎ 立 巧 政への 猫 巧 的巧谦 とし 
て、 自治 閉にム つて 困 民を して 「先 づネ 巧なる 公共 事務の お 巧に 習 巧せ しむる」 とい ふを 旨 も 
なされて ゐ たので わつた • 

ドイツ 地方 制は この シ 》 クインの 巧 巧 神を 巧活 レ、 地方 曲 巧と 困の 目的 達 巧に な カサし めよ 
ぅとす るので ある •巧し シ ''タインに がいて は 自治は 一お巿 公民の 公共 巧 政への 多が をを ホし 
たが、 ナチ K 两ま にがいて は 备共 巧な へのを かを 意 ホして ミ •それは 白 治け なが 
人ち のまに よる 巧な で わると すれば、 人民の g を 巧に 代表す る 会は ナチ ス 巧で ホる と考 へら 
れる今 H 、 方 S 參- かこを S 育治と 云は なければ をち ない •を」 5 ホ 巧を に 
がいても 巧 巧を ま 寒が がられ、 シ *’ タインの 個人 まを 的な 理 をを をして ねる. 

大ド イブの «】 
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ナ ♦スホ ホ* 

地 ホ 巧 巧の ま 巧を る 機 M は ei ♦•，ミが で わる •をち 及び 巧 首を はな 代 まを (後述) がが ホ ♦ま 
讓 貝と 巧 嵌して 兰 名の お 補を を ♦げ、 k- 巧 S 誓® B が この 中から】 名を 理ん でホ認 すると、 そ 
の ホ 方 白を 巧 ボ么を 巧みす るので わる •.巧 巧 ぞ巧 巧を とる' ナチ ス宜截 にがいて は 首長は ~ ，別 
巧の ホ 合を がを、 塞且 巧みの 巧な たがて 行政を ホ理 すろ」 公 及の 巧を るかは 地ホ會 まあび 剧 
會 巧に 巧る を 巧に 止まり、 この 爱 口を 酿 の資 化は 首を にの み 巧して ゐ る， 

首 巧に ついで 重 巧な のは 黨代 をネサ わる •之は かを のかを ナチ ス黨の 巧 巧を 加の 爲 不可 かの 
が ホで ホる •黨け 表 まは 黨と巧 ホ 巧 巧との 巧 巧を 庭が する 島に をぞ のを 思み をに な 力す る こと 
を そのを 巧と ずる- 

义巧ホ 行 巧と をち 曲 巧との 巧 巧れ お 合の 島の 機 曲と して 「巧 ホ 會*」 がおかれ て、 巧 員は 黨 
けを まとまを との 巧な によ 0 て 法を まれる • ’ 

地方自治 巧に がける 「みち」 とま はれる のは 同一の 地方き 治世に 一年が h- 居な しなち 權わ巧 
する 巧 二十 五 度な Jj の ドィッ 面 巧を で わろ を 巧は ままの 命に 巧つ てる 眷的巧 巧を しなければ 
A ら ホい •巧 由た く 之を 拒み 又は 之を し A い 時は 巧 分を をけ る ことにが めら 如て ゐス • 
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ベ グリンが 制 

• r ル リンが 制は 一义 一二 四 年 巧 巧の 「ベルリン 巧が」 をび 「同を 巧 一巧 巧 令、 巧 二 巧 巧々」、】 
を 1111 一年 十一 育-如 ホ お 巧を」、 一を 二 四 年 ごち 「を 孤 ベルリン 巧を を 負のを 巧な 大 にがす る 
法」 义ヴ 「同 法 巧け 令」 によつ てを めら れて わる。 

ちに よれで 地方自治 巧を る ベルリンは ライヒる び ブンドの であり、 义 巧の 巧務を 走巧理 
する。 抓で ミ ♦ミ； か— を お 巧を とし、 巧 巧の 巧な 巧に 分 たれる •巧な 巧の お •巧み •を 巧は、 
化 例に よつ てを めら れ ると 規 をして ゐ る* 

D •大 ドィツの 建設 

ナナスの 捐 巧は その 巧 一條に 

巧ら は 民族 自 《の亩 則に 去 ミを ドイツ人を 大ド イブ g に 養 せんこと を巧季 
とまち 

ベルサイユを 蘇は 我がを 正なる 人を 平等の 巧 案を 面から 庙に 巧り ク 、、しかも サィ A ブソの 
ホ r イブ©? 、 
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* ホ論 . 

ち 族 夏 全ぶ を苗唱 し、 狹いョ 1。， パに 夕 くの 若を か 化せし めち を かは’ 巧に をを々 沿 ま 
おせんと する ち ホ S 巧が にす ざない ので ぁクち • ' 

それ ホ ドィツの 民 お 夏のを ホを どは もとょり 巧 みられる 巧は をつ ちて ツ はを の夕く 
の領を 固を とど 削 ゎ 奮れ ち お」 ヒ トラ 1 とその 蹇 はみ」 古 胃 この 巧 惡られ た ± • 

地と 人口を ホ ひ 退す ことわみ を 巧 ホす るので はない。 

っ 一九 一四 時の 雲の 回 巧を 巧ん ことは お 意味で ちえ それは プル ジ ■ア 奠ス 々でち る 
ならには巧45£§しなく、 巧に*^に巧おするに十^い」 

かぅ ヒ トラ ー はる 〇でゐ る。 

彼 6 巧 ホす る S は ドィツ 兵 巧の 巧；、 民お圭 巧との お 巧で^ る。 

「民 義會裹 i は 養に— 轰を 巧へ、— 的 妄庭寒 巧 掌る、 止璧 、民 f 人* との 曲 
の不ち 巧を 茜し、 奪 的な 雲を 巧 其」 現が 《讀 につと める ことで もる •」 

ィ ォ I スト リアの 合 巧 . 
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一九 三 一八 年 二 巧 ヒトブ ー は 酉を 巧說 にわいて 

「巧* は ごルサ イユ のな ち 的 S によつ で S にされ た T ; パの g 巧 的 養を 巧 的 地 曲の なまし 
い 賣 をる ちを々 の 田 巧を おすを 一つの 田は 一千 受走 •トイ 义民 ホを 審 しで ゐる •彼を 大 
巧に 巧し j 九 r 八 年まで ド イプ 巧. エ となを 並べで » つたので ちろ しか 蓋ら はがら のを あに もから 
ず 平 巧 ^ こよ つで ド イブとの おを を ま 止された* J 

# 參 

と、 大 r イツへの 巧莲 をのべ たので わ ，0 たが、 一二ち 十二 日ナ ー スト リア •ナチ スのザ イス B イ 
ンク •ルト による 巧 巧は 化 おされ、 ドイツ 两巧苗 進を、 同目ヒ .トラ ー はナ ー スト リアへ 「が 巧 
巧 巧」 をな し、 インク，々 卜首 巧と を 見、 

ナ ー ス ト.リァ の巧化は巧巧斯盟巧^|^の同ホも>^^巧合のか助かすぺ からず • 
との サン- ジ 》 ルマン ー^を 破 巧し、 ドイツと オ ー スト リアのを 巧を を 言し た- 

かくて ミち 十六 日の 「ナ 1- スト リアを ドイツの 巧 併合に 巧す る 法 ホの 爲の 命令」 によつ て、 
始め トプヲ ー がォ、 1 スト リアを 官 とを つて、 巧 巧と 四ヶ 年が 畫長 をの 下に、 ォ ー スト リアの 併 
合に 開す る 一切 S 務を 巧つ たちつ いで 四を 壬 二日 「す スト， 7 をび ドイツ 再 併合の 爲 

大 F イツの «】 
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♦ ♦ K « 诸論 

のを 員 任命 § する 命令」 にょつて 巧 巧 巧を ピ* ルケ ルが 合 巧を ちと ホり、 ナ ー スト リアの ド 
ィツへの 两夕的 • g 濟的 •そ 化 的 巧 巧 入のを 治 的を 巧 及び 遂行に つとめる ことと な 0 た •を 巧 
を 員は サィ 1 ンに なおし ヒ トニ ー に 直 島して】 九 一二 九 年 五月】 日までに そのを 巧を お 了す る こ 
とを 命ぜられた •が 來の才 1 スト リアを を も 合 舞を 員に 所 ■する ことと たつた。 

四 巧' 十日 r オ ー スト リアが 白窗 的に «ん で ドィツへ やつて ホた ことを 世 ホに 活巧 する」 島に 
巧 はれた 苗 巧 巧 巧は この 巧 « た 1 00% に 近い お 宇を なて 裏# した •尙 同日 オ ー スト 9ア を ホ 
む大 ドィツの 苗 會巧擧 が 巧 はれた • 

一九 巧 0 年 一二 巧ナ ー スト リアの ドイツへの 巧】 ははで 完了し、 ビ* ルケ ルは 合 巧を 巧を » 
任い 四月 オ スト マルク 法 (ナスト マルク 左は 舊才 1 スト リアの こと) 公 巧され、 オ スト マルク. 
にサ * 1 ン 、オ ー ペル ド ナウ、 オ B 1 ル、 -1 1デルドナウ、 ザルツブルグ、 シユ タイ* ルザ 
ルク、 ケールンチンのわ1|が巧けられ、 ピユルケルな下の黨の巧お巧をがそれぞれの鄉のブィ 
ヒ けを にを 命され、 备 巧は なを、 ブイ ヒ坟 巧に 属する ことと なつた • 
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ロ ズデ I すンの 併を 

才 1?， ア の ドイツ 合 巧に 巧を された チ ここて キア？ イツ 民族？ イツへの 菱 
の 巧は 巧く はごく & り、 § ヘン ブインを 導を とする ズデ 1 こ •ドイツ 黨の動 さは 巧 巧 

となつ た • ‘ . 

そのみ 養 庚の 平等！# 、蹇蹇 の巧 ま、 自治の 巧を、 ドイツ人 謹には ドイツ 乂を をち 
ドイツ 巧 族 ま 菜、 ドイツ 世 ホ 觀の信 ホの 薑 等* のを ホは チ* コス" ヴ 7 キア お 巧の おおす る 
ところと 言、 お 勢は 頓に惡 化しち ズ デ、 テ ご ドイツ 黨 とを 巧との 巧 巧は そのを しをりに 
巧け をたち をる に 巧 おに 至らず、 この 明、 イギリスの 介入 ホり、 を 地に 扣巧 はを こりす 
巧の あは みな ざつた， 

ヒ トラ-- は黨大 をに おいて 

r 驚 •かズ デ， チソ 堅に 參興 十る 赛# もる は當 がで ちる •ミ g に S やられを R 養 《中に デ》 

マ， クと 同じな 蓋〇薦 の-トイ 又が るる •この ド イブ 人を の— 化で もる •神は f をて ルチ^ 
イユ の曼雲 にょつ VAK ごまで* 勇に 引 度 十た を囊 した？ はな かつ 一， ：； 巧濟的 M 

. 乂ド イヴの 巧！ - 


♦ 


ナ ♦ス るせ a 

に if これらの 人間は 巧畫 的に 巧 H サ しめらち ホ 巧に されで 居ろ ズデ ー テン •ドイツ 入の 巧篇 
はす 語に 絕 しで ゐ る。 …… これらの 巧め る 人* が 自ら 何らの g 巧も按 助も是 化し 得ない たら 巧* おそ 
の 二つと も 輿へ よぅ。 . 

とのべて、 巧 一の f のを 力行 巧を 表明した •ち •巧は これに お 巧の 準谢 をな し、 チ •コス ロ 
ヴ T キアを おは 巧 巧 令を 布吿 、ホ 月 十九 日には ヘン ライ シ黨 首は ズデ ー テン 地方の ドイツ 巧 巧 
をを 言し.^ かくて 菜の 巧 おを 命ずる あ 巧との 間に 巧爭 はを t が烈 となつた • 

九 巧 二十 ミ* ン ヘン 忆 ヒトヲ 1、ム ， ツリ 1 二、 チ* ン バレン、 ダラディエの 四 田を 談巧 
はれ、 ドイツ 巧 巧の 要 ホは いれられ、 チ* コス ロヴァ キアを 巧 もを に 之を ミ 謀、 十ち 一日ょり ド 
イツ 巧は み 地に 進を、 十ち 一二 十一 日ズデ ー テンは ドイツ 巧な 畏に 編入され、 ヘン ブイン そのが せ 

となり、 十 一 巧 二十 一日 おを 的 西 境 おを 一 在た 十二ち 四日 ドイツ 巧々 讓負理 巧が 巧 はれち 

. • 

ク 

バ ポへ ミヤ 及び モラ ビヤ 保港領 

ズデーテン化方の合併後、 ナ* コスでヴァキアの規巧的巧巧はがく巧ぞとなつた， 


1 ホ三一九年一一一巧に至りス でヴす キア自を^はその自治權が張を耍求した。 がし《 1 《大巧 
領はこれを巧あし、 巧のを巧チブーを寵をしホ。 ス？ヴ7キアのを】巧满ス,,ヴ7キア巧炭が 
一巧は チブ ー を ま 待し、 ドィツ 又 これを ま 待、 問 垣は 巧くな 化、 チソ ー は 一二ち 十一 日 巧 立を 苦 
言、 巧 巧が を 化 おし、 ヒトヲ ー におして 没 巧を 乞 ふ • 《1 ハ大が 巧は 十五 曰ヒ トラ ー とみ 見、 
これに おし ヒ トラ！. は チ* n を ドイツの 巧 謹 巧と する ことを 要 ホし、 「ボへ ミャた ぴモヲ ピヤ 
に閲 する 谋 ち」 に ま 名 せしめた •同日 イィ ツ廣巧 軍は 進を し、 十六 日 「ボへ ミャを び モラ ピャ 
巧 課 巧に おず る 命令」 を 巧し、 チ* n は大 ドイツに 巧し、 「ボへ ミャ ホび モラ ピャ 巧巧領 J とす 
る ことと なり、 洽ぞ おがの 爲 、困が 巧は チ* コ に 進 お、 ポへ ミヤ あび モラ ビザ 地方を 占領し、 
同 端 方 琉巧黄 おぎと して、 V デ！ テン 谢ホ 知事 ヘン ラィ、'^ が 巧 命され、 同 巧 謹 領の宮 治の 巧 
を、 同地 ホ 居な の ド ィク 人は ドイツ 西 民と して 巧な はれる こと、 ボへ ミャ あび モク ピャな ホの 
巧 命、 初け がを としては ゾ ィラ ー ト がを ぜられ た。 

ニ ス ロゲ 7 キア. 

大ド ィブの »1 
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ナ * ス* お！！ 

ス ロヴァ キア も 一 看 十六 日 >1^ ゾ 1 ち 巧より ヒトブ 1 に 巧し 巧 巧を 巧 ホ 十八 日 巧ま^^^^^^ 
して、 ヒトラーはスロヴァキアの巧巧を巧巧した， 

I ' イ J メグ 

夕 ，タルに がいて は ナチ 旅は 虽巧 的で あり、 もはや 合 ホは たで 時の 巧 題で わクセ ヵー ニ 巧 二 
と 百 リトア -1 ア巧 巧は 夕- タルの ドイツへ のを 进 をみ をの 旨 S 巧し、 巧 因の 間に 巧を をつ て 
タ ー タ瓜は ドイツに 巧 51、 た r 自由 ホと して* トア __ アの g 巧 的 便宜が はから おた • 

t 

へ 末 1 ランド 

r 、 タルの な R 後、 f ランドには 反 巧 f 店 巧 レ、 主 リス ホ t ンごン によ ミ-ホ、 ブ 
ン P 巧 立な 巧の* 巧を たし、 ち浓巧 互な 巧 IMS も 巧 おした • • 
ドイツは ダンチヒ ホの ドイツへの 巧 巧を 巧 ホし、 ち •ホ 1 ランド 適 巧の 蠢 《巧の g 巧た 巧 
ホし、 叉ち が義 によ ミ 巧 波す 侵略を 巧は 囊 されて、 もはやを 蹇 ざる ものと 考へ ると ボ 


1ブンドにる吿した。 、 

ボ 1 ブンドの ベ， クを 巧は これに おし 一 / r イツの 不 倭が 巧を なおを 接 じ、 ダンチヒに がける 

權 ig、 ポ ー ランド 巧 巧の 巧 虫 ま 巧の ^ ^反對 をな てを へた • 

ダンチヒ Q ナ； 黨藝？ * ルタ， 1 は 五 巧 十日 邸が ドイツな 巧を 巧 ホし、 ダンチヒの お 
巧は 巧 化の】 巧を たどつ た •ドイツは ゾヴ •！ 卜 とすな ホを をを 巧 結、 ポ 1 ブンドを ホ 巧 ホん 
としを ダンチヒの おる、 ボ ー ラン F おな の 街ち 田 境 かなの 巧 ホは 巧せられ 、イギリスの お 
巧な 策動に も か、 はらず、 义 巧】 H 遂に 困 巧 巧に おしを 擊の 命は 傅 へられ、 ダンチヒ 併を はち 
ぞ された •九 巧 一一 一日 イザ リスの お 巧を 風 • 

ド イブ 軍は 破竹の A をが クでポ ー ブンドを 巧 巧、 化ち 十 セ 日には ツ巧 軍の ポ ー ブンドを 章 
二十 二日 巧ブ 巧の 西 ホ W をに 阳 する がわ 巧な し セ •十一 巧 セ 日に 至り ポへ ミヤ 及び モラ ピヤ 巧 
巧 巧 フランクが ポ 1 ブンド » せとして クウ カ々 になを する ことと なつた。 

クラ々々 •ルプ ，ン •ブド A . ヴルブ 1 の 四 巧な 巧に 分けられ、 巧 方を 宫の 下に ナナス 的 巧 
政が 巧 はれ、 下 巧の 自を « にを いては ぷ ー ブンド 的 巧 巧が 巧 はれる* 

大 r イブ 0? 
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♦ ♦ス 攻 ホ！！ 

卜 ク セ ン ブ グ グ、 アグチス》口1レ ン 
奪還され た これらの 主 巧は 巧と して 鄕巧 巧を が ブイ ヒ 代官に を 命され、 ド イヴの】 巧と なク 

ち 

ペル ギ ，巧 マルタ ディ I 、 オイペン •マ* タデ <1 巧 (西 ド イヴ 巧) は ライン 巧の 一巧と たクた • 

ドイツが 族の 大ド イブ 面 まを 巧の 夢は かくして 責 現した •しかも これは 今やち ホの 生存 植の 
巧 ホを も しつ、、 しかも 十八 化 世 だの かの 食 おなる ち ホ 巧 苗 まを まみの 化せる がかき、 巧 
巧 あ •其 人 巧 のれ 巧 化と そのが 壓巧 巧に ょつて r はたしに、 ぁたかも 巧が き 困が 巧 西な 巧の 巧 
巧と をせ る* 巧を して そのが わらし むる がかを ホ 肉を とり 理 をを もちつ、、 今日 ヨ ー ロ > パ，— 
ブイ ヒのお 巧に 巧 力し つ t わる • 






• A 指導を、 制 

『米 困は 今や 巧 まま 巧の 一且大 なお ま B でもる」 

かぅ ル ー ズ ベルトは 昨年 巧の 巧邊巧 巧に がて 巧言し、 巧に 今年， 初めの 巧# のが まに がいて は、 
「今や ホ 巧 巧は 巧 ま- WU ® ホの 巧 巧が 巧* 自身の 巧 主 ま 寒に 何を 意 巧ず るかを in # しおめ るに 至つ で 
ゐを …… ホ 团並ぴ にこの 巧 まま 巧の 未來と 巧を とは ホ 巧 西 巧のを かな 方の 巧 巧 事に も# 巧 的に 包を 
されで ゐる もので ちる ことを 巧吿 する ことは a 舍 じ巧ナ るみの 巧 巧で もる •ちま ま# 巧 巧の 巧の® ひ 
は 巧 大陸に あで 夕行され でゐ る」 

と 叫ぶ。 

ル ー ズ ベ ル ト やチ ャ ー チ ル は 口 を巧けぱ巧ままを の 巧巧を呜ぴ、 巧^^まを巧巧两まおとし 
て說讀 し、 . 

「巧擊 と巧诸 とを もつて 巧を ままが が 逸 甘ん とする をを 巧 治の 巧 巧 巧」 

に 反 おし、 「道を 的秩 ホ」 のを 鼓を 載く •しかし、 彼らが わくまで もを 存在を かけて 防 巧 せん 

巧 《 ホ H 
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ナ ♦ス ft ホ 論 

とする 民を まを とは 一巧 何で あるか？ 巧 巧 田夕 はおし で 巧 截を巧 围夕 であるか？ 两ま 
が 「やか 的に」 をして 巧のを ホに おいての 「巧 蒙 的に」 を 鼓 甘ん とした 巧 巧 ホを 巧 おを もつて 
拒んだ のは 一巧 おボ〇 たの か？ 

がらが あくまでも、 を 苗 おの 存在を かけて 巧 巧 せんとす る 巧 ままを とは、 人 兵の 島の、 人 房 
による、 人 巧のを 治を 毎 話と し、 中せ 的な カトリ* クを 王な を 中 也と する 巧會 のが 巧、 巧が 巧 
的中 世 西 またる をして 生れ がれる あ 代 苗 まの 苗 ま おおでを り、 なは】 切の 權巧 をる をし、 なが 
をな おし、 巧を 量に をき かへ る ことによ クて なされる 夕巧 ホを 治で ホる •しかも この ホ 數 とは 
をく 0 くられた る ホ 巧で あク て、 そこに 巧を ま 寒は 度に ユダヤ 解放の 政洽 形態と たるので あつ 
た •アタリ カ 民 まを をを 見ても そのことは 明かで わる •人民に よる 人ち の 貧の 人 巧の 巧 治に よ 
つてな される アメリカ 巧ま孜 治は、 實 にを 巧なる、 無が のちを 人れ なの 巧 巧と お 巧の 上に のみ 
巧 かにる •しかも 之を 單に アィ 9 々白人に 巧て 見る も、 化ら 巧の 意味に がける 自由 •平等の 巧 
治が 巧 はれて ゐ るので はない •大巧 巧ま擧 における 「巧埼 なを 治 的 巧が、 巧禀 の貝牧 、巧 巧 其 
の 化の 凡ゅるを な」 が 暴 巧され てね る •を 力を 治、 ユダャ を 補の 巧を！ それ こそ がらが を 苗 
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ま 的を 在を 巧け で 巧 巧 せんとす る お ままを の 正 巧た ので わる •アメリヵ 輿論 巧莖巧 巧が にょ ク 
てかられ た 巧6 —— 人のがい人*は興を硏巧巧といふものは輿»を^^^する巧陌でホることを 
からない I とは 異 り、 g の 苗ち の 輿 おは 巧 かに 巧爭に 反が しつ、 ぁるに も おはらず、 巧 ホを 
無晚 する ュグャ 金植的 「興 iIBj な 治は、. 日本に おする 度 撃のを に しク 、わる •彼らが 口を 
巧けば 軸 巧 西 まに おして 浴せ かける 巧を！ 8 おの 巧 黄は 正に 化ら 自らには ねか へらなければ なら 
を かつた •まことに 民 ままを とは ヒトブ 1 が 今年 痛な 八 年 おを の 日に シュ ポルト •パブ スト 大 
食をから 正しく も 巧んだ やうに 

「1 を* する 爲の 一手 段で ちる •」 

『ブモクブン1の板面の4とに！|^ミ百ザ阳、 •••^が用ひられ、 §にまわられ、^のを历**^は 
れた J < 

.ので わつた* 

巧 まま まま ホの まふ ごとく 巧® K をは 巧を ■おでを らう か？ ナナスを 治を の夕を 進めて 今 
やを の 指 巧者が たおる ベを 場が に 至つ てね るを は、 をを ドィツの お 巧者が に是る 巧に しょう • 


♦ * 政 巧！！ 

ナチ スな權 が 巧 立され たを 時、 巧が な 巧 階な、 ジャ ー ナ リズ A は、 これを ィク 9 ア .フ r ， 
シ ■とならべ て 巧を 巧を の レ， テルを はつた •えづ 彼らに とつて 巧 お 政治とは 巧 か？ 彼らの 
巧の 中にはち まを をと それを 否を する ものと して 巧を をを としか あ 治 原理は ない とい ふこと を 
ホ づか〇 て おく 毎に、 わづら はしい が 「を 波を 店を 巧 •法律を 小が ホ」 の 「巧を な」 の 巧を ひ 
いて 見る •かう をいて ある。 • 

「廣巧では巧'ま的巧^©理の否巧を原理とナる巧：^3^巧(ミす弓*巧- Asokrase, autocratie)、 十 
セ 八！ ml 口， パの «巧 かは これに 馬ナる •巧義 では さう いふ 巧— 巧の 中で 非な 時に* IV るた め 
の！® mg お 巧た る隻を もつ もの •ロ ー マの スル ラやヶ ー ザルの 巧を な (dictatura】 や、 お 年の 巧 
巧 巧を す" をぎ 2 ミ さプ 50^ を S) は夕く これに ■すると 考 へられる」 

巧ら の 云 ふ 巧 お 巧とは 巧を をを のをち で わろ では 彼らは】 巧ち ままを を どう おへて ゐ るの 

^ • 

る 

苗 巧 一 おじ 巧 化な 巧 ■でを 巧 巧 か a めら れでゐ るを 蒙 巧、 巧は ホ 巧み-^ 巧 ば わろ 巧 《をに 巧す 

る 巧を •君 ま 巧-共 巧を の を 通じで 可能 わ} でもる が、 巧は ホ 和な についで のみ 用 ひられる こ 
ともち る 0J 


そ I では ナチ ス .ドイツは 巧理 的に* 化しで こそ をれ、 巧を もを. り、 西 民 巧 禁が度 も 巧クて 
をり、 ヴ イマ ー ル轰法 巧】 がの 「ドイツ 田は 共 巧を 巧と イ る」 とい ふ 規をも 否を はされ てね な 
いので あるから、 巧 ままを であつて 巧を まを ではを いとが 巧す る ことが 巧 ホょう •巧し それは 
むしろ ナチ ス •ドイツが 巧る であらう •ナナス •ドイツは ユダヤ 的を 巧 ままを を 巧 本 的に 巧を 
する ものである わら •恰も 日本の か截 階な は ナチ スお 巧を 制が この A グヤ的 巧 ままを をる をし 
たボ ホに こちを が 巧 4 西ち を無規 しち 一人の A ホ まのを をに ょク てな 治が なされる かの 
ごとく 巧み づける 爲に 巧を 巧の レブ テルを をし つけたので ゎろ お 巧を 削は 化ら の いんが かさ 
を ホに がいて 巧を をでは たい， 

ナチ ス •ドイツが 原子 的 や 等 的 お 人を 否を し、 共同 巧と しての 民族を 巧 治 的ぶ 本な 化と する 
ことは 巧に 述べた ところで ある •それ故に 民 まを を ボき由 や 等な 個人から 灌巧 や、 なかとい ふ 
やうな お 式で ク くり 田す 政治的 巧を は此處 かは をく 何の 意味 も 持たない •をのな な 政を 的が 合 
は 翼の 蹇的郡 練が 十々 にうまく 巧 はれて ゐ るを 合が 巧 《される としても、 多 巧を の憲の 
す微 される 陰には、 常に 少巧 まの 意 あは お既 されなければ ならない とい ふ 不合理が をを してね 
わ •ホ « 


75 一 


、 

るし、 しかも々 巧の 意志なら ぱ函 タカ ま择 族た 巧夕 せしめても かへ り みないと いんを なを 蔵し 
でゐる* いはんや、 »ちにがいては權力的||1るや、 ホカや、 5软や、 ユグャ的ジャ^ナ9ズ乂 
によを 玄傳 やによ ク て、 をく 僅かな ユグャ 金31 資本 まのを 貝を によつ てこの ホ 巧を が され 
る にがてを やで ある •巧た を 基本的 W をと する ナナス •ドィツ にがては、 この 巧な 個人の 巧る 
の 集 m は、 夕巧で をれ か 巧で われ 阳 届では たい •巧 巧の 意 あ、 それ こそが 巧芭 であり、 を 治 的 
は 常にち 族 其 同*! の 守*! とその 巧 洽的香 おた 目的と すろ 化* では 巧 人の 目が のがな や 巧 
巧ち 巧は お 巧され る やぅを な洽的 巧を がな される 場を ボ わる かも 巧れ & い •しかし 巧 おみ 两 
柏 白 巧の 推 お •巧 R とい ふこと にがいて 巧 お 巧 抱と しての 化 等は その 巧 人的を 巧 さを 巧え たと 
ころに W の 巧、 む 立命の 巧を 見出す で わらぅ •それは ホた をのみ をの おに 巧 K される みな# のす 
や不滿 にみ ちた 巧め とは 全くみ る •なをは 白 由 去を 的 巧を にがては 權力 によるが 说 作用と しで 
夕 へられて わた •ナチ K 巧 族 K 家に がいて は、 「指 巧.」 とい ふこと において それは をく 巧し い 意 
義 t もつ •すたは ち 巧 おの 夕沒 とそのを 治 的を 度と いふ 目的に をいて 致を は單 なる 權 力作が か 
ら へと 巧 g し、 權 力の 巧 巧を g が そこにが いて 合法化され、 正 巧 化される •それが にな 治 


的 巧導 をは、 ミて s 钢若 ま？ ミ 民 巧を 话 巧」 民 巧から 奪され たもので たく、 民巧自 
a から 蔓 し、 巧 族 裏を 巧 現ずる もので なければ たら 左い •謀を ボ 民族 白 巧と して 白々 
良 ♦のちに では & く、 民度 S 待 •畫 S た 公に のみ 生活す ると ころに 彼は 塞の おひす とた 
ろ 塞は 苗 巧の お 嵌 嵩 巧への 隨 席を i 委ろ 西ち のち 養 卸 技への おお 護と いふじ 
とに おいで、 こ S 庚せ 同 巧 S 現を -s を 思 S 現を としで S 巧を はを 《て 養の 巧 
I となろ .一 かし お 巧を が K にお 巧を たるのは をの 天 巧 的た 人が にょる もので わつ て、 彼が 
指な を— ると いふ ことち ミ 人 巧に がいて、 化が 民 お喬巧 そのもので わり、 養の 雲 
ミ わると いふ C となので わる •宙巧 的 指 巧を のみが 度の— まなので 支ろ かくで ナチ ス巧 
巧を K みは、 權巧的 お 巧を 苗み とを はれる • ，て 
塞 的 巧！# 蓄夕 にを いては、 賣は巧 ま お？ をくて、 がが がと まを ろな がを はが 
巧を の 巧 導 忙巧從 し、 割り 巧へ をた 雲を 資 任を が ミを 巧し お 巧 f 一巧と わ ク て 巧 族の 
巧展 のた 《にのく もので をろ 恰も おな をの 霉の もとに 5 とを クて巧 ふ 兵 巧の ご ミで も 

ろた で 其る のはが 孩 おは その 巧な にわる じと にょ クで 兵反ポ をの おがに お ふので わる々 巧 

指 寒春麵 


77 — 


♦ ♦ R ホ！！ 

巧を のみを には か ホの ピ とくその 人が こそ ボ問 巧で をる •ヒ トラ 1 はを ふ- 

「人 曲の ナベでの なをは 人 巧に もり、 すべての®? W 、 は 人 巧の が 造 的 巧 巧の 結果で ちり、 をつ か 大 
さじ*; 十る » 巧ち 巧なる 巧 巧には もらず して、 をに 巧 巧 十る 人* をむ 十び つける 巧 巧で ちる ことを 
が 杞ナぺ きで ちる •」 

ち 

巧 巧に 對 する 括 おな 晒と いふと ころに、 それ ポが も】 切の 官 由と 巧 利の 巧 失で あるかの ごと 
くを 巧され た •しかし それは 勿論 誤解で ある •な 萬、 巧 お 的 巧 巧者 苗 まに おいては 巧 族 共 時 巧 
の おおと そのを 洽 的を 展 こそが】 切の 價值の 基 巧で あり、 音 由や權 利は、 おお 巧に お 人的な を 
巧に ょつて 巧 巧す る じとは をされ ない ことは おにぶ 本權の ところで のべた 通りで ある •しかし 
自らを 巧 族 共同 巧に 抱かれる 一員と してき 覺 する 人々 は、 巧 巧 的に 自らの 扣意 にょつて 共 巧 « 
の 島に 活かす ると ころの 白 由と 權利 とを も クてゐ る •時々 それは 「苗をから の 自由」 ではを し 
K 「历 まへの 自由」 とい ふなな 言葉で あらは されろ 此 ちでは 古を 自由を を 的を ホに わける 化 
人は 巧に おちのを 巧を 則に 成從 する 民族 同胞と しての 巧 人に 人阳 おの 特 みが 巧 はれて わるの 
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でを る ことを 考 へたを ばれら 化い •、そ？ とは ま 蓮委 8 まと」 て S 日本— 忙が されて 
ねる 福利 蠢 について ち へれば 理巧 しやすい ことで をろ ‘ 

ヒ トラ 1 は 「下に おする 養、 上に おする 資 任」 を 囊化議 巧 S 則と して 强巧 する •，化 
は 「巧が 田爭 J の 中に も 「あらゆる 讓ぞ の權 力を 下がに をぶ しを 素 fh 話に 及ばせ！ こ 
の 巧 則 こそは かつて プ； ヤ 裏を ド ィブの 《其馨 巧たら し 《たお 朋 であつ ち CS 則は 
巧來の わが 民が 曲お沒 巧の お 本 巧巧 たらねば 化ら ね」 と 書いて ゐろ權 巧 的 指 巧を にょ クて のみ 
巧 S 薄が 巧は たを のみ 合に のみ 酉 おはな 從を として その お 巧に 服が する ことが 葵る こと 
は 巧に のべて 巧た •おれ おぶ 一曲の 少年 まの 中に 自 がに 大蒋が 巧來る やぅに、 指 巧者は 自 がに 
その 巧 神 的 巧 巧 的 巧 力に ょつ 5 巧の まら 生れ 齿 るので あろ 民族 おな 者两 まは 自由 まを 西 
家に あける かを 人格の や 等を るち し、 むしろ 全く 人格の 不平等 巧 巧を 抵發 する のでを ろ議 
會義的 巧 ま 義的两 をに がいて は統 をを は 巧に 夕 奪の 憲の勒 なをに すぎたい たろ 完を 
に 責任を 受 ことなく、 いつも 形式的な •責任に おク でし まふのを 常と すろ 之に 反して お 巧を 
两をにおけるお導をは自らの憲にょクてすぺ てをかをするボ故に、 その责なは経おで""^りし 
tt 寒 者 《 
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かも 指 巧を は その 民族から 生ち した もので あるじと が、 その 責任を あ 巧 的に を ふこと を 可 巧に W 
する •しかも お 巧を と 被 お 巧 的巧從 をとは ^5? 网 なにょ クて紀 をされ & ければ ならない •この ^ 
信 煩！ は 時々 巧 はれる 1B 巧巧舆 や、 II * ルン ベルグの 黨大 貪に かけ るれ 巧の* やにが いで 
示される し、 叉を 巧 か 巧を 柔に ホる g しいを 晚を も】 巧の 「せ會 的】 であると をはれ 
でゐる- 

このお巧まお巧はたで通巧、 お巧をとょぱれるヒトブ1とその巧§としでの西房の**ぱ 
かりで なく、 官麵 にを いては なを 巧と 下 巧を 巧の 曲な、 黨 においては*^ •地 ホ •巧から 巧 
巧な 胞に 至る までの siisr 苗 巧を 巧に をいて はおを をと 巧衡夕 との 曲 § 凡ゆる 化 巧の 化 巧 
巧理 としで 西を を 巧を つらねいで ゐ るので わる* 

B 指導者 兼 宰相 

一乂 11111 一年 一巧 一二 十日、 巧 巧を 會 まを 法 巧の お 巧を アドルフ. ヒ トラ ー は、 大巧 巧 ヒンデ y 


ブル グ 元帥から フ* ン •シ * ブィ ヒャ ー の 巧を ホけ てま 巧た るの 命を まけた。 一九 一尤年 がわ 
て 法 巧の 义巧 をを つてから、】 化 ニー ーー 年 0 巧 度を はじめ、 巧夕 のがを と 之に 巧す る巧大 なる W 
爭 のを、 一を ニニ 年 買 大巧な 忍擧 には ヒン ー； ブル グの千 九 百 お 巧の 囊 におし ヒト T は 
千 一二 百 お » と いふ 大 いたる が果を 寒げ て 世 ホの 巧 目を ほ 若たら しめ、 同年 セ 月の 困 貪 蜜 巧には 
幫の百 セより 一き 音 一二 十 S 巧を 得て ヒン デンプ ルグ より 勘 宰相な 任 0 巧 ホを をけ て W ホ 
之を 馨 し、 义霉 十一 巧フ * ごで ペン あ 却の 壽合 巧閣 《宰 巧の 巧 位を 義 し、 を. に 一 

化一一ご一一年一巧ご一十日宰巧の巧位に巧いたのでをつた- 

化巧に ナ チ ス 逐巧はを にド ィ ツ 两まを巧巧し た- ナ チ ス の を巧巧得は ヮ ィ マ ー ル あ法 に巧ク 
て 合 養に Is れた •おし それは 巧の 意 ホに おける ホ 命の 名に 値する もので あつち ぞ 命とは 
を 抵や郑 化に よるを 爾巧巧 w 爭に おず る巧稱 には あらず して、 をく 巧た なる 世 ホ 巧、 をく 新た 
をる をを 理念に よるを くお たなる 巧 洽巧值 S みを 意 ホす る •ッヴ r 卜こ シアのを 命は が 
化と ホ 巧が 化に よつ でな をち 巧し それは 巧して おたれる 巧 治 惡の轉 ぶでは をく して*' 
ダヤ薑 窒巧薑 6 上に なろ 之を 巧 巧に 推進した ものに 惡ら ない ので わる かち 異の巧 
巧 « 者！！ 
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ナ ザスみ 巧* , 

味に わいて S ホ 命 S をに わたらたい •ナチ ス によるを S 巧 得は 舊さ世 ホ 巧 •政 謹を 度洽 
なをに よる ド小ッ のを 的 否を をち ホす る g の ホ 命で あつた。 

ヴ イマ 1** 法の 下に わつ ては、 まがも 苗な 大臣 も 其の 巧に をる 爲 には® をの 養を が 巧と 
し、 巧つて 西會の 不信任 巧！！ は 彼等を して その 巧を まらし めた •叉宰 巧は 一 お 施を ホ かを か 巧 
し、 之に ついて 活 をに おして 責に 任じ 化ければ ならを か 0 た •之は るふまで もれく 巧會 におけ 
る夕馨 のま 配な 洽で わる •と ミが ヴ イマ 1 ル 巧 制 下の ド イブは か黨み 立して ホ なぞの 巧 巧 
はを く 不可 巧と なり、 t ン デンプ？ ホな 巧へ 《勇 失ち 宰 巧の 地た はみ 巧に 無力と なク 

を 

.. i かし、 巧 巧を が宰 巧の 地 化に つく ことによ つてず 巧は をく 一變 しち 今や ドイッち 巧 的 巧 
巧を 苗 まを 巧の 基 巧が わかれた ので わる •化は 这 巧の お 巧を にして 同時に ライヒき 巧と をク 
そ •ぁあに 巧 注 「お 巧を 兼 ま 相」 (づ ミ" ミ 旨み 田® す》 をき N ー ミ) と 巧 ばれる。 

一九 一一 画年吝 音 ヒン三 プル グホ養 多 f 军セ年 S 涯を閉 V るに 曼 、ホが 領の 

ホ 化は、 八ち 一日 「ド イブ W 巧を を」 によつて 宰相の 地位と お 合された • 
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「巧つ で 巧巧 の ド ィ ブ 大な巧の 用お は<6<#を兼！た る ア ド ル フ • ヒ ト ク ー に巧巧す」 

『ドィツ g 无巧を 施 巧の 爲の かさは ホの ごとく 述べで ゐる • 

•蠢 巧務 大臣！！ 

ま 巧 巧 巧の 遭 进サる 困 巧 的す 幸の 巧 巧と しで おな 的に を じたる 巧*^ 一で 首の 堅に 巧での 巧 巧的規 巧は 

余を しで 左 如 巧， やしむ るに 至れり 

1、 化巧やられたる乂の巧大^1^1大<6|?なる巧#5に,7'邮 献のがィ ，がを巧へたぇ 末9**は间§が 
吾人に 吿 ぐる 厮の ものには での 吾人のを な 情に 巧れ ち 巧大 なるな 人の 名と 不可々 的に 括を やぇ 巧 
た 余は ミホ 塞ナ 、をはを お 共に 巧 巧の 憑り 謀を 巧 巧蠢宰 巧と 巧 ばた ことち 本 雲は 自今 有 
巧なる ものと ナ》 

二、 余は なナ 、余の I 々ちがつ で！* る围ぎ 巧の 塞 じ 巧？^ で 巧 へらを ち巧历 にお ゥで 巧を られ 
を巧を上^1^^なる信巧は之に：^ナるに巧前 の 大一*^ の表巧をな で したるも、 化^ほ巧は巧—民 の 
巧 示 的の お B を 巧る ことを • 一! ての 巧 巧は 西 巧ょ ゎ 安す る ものなる こと、 且 巧の 旨 由に して 稱 巧なる 
85{5}5を3で田民ょりな»サらるべ-^のなぅミを1#倍ナるがなち をは贵下にター、 *^の巧をを 

« 尊者— 
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.ちに 巧を ならしむ るが s に扭 si ちの 畐 なえち！ にお せらた ことち 

一を 言 年 入旦日 ペルリ y にで 

獨る 话宰巧 アドルフ •ヒ トラ 1 

曼巧 餐 たるの 3、 ヴ イマ 1 ル g 法 四十 八 おによ る 大巧 毎の 巧を 化は、 ヒン デン ブル グ香 
その 人が ドイツを 巧 族 ミけ た复 I 權 ぶの々 ひ 手と しての 續の わら はれを ぶ ホし ちま 
を ドイツ G 寡 Q 上に 生 さた ヒンデ y プル グが 大巧 f たるに をんで 写 T ベルトに よ ミ 
一時 巧 はれた 大統領の 惡は をく おたれ ものと な クち大 奪は 酉ち にたら をた 堯巧 ホち 
としてぃ その 宙 度は 窠るポ け！！ 限づれ ホので あつち おし 今や ヒン デンプ ル グー 兀 がの 送 
は ドイツ 民 おの 巧 巧者 的— を もろを？ にはを 民族の 盈 命が 巧され たの— つちな 巧の 
巧夕を ミ， 1 が 宰相 《をに つくに 及び、 二人の 巧 合に よつ て ドイツは 權廣鬟 響 雲の 
ホ 獲た 巧い をヒン デンプ ルグ おか ネ まの 今、 ミブ 1 ポ g ター 兀 をの 送を ふむ じとは® がで 
わつ た、 又 さぅ する ミ 他に ホを もなかつ ろ ミラ 1 は 一蓄の 地位を 巧 クち おしヒン 


デン ブル グが特 巧の 息を を おへた 大巧 巧の 稱號 は、 化のを とす 可 みのもので をる として、 ヒト 
ブ 1 は 之を 元師 への 追 巧に さ、 げ 、自らは がが 通り 「巧 巧を 兼 宰相」 の 名に 巧 ばれる ことと し 
たので わつた •しかも ヒトブ ー は 今や 元首の 巧 位に す、 むに ぁたつ て、 巧に 巧 おのみ 巧に ょる 
ことを 好まず、 更に 之に ドイツ 巧ち 自 々からの を 巧した。 此 おに 八 巧 十九 目 西 民 巧 敦は巧 
はれ、 を 巧 窠のホ 0% たる 一二 千 八 百 巧 巧は ヒ トラ I の ドイツ 苗 元 またる ことに 結が の 信 巧を 寄 
せた • 

かくて ナチ ス 運® はまを に 苗ま權 力を 巧 おし、 權巧的 お 巧を 两 おは 楽 かれた ので わつた • 

ヒトブ 1 は 今や 大巧 巧の 巧を も {羊 捏 する ことと なつた •彼は 苗を 法 上 ドイツ 困を 代表し ドイ 
ツ のをに がいて か 田と 同盟を むすび、^ をが おし、 i を 信任し 又 之を をけ、 巧を をし、 巧 
を 巧ず る • 

しかもヮイマール，まを下の大巧領がか苗との同巧及び^8^:^の困の立法に顆するものについて 
は 困會の 同意を 得る ことが が 巧で わつ たに 反し、 お權法 (巧 述) は指夕 者に を 巧を を わ、 立法 夕 
巧！* 者 M 
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典な おの 同廢を 必要と サ ざるぎ を 明示す る • 

巧 巧 的に 用 ひられる 「指導を 兼 ま 巧 J なる 稱 巧は 苗ち*^- には 用 ふること をく 巧に 「ドイツ 面 
き 巧」 とま はれる。 

《誇には ずべ ての 巧 巧は 彼の 手に 集中され、 を 巧 雲に ち ナるホ 巧 命令 獲、 官巧 及び 稱校 
のをを 巧、 ま お 權を捏 つた •しかも 巧に 述べた やぅに、 改造 法に ょつてを ランドの 官 をを 命な 
巧 も 中央に 移され、 中央に 移された ヲン r のを ま 任命 權は 、大統領から ドイツ 可 代官 あび 备ブ 
ン ドの あ 巧に 巧 ホの 灌 おに 巧 じて 移 誤され たのであつて、 嘗 つて 巧 立 的に 巧 はれた ランド 政府 
のを ま 任命 巧が 指導者の 力の 下にが やされ たことは 注意ず べき ことで ある- 

この 指導を 兼宰 巧の 官吏 及び 图巧 軍に おする まお權 はを なる 權力 胡な でな く、 そのを が斯巧 
と 服 從を務 にまで 結合され てゐ る。 一九 一二 四 年 八 巧 二 0 日の 「官吏 及 軍兵の 宜 巧に 熙 する 法 巧」 
は 巧 二 依に その か 的 亥 現と して ホの かきを 巧の お まを 規 をして ねる。 

巧 まま « — 余は 5 •余は ドイツ 憂ち 巧の 囊ま アド ルブ .ヒ トラ 1、 軍の ホ巧爵 まに 巧し 
で無癌の巧晒ををナぺく、 を巧に函巧なる巧±たるべく、 何時^*^も、 化の誓に巧しでみの生かを 
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官 巧の 宜巧 —— 余は タム、 余は ド イブ 民 获の巧 leni ? アドルフ •ヒ トラ-- じ にして 且 i 
なるべく、 を 巧を をる し且 余の® 餐 上の# 巧を をむ をな てを 巧 ナベし、 巧に 神 胡 も 巧 巧 もれ — 

ヴ イマ ー ルを 法に がいて は、 大惊 おは その 巧を に 巧し 苗を にがいて 「ド イ 々苗ち のを 巧と 巧 
をの 島に 力を つくし、 困 お •西 法を g 守す る」 ことを 宜 巧し なけれ‘ ばなら なかつ たし、 又 その 
わ 年の 巧 巧の が 了 前に も 苗を のが 巧に ょ 0 て 巧 はれる 爵 巧巧窠 にょ クて解 巧され ぅる ことと を 
つて ゐ たが、 之ら のな 會 まを 的な をが 現在の ナチ ス •ドイツ にがてを くが 力を 巧つた ことは ま 
ふまで もない •尙 同憲 をの 五十 條が規 ちして ねる 大巧 領の 命令 あび 虎み におす る 宰相と まな 大 
臣 との 勘 まは、 大病 領の 围會 におす る 無を 寅、 ま 巧 大臣が その 責 をを 資 ふを ホに がいて なされ 
たもので わるが、 それは 「下に おする ！ U 巧 C 上に おする 束 任」 の 巧 則の 上に 立つ 巧 導を 巧 巧に 
がて はを くを 味-をな さない •今日では、 闽ま はま 巧 大臣が 一を の 事 巧に ついて 巧 巧を と共に 貴 
任を を沒 ずると いふを 巧に がいて 巧 はれる •巧ち お 巧のを ホの 勘 ま (0 ちき sichnung ) ではた 
W 擧 者 M 
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く 共 ま ( Mi す 色 chnu 另) で わる* 

艾同 憲法 五十一が にがいて は 大巧 筒 ホ » の 巧を 宰 巧が 巧 時 之を 代理し、 i にわた る 巧 巧に 
がいでは 法を によつ て 代理を をめ る ことと れつて ゐ たが、 两 巧々 裂 とな 黨嘛 立に よつ てま 巧の 
地た が お化し、 大巧 おのな 巧が 强 化された 一九 一ニ ニ 年に かいて この 規 をはを 巧を がて、 

ド イヴ 巧大 18 ® は ド イブ 大 liWK 長 にがつで 代理 ホら る- 
と なめられた， 

しかし 今や ドイツ 元を 法は 巧 巧 ま兼宰 巧た る ヒトブ ー 白みが 規らけ 巧を を 巧を する ことを 巧 
めた。 ヒ トラ ー ポ 巧ぶ 的掩 巧を であり、 巧 皮より 巧て、 巧 おを ま 現し、 化の 意思を の ものが 正 
に 民 庚の 意思と せらる、 ヒ トラ ー にあつ て、 これは 巧し 巧が である。 - 

一を き牵 十】 ろ 巧に 黨 における 指 巧 ま 代理と して 指導を 自ら ルド— ルフ •ヘスを なかした 
ことは この 規 をと 巧 巧た 一にす る。 

ルドルフ •ヘスは をつての 歐 が 大 なにが 巧して、 お 薄を と 巧 じく 巧な 兵 古の 巧 おを もち、 一 
を 面 年には お 巧を と共に ランズ ベルダの 巧に' 下り、 を 一 五 年な 來お遵 著の 巧杳 ♦削を 云 二 年 
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には 中央を 員 食を 治が 譲 まとを ク た、 ナチ スな 動の 古き で わる， 

指 巧者の 巧 化の « ホの 間 巧に ついて ち 今日が A 巧 文を 的規 ちは ない •しかし お なぞの 地は 
の 本 R 上、 ホ 巧の 指 巧を はお 巧 ぞヒ トラ ー 白ら これを 指る する のがを がで あらぅ。 

ー ホ ミホ 年ポ ー ブンド 巧*! の义 巧が きられる や、 巧を 召集され た 西 かにを いで、 ヒ トラ ー は 
「余 も 亦 一兵 古と して iill におく であらぅ」 とを クて ホの ごとくの ベた • I 

巧 巧 か 巧らず を 巧 か、 これが 余© 書で ちろ みが 不幸を で窒に 巧れ たなら ば、 巧 継 まは ダ 1 
リング ー兀邮 でち を ダ 1リ y グ S れんみ" 余は そのみ.* •まに ヘス*^ ま 代理を お 名す ろ ヘスに しで 
*,1>-んか、 黛の*{|€^にお いで^^-^^巧巧なる兵ホにして同時に^^^^なるナチ ス*^を^ナぺ 
きで ちろ 

お 巧者 爱 宰相は ドィツに がける 巧 巧な 洽 のを 换 能を 一々 に 集中し、 せは 今や ホ 巧の 立法を で 
わり •政 巧 首 巧と して 最巧 的な 洽巧 をを であり、 巧 政の々 奇を をで わる， 

ラィヒを 巧は お 巧を のを 巧 顧問 巧と なつた •巧ク ては 大芭 は宰 巧と 共に 大巧 巧の 巧を すると 

檐 • ♦ « 
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ころで わり、 宰 巧を 巧 長と ずるを 巧 卸のを 巧を 巧 巧し、 ムロ議 によつて ま 巧は 巧 治の 一 お 的 ホ か g ! 
を かを し、 この j 巧 ホ かの 巧巧內 にわいて 备 大屋は 其の まを ま務 について は 巧 立に をのな 巧を 一 
を 巧し、 きら 苗會 におして 資 任を をムも のとされ、 廣 化を を 治 的 巧 立 性を も 0 て ねた。 

がし 巧 巧を 兼 宰相の もとに わる ナチ 文を おはを 巧に おいては 巧み 大臣は 指 巧を の责 なわる 巧 
言を でありを 力までを るに すぎ 夕义 合議制に よらす を 大屋は 個々 則々 にお 導を に 巧す し、 

お 力し 巧 後 的み をは お 巧を のみ 断に を 0 ことと なつち を 巧が 指導者の をな 巧 問 巧と たつた 島 
に、 をの 審 るには 西 お 大臣の ル、 ドイツ g をち 官 、中央 巧 « お 巧を をび か 巧 化 巧を を 等の 下ね 
指 巧を もを かし、 そのを 巧は 巧 巧を のがを にを わられる。 

巧つて 議 をの を として 大 1 によりな 免され た 巧 巧 大臣は、 今日は お 巧を A 宰相に 
よク てな 巧され、 そのな 货 におして は ホのを 巧を する ことを】 九 一二 一二 年 十 巧の 法律に よつてを 
わられた • 

をは 誓ム 、余は-トイ ブ巧及 ド イブち 族の*;!! にルフ . k トラ ー に 、互 *4® たるべく、 ド イブ 
^巧の篇巧の爲に余の力をさし、 を巧を|||巧しをに»せられたる義巧を度むをなでまし、 及をの^ 


を 巧 入 s しても 不傷不 ま 正當に 巧ち L 、 巧に 神 も 巧に 妥 ちれ， 

• / 

該み義 S 奮ょ つて Kfn 任から 愛された 两務畜 をく 5 導蓄 おしでは 
おおの 責任を 5 C ととな 0 ちそ」 て 畜は媒 者から 指令を ラけ &を K は黨 から も 他の 
大 をを も 一巧 巧 束され ずち その 巧務 をを 巧す る ことが 田來ろ * 

* 

ミブ 1 が 始めて 惡を i した 時、 尙 ナチ ス のを 養 おは 化な されず、 ナナスを 義 とし 
て 右蓋黨 たる •トィ ッ函民 ホ •赛由 3 香】 す曼 及び 前巧閣 ょり S 任を f 加へ ホ 舅 

巧 巧に して、 その 巧 巧は ホの かきもの であつ わ • 

ヒ ラ (ナナス) 

パ ー ペン (寞 黨留隻 

フリ* 'ク (ナナス】 ， 

/ イラ I 卜 (巧 化】 

指 《 巧な 


宰 が 
巧 •宰 巧 
內 巧 

か 巧 


ナナス 致 冷 ii 

S 業 爱巧 


巧衝巧 
な 巧 

遞な妾 通 巧 
巧 .巧 
面 巧 巧 
無 巧 巧 巧 


フ 1 ゲン •ヘル グ (ド ィブ 再 巧黨】 

ゼルテ 多蓄】 

クロ ジ 1 ク畜 巧】 . 

リ ■ 1 ペナ， ハ 香 任】 

ル ト ナ ！ 《留 を】 

ブロム ベルク (を 在) 

ゲ 1 リ y グ (ナチ K 】 

この 後 ダ， ベルス 困 民を 蒙宜傳 巧に 任ぜられ、 ドィツ 围巧 黨のナ ホスに おおして フ 1 ダン ぺ 
ルグ の 大屋を 辭 する や、 を 狂 お柔お ホが はぶ 狂る ホ 巧と お 巧 巧と にみ 離して がを には ダレ ー、 
巧を には シ* ミ， 卜 (そのを 一九 三 一四 年 シャハトに をり、 又】 九 一二* < 年 フンクと なる) ポ 巧せ 
られ 、又 一 化 一二 四 年 VI A 事件に ょつてを 禁 された パ ー ペンは ォ ー スト リヤ公 巧に 巧され (巧 
トルコ 大巧)、 が 巧 所が ゲ 19 ングが 空 巧と 化り、 文が として ルストが 巧 ぜられ 、-黨 の 巧 巧 まが 
理 たる ヘス 及び 巧 的の 巧き H 古た る フランク 無 任が 巧と なつち 巧に 一一 一六 年が 會巧 設けられる 
やお 巧が 巧と れつで み ホ ケルル 之に 任せられ、 一二 わ 年 巧な. 巧 通巧リ • 1 ペナ， する や遍 
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導と して 才 i ち— 巧と して r ミ；'— された •尙 この— お^^^ 
として わるのは シャハト、 ブ A タル ス 、マイ スナ 1、 ノ イブ、 卜の四 人で わろ 巧に 一 蓋 C 

年 一 看 十 わ 日 卒巧 相ポ 表れ、 をて •ト イツ 路 の 震、 巧 雲 まの S に奠 を. たでた 
ドイツ 認祐 を卜， r ポ 任命を か yH 今日 S お 大臣 S 忘 ホの 通りで わる 

I f Jh. 


內 巧 
か 巧 
酉 防 巧 
巧 巧 
ザ 巧 巧 
を a 農窠嘴 
巧濟巧 
巧® 巧 
巧 -巧 
ま a 巧‘ 


フリ •'ク 
リブ ペン トロ》 プ 

ヒ トラ ー ホ 巧 
ク p ジ 1 ク 


/ レ 1 
ブ y ク 
ゼルテ 
♦ 1 ネ プル ゲ 
ドル プミ ■ラ I 
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ナ 、♦ぅ 致 巧 論 

K さ 巧 
を .巧 
文 巧 
な會 巧、 
さ S さ 傳巧 
おを 夕巧一 




A を 一政 黨制 

巧 巧肚 會ま篆 ドイツ 巧が ま黨 (ナチ ス黨) のな 抵巧 やその 巧 まどの*^ について 巧な は 本 

巧 巧の 惡 分野 K おいて 活かれ る吿で わる •がは 化を S 法 走 おが、 震を 中を 巧是害 

くこと とずる • 

を權 獲得まで 《ナチ ス黨は 化 S な黨と 並立し おきる 巧を 的** 爭曲 巧で ホク ちし かも こ 
の 時 ドイツには 一二 十ち おのを 黨が 蓋お坑 し、 それぞれ 画 民の 地方 的 力ま 巧 巧 的、 を 巧 的 巧 ま 
を 代まして を 生活の 巧まで 支を し、 を 巧上两 まを みなせし めて 巧謂 巧 i を (さ"— ミホ—) 
時代を 現 巧して ねたので わ 0 た- 

ナナスの 法 巧は 之ら. とお 立す るを 治 的田爭 でわク たとは まへ、 化 S ほ义 とは 其な. り、 •賣 
こがの 奮を 代？ る ものでは な < 、この 田 巧々 巧を を 的に をを して、 r イツち 巧 共 巧 巧を 
建 技ず る ことを 目的と した もので をつ ちそれ ホ ナナス 黨 はがんでは わるち 單 たる パルタイ 
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の 霜が としての ラテン語 パルスが 息 巧す る やぅを 巧 分では なく、 を 巧より おた もので をり、 そ 
れ 自身を 巧を を 表現す る もので わる •を 巧とは が 分の 量的た 巧 巧では をく、 巧 的に を 巧 その も 
のを 表現す る もので をる •ドイツち 族より 巧て、 それ 自身が ド' イツ 民 板で あるとの 巧で わつ 
て、 i つを. り 億 お】 かでは なく、 一が 巧 化で わつて、 有らが ち 族 そのもの となり、 巧 族の 巧 
害と を 巧を をく 自己 一を の歡 春と しまが とし、 自らが 民族の 法 命 そのもの となる、 さぅ いふ 意 

ホに おいて ナナス 黨は ドイツ 民 おその ものを ので わる •巧なる 量的な 巧 お 的た 民 おおを お 

理は 巧を されを ければ 化らない ので わる， 

かくの かき ナチ ス$ が、 そのを 權 をを 得すぶ や、 他の お 立 巧を 巧を 巧 お、 禁止、 叉— 的 保 
をに巧き自らを單一を巧へと巧をせしめたのはを巧のことであつセ， 

巧壓はホづ共產黨におして乂をををつた， ヒトブ^がま相に巧任するや共を巧はゼネラル ス 
トラ イキの 指令を をして 巧爭 せんとし たが、 巧 かまは 錠に 巧らず、 共產策 本部は 官 なによ つで 
よ 巧、 その 出版. 集を は 禁ぜられ、 テ ー ルマンは じめ 巧々 とを 巧、 巧猜 、しかも このが、 な# 
をせ 义の事 件を こり、 これを 搏 としてを 苗に をいて 巧 千を の 共產巧 員が を 巧され た •この 年 一二 
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暑 日 大巧 煩に ミて § れセ困 を# 雲には ホを 黨は尙 ごのな 巧を 塞 巧し ち 落 巧の 里 日 
更に 共產 巧に おする 大み舉 巧は た 一貢 十一 日お產 蓋の 巧會入 巧を 禁止、 一貢 一手 一日 公 巧 

の 「巧】 均が 法」 によつて 「一二 巧 お 日の なを 擧 の括果 にも とづく 西 ♦を ぴプ 。シア 巧を におす 
る 共 產黨の 候 巧 まを 巧への 巧 巧 巧を はおが」 とを ませられ、 共產黨 はを のな 巧を を責 ともに ホ 
つち 巧に 五を 壬 ハ 日 「共產 まを 的が 產の沒 化に 拍 する 法を によ ミ 共產黨 はを のを お產 
をを おされた， 

ついで 五ち 十日 共を 巧の 巧 度の 巧に まされて わた マルクス ま 義な黨 たるせ 會 民を 黨は その お 
せを 禁止せられ、 セ 夏日には 「两 まお 巧 巧 保の 爲 のをを によ ミ 巧會 、ランドな 含义 ぴ巧 
ホ— 由 S 代表 霄 から そ S 芝 奪 はれ、 セ 巧 十 臂ミ財 f 沒化 され、 指導を は 巧み 

いで 巧務 された- ' 

ドィツ 困曼 及びを S 味畏 にわ ゎ」 《香と ナナ*^ は 巧 《提携」 て 《閣 をも餐 したの 
で わるが、 ホ 巧に その 巧 力は そポれ 、巧 巧 二十 セ 日 g 巧 曲は ナチ スへ所 R せしめられ 、六月 甘 
セ 日 ドィツ 围民ホ も ナナスへ 解 梢ず る ことと れクた • 

単】 g 黨麵 
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苗ま黨 、ドイツ •バヴ 7 ，ア» 巧ク いで 解敎 し、 巧る 寞 な も 遂に セ 巧 自らが g し、 かつて 
みなせし 一二 十 かの 小* すぺて そのを を 道つ ち 

こ、 に セち 六日 ミラ、 はち 族れ 會義 的す 命の た 了を をぞ 、ドイツは ナチ ス黨を 唯一の R 
黨 として、 を ド イブのを 治 的な 一を】 ホづ巧 なした- 

セを 晋 「を* の 巧 化 巧 巧 止の 法を ポなホ さ 兩ち同 法に ょつ て 養 巧を 義 ドイツ 巧 
霎 寒は ドイツに がける 唯一のを 黨 たるを がを めら た 又 「他のを 黨の巧 巧 的 括 合を お 持し 又 
はおな 黛の 結 巧を をて たぎ」 は ホ 夏 上 一二 年が 下の 譲に 巧せられ る ことと をつ ち 
此 おに ワイ 7 ル 巧 制 下のを た 夕巧あ ホ〇對 立は 困 法的に をく 巧 取 さた ドイツは 巧】 
巧黨がを巧ることとなつた- 

単 1 を黨がは又*こ &面まがとも一友はれる- 巧し勿をこの巧黨のお味は自由まホ的^に 
わけるな 黨 とは 異ろ ナナス 黨 がその 巧 立から 3 巧のを 議 をを じて、 白ら r . イブ 民族のを® 
をを夕現するも〇として田爭し巧れるそ〇^^^^ち 巧一 政黨とをるじとにょつてをく巧巧にま 

れ たので t •ナチ K 黨は •トイ ツ 民族 Q 寡 巧 玫治薑 含 最も すれた 碧を、 ドイツ 巧 
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巧の 斯 ks 同璧 わり、 民 庚。 中に そ s お的理 をを 巧る* し 《、ドイツ 民族 共 向* を おはし 
その お 持と 巧展 とに を 仕す るが 巧 却な であり、 黨と いふよりも むしろ 一の 巧 治 的 巧 巧で わる* 

g を まを 寡 大夕巧 S 5 招 とい 義巧ま 巧 S 理をそ Q と」、 專概的 S 力 至特植 
階を にお 立して 西民乂 ホの 巧 論に よつ てな 治を 巧は ぅとす るので をつ た •ところが かくの か & 
夕巧 巧な 理に もとづく 苗ち の 巧 讚と かな 意と かいふ ものが なをす るか？ そこに 巧に 巧 巧が 
ある •をに それ •わ 巧 在す ると」 ても是 をれ は 原子 的 巧 人の 意思 S 巧に す ダず、 常に 多數 
をと かおぎ (お 立 的 明 巧が まされて わる， 

ナナスに がいて はを 度 かの ぺセ かく、 かくの かを々 巧 まま、 巧 人を をのな 理は 否ち まれ、 多 
巧を まは 少 おぎ €5 相對的 & 幸 不幸では なく」 て、 養 共同 括 そ 0 ものの 推 雲 哀ポホ 巧の 2 
規準で わる •巧 族のを をの 巧には 現を の 多 巧を がま 巧を あば 化ければ たらを いみ 合 も ありぅる 
ので あろ をれ ホ ナナス 運览 にと つてを 巧な のは 從ホ 去を たを ホに おける 西 巧の 輿論、 巧 意 
をネか 巧に よつて 巧 見す る ことでは たく、 ド イブ ま 族 そのもののを 巧を をホ珠 ずる ナチ ス黨の 
おなぎの お 思は をれ 官み ドイツ 民 巧のを あなので わ ゎ、 これによ つて 興を は 巧を され、 又 田 巧 
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ナチ ス巧ホ 論 

による 巧 治 的 お 薄が 巧 4 一れ なければ ならたい。 《おが 叙を また 围 民が 巧 一 的臺族 共同 枯た 
ら しめられる ところに 西 ま 的を 洽巧 巧と しての ナチ ス巧 巧のを 巧が ある •かくて 法 巧に よクで 
巧 おと 困 民は 一巧と をる • 3 巧は 窗 寒より 西 巧へ、 两 兵より 巧 まへの 架 巧で わる， 

ナナス 巧が 知は やを つての かを 巧 お 的な な洽的 W 爭困 おでな く、 公の^ 民 的を 洽这 巧と をク 
ち この 两 巧を 法的に 明確なら しめる 島に 一 九 一ー ニニ 年 十二月】 日 「黨と 巧を とのが 一巧 保の ち 
の 法 ホ」 が 公 巧 まれた •同 法 巧】 がは ホの かくを ふ* 

「巧 巧 灶會ま 巧す をの 巧 巧* により、 巧 巧な 會 主義 ドイ^ 巧 働 ホ 黨はド イブ 酉を 巧 想の 巧 巧 まにしで を 团 
家と す 巧 離 的に 持 合 やる ものと す」 

そして ドイツ 巧 術 ま 巧 .時代には 未を おの 巧 田で をり、 ナチ ス黨 となつ でを 法的な 旣を 記な® 
となつた 黨は同 法に よク てを 法人と しての 巧 位を 與 へられ、 (巧 一巧 二 巧】 又 「巧 まのを 巧と 
* 員との 巧 巧なる を 访を振 巧す る 島-にお 巧ぎ 代理を お 任 所 大屋と して 政府に 列せられ る こと 
となつた •(巧め 巧！：： > を 代 巧と ホんで 巧！！ 巧の 幕« 長 もな 巧の】 貝と サ れ たが、】 丸 ニー 四 年 
の 後 正で 除かれた) 
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ナチ ス たが 公が 人と」 て s 伍を 巧 へられた といを とちを てを 0 化の 玄 法人と 同じ 巧 
をの 曲 巧と された とい ふこと ではを く、 勿を、 ドィツに おける 巧 商 巧自の ホな を もつ て 巧を 
と ホな する ので わろ 何と.！ れば ナチ K 巧を くして はこの 两ま をの ものが 考 へられな ぶで わ 
るから。 

指 巧を 代理 i ナチ K のを 植あ得 後、 巧 巧 厘の 巧を につき 夕忙な 指導者の 負 巧を»滅 する 鸟に 
を かれ、 ホの 地 ホ 巧 横なる 巧の 指 巧る びを ホの かく 黨の巧 探 やお 屬困 巧に が一 的な を 治 的 ホ 向 
を 巧へ るち その他ち 霎な 夕 くの 巧の 仕事を を 巧して ねち 今、 無 化が 巧を をね る ことと をク 
て、 巧 巧に おける その 任 巧は 廣ま のをを 命令、 巧々 等の 案件に おし 震と しての 意見を 巧 巧す 
る ことで をる • 

この 「巧と 苗を と C5 巧 巧 ss 法律」 にたいて、 巧* は ナチ' <ミ活 巧を 理解す る 巧に 
ホの ニクの 事を をを しなければ ならない •すなは ち、 黨の法 お 制を 巧と 巧を 判權 である。 

上を のかく 巧 一條 巧 二 巧は ナチ ス黨を 公法人と する 旨を 規 をして 「之れ が條規 はお 巧を 之を 
をむ」 とのべて わる •ナチ ス黨は それ 自 巧が ド ィブち ちのを 巧を を* 現す る も 0 で わり、 巧を 

<9 

軍 1 & 重 《 


103 — 


ナ ♦ K 致ホ饋 ， 

はま 蒙を 講 形式に すぎ &いミ わ をら、 黨ボ廣 まから 規 奪れ 堂い ふことは をり ぇを 
い •.黨 は 他の 公法人と 異り護 巧な の 里 f もぅけず、 その S が規 がを み. づ からみを する の 
はを 巧で をろ 從 つて ナチ ス •ドィツに をいて は 二つの 法 'が ミレが とが， ィが 一 が 並びな 
すろ 黨の養 制を 巧 力は 同 法が 「をが 囊 はお 響 之を をむ」 とを つても、 ミ 法に ょ クて巧 
まから 巧 へられた も S でな く、？ 面ち S 力を— が i 」 たにす ぎ 度い も 0 とお へられろ 

同 法 望 f ょれば 「菱 びナ； 讓 《羣 薑巧爵 蔓夕養 专る巧 皮を 

をむ ごは 「指 fi 襄び K 蹇對」 了」 重 S 繁 をはされ て t •そ」 了 この ミ 

にを 反した 場ム ロ、 特 削の 黨 るび 巧擊 なのを がに 破し なけれ ばれら な い- 

この—— と 見な 表る も (寡 S 立 •慧 •活 愛は 巧 宿を ミ ま馨す S まるが 
爲 又は 不作 爲 でを 0、 更 §> 度 (な sf をむ) S 貝に わ ミは、 時 K 紀蔓ヴ 巧 序に 
おする】 切のを 反で ある。 (巧 阿が】 

ホのを 判说 は、 憂と 黨 f sls < i を慧 差？ S も Gss 萬で ホろ 

ホ ジ两ミ 5 寡 •巧擊 巧霉權 のな 巧を をな せられた ぶ •夕撃 跃品屬 貝に おして § 上 


法律上の な 助を 巧へ 化ければ をら をい • 

巧 巧が 巧は 中央に わける お 商 Q 1 倒 所を はじめ、 巧に 巧 霉巧那 に 郡 お 刹 所、 小 巧に 4 
巧 巧が 巧が ある • 

巧 B 巧 動は 囊と货 巧と SQ 雲で わると おは 志 述べち ツヴ r 卜 •。シ 7 にを ける 
夕闭 をに おする 黨 S 化、 まは；， シ ••イタ， 7 における ごとく ミ おする 苗 まの 透 
ではを〜 ナチ K •ドイツに おいては 囊と黨 とは ホを」 て 共 K 良 囊同话 0 蓋と 震に ホ 
化する 巧 力を で わろ をはち 巧は を 再を 寡の 中に ドイツ 巧ち 世 ホな とな 洽 巧を をを 巧 させ 
ると 其に、 全 養を 么忆 ょ？— する 任務を 有」、 霎は巧 蒙 重に おい— を— す 
る 任 巧を ちずる • 

ミに 黨と两 まの 間には 人的 おを のが 巧を 生ずろ 黨の雲 まが 裏の 一 冗まで わると いんと 
ころに その 結合は まなの 表現を るろ クいサ h •に のべられ たお 巧‘ を 代理の 無を が巧璧 わ 
ゎ、 お雪 代理 本が は ミ* ン こに あつて ホの 事務を ぞ巧 する 5、 ペル， ン にも 連 お 巧が あ 
クて指 巧を 代理の 仕 巧を たずけ る 巧に 囊と黨 との 巧抬 にわたり、 ホからの ホ 望 •鐵は 化を 

單 1 R S M 
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ナ ♦ス ft ホ 論 

に 巧め られ 、巧 おからの 黨に 巧す る 案件は 化 巧を 通じて 化 へられる • 

巧に、 規巧 巧の 中央 指 巧を ヒムブ ー は ドイツ 巧を をを でぁり、 巧の 中央 巧 年 指 巧を は ド イブ 
再の 羣指 導を で ゎり、 蓋 S 巧を B を 養」 了 t 寞お 薄まは」 ば」 ぱ養府 Q 大臣に 

巧せられ てね る， 

义 地方 化は に b (ては 觀指巧 をと 备 ランドの ライヒ 巧を (ブロ シャ にがいて は 州ち を】 とは 
同一 入が ホ 任して 黨と两 まとの 間の 巧 巧を なして ゐろ がし 地方が 巧に わける 巧 まと 黨 との 人 
的 結合は 心み 機 田に おられ、 下な 巧 巧に をいて はを く々 離されて ゐる •上 巧稱执 にを いては 黨 
の 席 務と两 まの 巧 巧と 同一人が 巧 ふこと ボ巧 巧る が、 下な 仪が だな 姑 かな 仕事に をいて は黨の 
巧 巧と 两 をの 巧 務 とを】 人の 手で 巧 巧す る ことは 不可 おだから でぁる •た r ドイツ 巿町 せがに 
ょれば ナチ K 黨の代 まま ( Beauf す agte ) は ホ 巧が 巧を と黨 との 合を のちに 苗 力す る ことにた 
クてゐ る •(黨 代表ぎ は 指 巧を 代 巧が 之を をめ る ことにな つて ゐ るが、 旣に 命令に ょつ て 巧 巧 
巧 著が 郡 指 巧を を 黨れ表 著と して 巧を する 宙极を もつてた る •那 巧な 著が 一の 巿 巧が 义 はを サ 
ち巧の巧員でゎる時は巧ちせをがお名される) この！^^口にも巿昕-材《巧のお巧にはゎづかつて 
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ち 巧をミものにモ巧ずることはがされをい* ミをに下な巧をとをの^に;^^!^^^ 
まれ ミちし かし 下な g にもち おせ 會義的 お 巧は？ わたらを ければ を 
f るから、 これら 巧— たる 官吏に— ii まがを 命さ ^^^^ -r 
い •ミに ド ィヴ 巿 町村が は 「黨と 白 を巧 巧 巧の 一致を 巧が する たを」 黨 代を f 巿 町村 
S •巧が • g さのを をに 夕巧 する じと をを めて わる • 

9 

B ナチ ス黨の 組織 

ナチ ili — 中に 芽 生へ、 その— ililu 、 乃 f ^ パ 

裏 的 •11 ま」 f ミろ ——— Hi :一 一一^^ 

せみ———— ilisf 、す^—^^^ 

ければ ならない •巧を たるせ ホ 島 も 理念 も蘿 と」 をが らお 巧 《5 を こ 

のでは ない こと •か ホづ舊 でを？ れ なければ ならぶ。 t こ ck を F 巧に 窒る 
巧の 巧 曲に 立つ をは 云 ふまで もれく SI ホろ お每 i 理は黨 にを いても 最下 舒にま 

軍】 反 黨 《 


ナチ K 度 巧！！ 

まで、 をして 田家に をいても 巧を においても 一切の 巧 巧を 〇ら めくな 巧で あるが、 お 巧ぎ (フ * 
1 ラ 1) と 巧 ばれる のは 黨の巧 巧た る アドルフ •ヒ トヲ ー に 限られて ゐる •黨の 進む も 忍く 
もを する も 左 する もす ぺ での 命令は お 導 著から 巧ろ 指 巧ぎ のをを を « へる 鸟だ ナチ ス巧巧 
巧を 官 巧、 指 巧ぎ 巧 巧 本が、 ヒ トラ ー 私的を 房 巧の 巧が がわる • 

指 巧 まけ 巧と して ル r ルフ •ヘスが あり、 その « 巧の大 がに ついては 巧に のべた •巧 夕ぞけ 
巧のを 力まと して 指 巧 ま 代理 巧が 巧が わる- 

指 巧ぎ るび お 巧ぎ が 巧の 下に 指 巧ぎ を その 首位ぎ として 中央 おな を* 巧が わる •こ、 には 巧 
爭の 中に 選ばれた 巧の お 巧 的 人 わが 紀 巧され お 導ぎ の 顧 巧と してのを おとと もに、 黨內の 泣 巧 
巧 巧を を ねられて ゐる •ホの 人* がそれ で わる • • 

ブラ y ブ .クサ パ*'. ツ~ ヮルブ (黨寞 貧 巧を) 

ブ ィリ， プ •プ 1 ヲ 1 (1^ ま官巧 長を じ トラ を BSjg 務】 

マル ナン. ポル マ 代理 幕僚長】 

ロ パ 1 卜 •ラィミ 寞を S ち 葬复 3^5!* ま】 

ヴ ル タ - . プサ フ 《黨を高^^:^を . 一巧を】 
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ウィルヘルム. グリム (f 巧 巧 判 巧 第二が 長】 

S セ ブ • ゲ ：へ ル t < 芙寞宜傳^&|!>^!'?) 

ザブ クス •アマン (图 中央 院巧 巧) . 
ナット •ディ トリ， ヒ (黨$^® 班を】 

《ンス •ブ ，ンク (黨卖 法 *blgl^^ 荣寞を 巧！ ま) 

ブル こ* ド •&， ゼン ベルグ (推 外交 巧 《一®® K 兼 ナナス 的敎 一 
ブブ yT リマ タ 1フ* y . ; ブ 《堯 巧な 巧 - 

ウル タ 1 •ダ： ^ , { 寞 n {柔 巧巧賣 農民 IsaMP ) 

ウィルヘルム. フリ ，ク (i をが 指 巧 巧】 

力1ル • フィ 1ラ1 (地|1^おお寞夏】 

ピク トル. ル* チ. (巧 巧 巧幕该 ち) 

ハイン リ ，ヒ • am ラ， {親 祀巧棄 指 奪を】 

パルド々 1 ア ♦フ * ン •シ •- ラ， ハ (-5-^ ホ 少年 ipsw】 ' 
コンスタンチン •ヒ ー ル 巧 1 巧 ま】 

>】 度 黨 W 
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さで 巧 化が につき その 里耍 なる ものを お 巧 すれば、 巧が の 指 巧に あたる のは 中央 化 巧 お 薄が 
でを〇て、 ロバート-ライは中央化巧お讓者たると巧にドイツ巧お6?^お巧をを兼わ、 文化の 
下に ナナス お 巧を 巧 ホ 所が わつて 蔣來黨 指 巧ぎ‘ たる ぺ きぎを 養ぶ する- • 

中央 化 巧 指 巧な には、 中央 化 巧が、 訓巧 おなぎが、 を 酉 巧が が、 ホ莖 •巧 まが、 地が 的 及び 
立 巧 的 巧巧韩 、を 巧 寡々 ホ 化を 诺 巧が、 中央 人 春が、 中央 刚 育が 等の 备 なの 化に、 ナチ ス巧营 
が胞 巧が、 手工 柔 みび 商業 局、 自治 巧を 局、 を ま 局、 巧 育ま 局 > 巧爭 巧せ 者 局、 ち 巧 巧な 巧 
技巧 局、 ナチ スお 人®、 房ち を 局、 ナチ ス .ドイツ $を函 、ナナス •ドイツ 大學巧 お 田 巧の 
巧 化な がわる •ホの 中、 自を 巧を 局な 下のを 巧 « はを 洽的 にはちを お 巧ぎ 代理の 巧 や 下に わ 
る • 

ナチ K ちを 巧 胞« 巧 (2 SBO ) は 巧 e のちを の 中に ナナス 巧を をを 巧させる を務を もつ でた 
ろ 巧に それは ドイツ 巧® 巧 おの 化 巧 巧 巧 巧で わる， 

ドイツ 勞« 巧 お ( DAF } は曾ク ての 巧 « 化合が すぺて 解が された 巧、 •すぺ ての 巧が 巧 « を 、巧 
巧 巧 働を を お 合して つくられた •それは 一九 兰四年 十 巧 二十四日の f にょれば 「巧 晩 及び 巧 
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巧の 巧® にが 事す る ドイッ人を 枯 s 合援」 でを り 「巧の ドイッ人の 民族 蓄姑乃 ま 作 菜 お 
同 巧の 形が」 を 目が とする •ずな はち 具 巧 的には、 かま ま (疫を お 巧を) をび 從 巧を 相互の 巧 
# を 得しめ、 轻 s 巧 巧を を 員の 利を 两 巧を ナチ スのお 薄 お 巧に 卽 して 調 ホす' る こと 皮 ホが 巧 
に 力を つくす こち 巧を 力 香 (夏 F ) を 5 しが 息 おな の 利用、 雲 •破 巧の 規則の おち 

巧ち 扶巧施 鼓の 確立 等のを おが 採せられ るので わる。 

ドイッ 寒鬟 おは 策 妾 謹 課を にょつ て 指 巧され、 中央 化な お 巧者に ょ ミ 巧の 惡の 
•下 巧 指 巧者は 任 巧され ろ 化し お 巧者の 命令は 之ら 指導を に 化 命 せらるべき をを 巧 一々 的に 巧 
♦巧 胞化巧 巧、 巧 工美を 巧 巧の 所 島 員、 巧 撃 族を び お 巧な の お 員と 規 をして わる 
C 巧 »巧舉 巧 巧 巧が ドイッ 巧 « 巧 おに 附属して ゐ る。 

乎エ菜 及び 商 ホ 局は ドイッ 巧 働 巧みの 緒資の 巧を 曲 巧のぅ ち、 商柔 あび 手エ ホに 属する 人* 
になを 的 郡な た 施す もので わる， 

自を 巧な 局は 黨 におす る 巧 題に つき ドイツ 巧 方な 員 国を 堆‘夕 する • 

ぞ吏 局は 宴 K 蜗 する 閒涅を 巧 巧 ひ、 特 K を 吏を をな 的に 挪巧」 ナチ ス慧忆 街せ しむへ 
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をを 巧を ホす る •そのを や 下にを 苗宫ま 《 がわる • 

を 苗 官吏 團 の 巧 ホは ナチ ス 巧を にょって 官 をを おちし、 指 巧を に對 して あ敢 にして 苗 まに お 
する 责任 を自覺 する 巧の ドイツ 官 巧たら しむる と共に、 政 巧のを をな 巧、 を 吏の 自己 巧 巧な 策 
が 巧软 巧に 班 巧す る • 

宫ま 巧を は ド イブ 宫 ま！ 一の 曲を を 兼ねる •を 吏 面は 鐵巧 巧な-おを •司法 巧 政 巧々 十四の 巧 
n に 分かれて ゐる- 

お 有を 局は その 下に ナナス iis ：® 田を もち、 お ザ 者の 中に ナチ ス 巧を をる 巧せ る ことを 化 巧と 
すろ 5^{:^巧は大ち 專門巧巧、 中學巧等々のセ郁門に々たれろ 

巧を 獲 格を 巧は ナチ ス 駐爭犧 巧ぎ 巧 養 曲を を 巧し、 田ち 巧な 局は ナチ ス ち 姉 苗を を 誓し、 巧 
巧 局は ナチ ス おがを 西を 左 ♦する • 

ナナス 巧 人 围は爲 人を 菜の 度々 に 任じ、 ち 巧人函 巧の 巧 合を としで ドイツ 巧化駐 おな 人 
ち ドイツが 人 巧 か 奉仕が、 ドイツ ホ 十 宇せ ^^巧 巧が 中央 お 人 お 導ぎ のを ♦下に わる。 

面ち 度を 届は ナチ K 巧 お库 生国の ち ♦にわた る •巧 族 巧 生 由战冬 巧な 巧審柔 、巧 モか§ 
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窠、 おちか巧巧お、 巧塞扶功<^*、 靑少年な巧慧*生ま窠にわたクてわる. 

.ナチ K •ドイツ 巧を！ 一はを をに— 的 柳が— へ*^ ことを 巧 かとし、 巧 生の 括— も そのを 

巧と ずる* 

ナチ K •ドイツ 大 S 巧 曲は 黨ち たるまな おたなて 巧な されて ゐろ大 摩 巧 篇の巧巧に わ 
たる， 

■ I 

これら 寞餐 お— に 指 巧せられ る ものの 化、 寞 謹を S 巧 下に わる 窒 をるな 巧と 

しでは ホの かきものが ホる • 

蔓法巧 巧 1 寞法 S 巧 ま < ン ： 7 ブンク 2 0 下に ホり、 この 局 巧に わる ナチ ス 法が 
奪 巧は ナナ K 法 お雪 曲の 巧 やに わたろ ナチ ス法お 奪® はを つて ナナス •ドイツ 法律 穿 

西と 巧ぱれ を Q で、 ナ； 薑食至 S 作 巧へ 基 襄ヴ法 S 季る 凡て 《まを ナチ 

义苗 念に よつ てが ザす る ことを その 任な とする • 

電央を 律指畫 S マ C は r イツ 法 養わ ゎ、 囊接薑 ミ 雲な 繫 《下 K ぉ ミミ 

單】 及 « « 
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ナ ♦ス致 巧 論 

中の 夕 くの 養に をた を 貝を は ドィッ 法 養の 爲に 答申を すろ _ W 
ルタを 巧 局—- $ 指導を C 1 ゼン ペル グを 局長と し、 封 ル 的 あ 巧 •ま 業の 一 おにが まし、 を - 

再調 杏が そ？ に！！！ し、 f 酉 •養 •近東 •甫 累？ 至ント ふ方幫 •西が 巧 西 •米 

巧 巧 等 2 管 みれ てを s $ 這つ てゐる • 

奠を巧 巧— 妄お 巧ぎ エ ，プの 下に あり エ ，ブ蔓 植民地を の 指 巧 ぎで わる 
中央ま業巧巧局！中央み巧指夕をにして夕巧ち業大おたるダ レ ーを指巧#とする巧業巧巧の 
そわの 棋抽 であり、 を 苗 义宙》 はこのを# 下に わり、 巧 巧のを 巧み 巧に 巧 事す るを ドィッ人を 
なて 化 巧され てゐ る。 

黨 巧を 巧— 寞お巧 ぞフ ，，ク の 下にを、 を 苗み 議貝ボ この 中に を 括され ろ 
中央 臺お 巧が 1 寞を化 指導を にして 養 巧 蒙ぶ 宣寞臣 たる ゲ ，•ヘルスの 下に わり、 西 
民の ナナス 的 巧 巧の 涵養を ちを.* ホに 围 をの 法を •を 巧 •方 か 等の 巧 巧 叉は それらの ことを 
巧 ふに わたつて 輿筑を つくる ための 巧 工作を 巧 ふ •巧 棟を 化. ヲデォ .映* •巧が が. 文化. 
お璧夕 お t 會 •自 巧盞巧 富を 家を 苗？ グ 等* の 巧が その 中に ホろ 


ち ダ， ベル K は 酉 中央 文化 院 s をを をね ち同院 はを 文化 煩な にがます る 賣の慧 で， 
をり、 寞映函 •寞音 雲 •中央 连形美 震 •中央 愛院占 央を讓 •寞 新历お 中央 

な 送 おからな つて ゐる • 

が述 した か 巧を 巧 局長た る n ! •セン ベルグは みねて ナチ ス巧神 的せ み 巧 的 か ザ監ぞ のた めの 
ヒ トラ ー の 受任まで ある •このを 巧を は 民 庚せ を ま 義理を の 純 おを なり、 巧の 全 巧 巧 生活が こ 
れ をな てす か托る やぅに をを ずべき 任 巧を もク •その 仕 まは 先を 巧究 .巧 ホ お 謹 •文献 巧 巧 • 
巧み •化 方 人種 問 届 •護 •お 5 お 巧 おがせ ホ觀 トーの お 示 等のを み 野に がを てね ろ 
右に 述べられた ドイツを 巧戰綠 •ドイツ 官ち围 •ナチ スお 育を 围 .ナチ ス戰ず 巧 おを 扶ま 曲. 
ナナス 技巧を 曲 •ナチ ス 民族 巧を 留 .ナチ ス巧師 巧 •ナチ ス法淹 巧を 曲は 一九 一二 五 年の 「なと 
苗 まの 巧 一確 保 SS 律」 S 说巧 令に ょつ て黨 (お 馬 由 粗と せらた 巧述〇 かくすべ てな の. 

おな 下に わ ゎ > 」 を そ QS をは 寶ど資 P はを 若 C ろ K、 CS 賽び 謹と？ の 

商 巧の ま蹇が あろ ナ ス •ドイツに おいては かくの 夕資 でない もの も 巧の お 巧 下に そ 
の 理念に ょつ て 巧 負せられ てゐる ことが をを せらる ベを で わる • 
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少 ♦ > A 巧！！ 

定施巧 令は 巧 巧を、 親 巧を、 ナチ ス自货 巧 皮、 ヒ トラ ー •ユ ー ダン ド、 ナナス - R ィツ g 生 
函 •ナチ ス ドィツ 大 をが 巧！® •ナチ K 擦 人 曲を 巧の 巧 巧と してが 巧 上 法律上 黨の 一が とし、 公 
法人の 地 化を 巧へ た •之ら は 黛と 同じく 廣 まのを せには 服し 化い • 

巧！！ な— マルクス まを をとの はげしい 两爭 にょつて のみ 今日の お 巧を 巧 巧し えた ナチ ス は、 
その 田爭の 温穫を 通じて 化 等の テ P やが 害を もつて おびやかされた •これに おして 初め 巧說 を 
場のを 巧の 島に 化 巧され たを 場 保 藻 族は】 尤 二】 年 十一 巧 四日 ミュンヘンの ホ ー フプ 》 ィ •ハ 
ゥスに おける 集會を 化を もつて 巧が してな 來 、巧 巧 段 ( SA ) のをを おへられた •彼らは 文 宇 
通り 生命を 睹 けて ナ； 運動 S に两 ふを 治的覃 人で をり、 十； 誤？ 核で & る •巧 > 族の 
最高 お 巧ぎ はヒ トラ ー でぁり、 中央 おな を ル， ツ 1 を 巧 巧 除 おが 長と して、 その お 巧を を わ 
た •今日 をれ は 地な 的に 二十 一分 曲に 分れて ゐ る。】 ホ 云 九 年 一巧、 巧擊 除は 巧が 軍の 巧褲軍 
とせられ、 滿 十七 才 にました 兵役を 務 をは すべて 巧 擊巧國 巧 章を 巧 得する 堯 おわり、 現 巧を お 
了せ しを は 他の 巧 巧に 苗せ ざる 限り 巧 擊橡に 巧 入され 訓 巧を ぅける ことと なつち をして 巧擊 
巧の お 制 •巧 育は 巧 巧 巧の 巧 ホに ょつて 巧 はれる • 
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親 街な 丄を 置 年 ナナス 黨の巧 違 後 その 田 爭は综 をに むけられたち をはを t はげしく 
困難な もので わク た. 巧は ヒ トラ ー の 巧說を 禁止す るの みか、 指導を を 暗 巧す る ことによ クで 
通 巧を ち 段し よぅとし ちかくて 指導を ミミな 指 巧者) 巧 謹と 集會雜 藻の ミに 親 巧 か 
(曼 がな がされた •今日 おお 陳は困 內の洽 安 巧 巧を 巧 命と して S •親 巧が 中央 指 巧を ヒ ムラ 
1 は ドィッを を 厨 長官を ホね て ゎる •親が をは 十一の みおに みたを の 所 W 貝は 略 二 〇 巧で ぁ 
ろ 一を 二辈 二月、 巧 奪は すべて 親 巧 换に規 入 さたを をと 親 巧 除は 一綺 にた クて 「巧 ま 
巧 巧 面」 を 結 巧した • 

•ナチ ス ちがを な 一 をつての 呂 巧を 突擊 な.* ナナス 白巧单 弦を が一した もので、 奉 化 的に を 
加す る 五十 巧の 育 巧を な 巧者に よつ てが 巧され ろ两巧 並びに 巧 巧の ために 自巧軍 時代を 現出 
する ために 巧 巧 すえ •指 巧を は アドルフ •-ヒ * ン ラィンで わる。 

ナチ ス靑 少年 指導部— 巧 少年 一 おの 巧 巧 指導に ぁたろ 中央 指導を でを り 两家靑 少年 おづぞ 
を ホ わて ねる シ，- ラ， ハを 指 巧を とする。 この 下にち をな ヒ トラ 1 A 1 ゲント-が ホる •ヒト 
ブ、 • T ダン ドの 指 巧を シ ，ラ， 《は 今ホ擊 によ クて 巧征 し、 をの 巧を アクス マンが をけ 
単 1 政 S « 
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てけ 巧を して ゐ たが、 シ ー ラ， ハ 巧 還して ゥィ ー ン 地方ち をに 貨 任し、 アクス マンが ヒトブ I 
王 1 ダン ドの お 巧者と なクた •がし シ ー ラ， ハ 记黨の 中央ち 少年 指 巧者と して ヒト .ラ 1 A 1 
ダン ドの 監を にぁた つてね る •ヒ トラ ー •ユ ー ゲン ドは 今日、 巧 空 •化說 •保链 衛生 •官 巧を 
巧 等に を 仕巧務 をな し、 巧 品 回 か 巧 巧に も 巧 巧 的に 參 がして ゐる • 

尙 、大載 おを する や、 ホと 黨の 巧な、 お屬函 巧は 國內我 結の ホ 頭に 立つて 截ク てね るが、 ナ 
チス をを 西は 「大巧 生 載 時を 傳 巧」 をが 巧し、 イギリスを 中む とする 巧 お 庚の 政治 •お 巧 •ま 
化の 备 巧が にわた つて 反英 的 立場からの 硏 究を大 をを の 載 時下の なおと してと りぁげ、 を 白の 
得意と する 語 ホに 巧ク て芙證 文ち 佛語 义献 にょつ てこれ をな し、 「大を 生 戰時業 巧 两爭」 を 巧 
おした。 

巧 巧 巧 線の 「巧 さ 力 巧 曲 J も 巧 お 因 巧 巧 や 田 巧の 巧 巧 奉仕 場に 歷 t お 問を なし、 ナチ ス房族 
度を 曲の 「を 巧 か 巧審柔 J は 「巧 時夕 がか 巧 ま 菜」 として 铁後 のな 巧 巧のに 巧 力し、 又 一九 四 
0 年 四月から 九月までは 「ドイツ 赤十字 か 巧 ま 案」 の 名の 下に ホ 十字を 芭 持を 巧. 巧 お自巧 巧- 
病床. 化染 巧な •なお 兵 君 巧 等の 受 用の 寒 策に つとめち 
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.巧の s 的— は 甲， 新、. 4!ミ昭シ ••卜 驚 •ブ歉 ，に 巧みを をれ ぞた s 者 

がおかれ てね ろを 西は ご 壬 二の 激に みたれ たが、 今抹 では オ スト マルクの も 敬と ユル ザ 
ス、。 15 ン ゲン、 ルク 七 ン プル グ Ql - lr かか へられ' 單 ミを 巧へ る。 この おの 地が 的 送 
はを の 的！！ 曲 巧の 化 おに も あてはまる- 


軍 t 政 重 





• . A 戰爭 

われ. の 巧は 聪爭 をる 巧し、 反 おする 巧に あまりに もなら されて 來た • 

我を 一 巧摄 —帝茵 まを一 その やぅな ものと して 巧 爭は賠 られた 

驳爭と 平？ Q 二 1、 そ」 了 平和が 满 管れ、 擊が 否を されち？ ごなる 我 爭を化 
ひながら、 尙巧 Q 擊 S 義を 巧らず、 直ら そ S 、 心に かいて お爭を 雲」 つ、、 美」 き 裏 
をり て擊を 美化 X とする 巧 力が 藉 K 今日な 巧 S れ了ゐ る C を、 そ」 ミの 美し ま 
言葉の 本質に おする 甚しき 冒 巧ち 又を て その 言葉を の も 0、 巧 おへの 泉 苗が 如何にを 日な 
はを がと 巧 はれて ねる ことか • 

いは ゆる 人 道義を は 載 争を ま 度な ものと して 之を 雲し、 共產義 をは 載爭に 巧み 義の 

H 、 ■ R 軍 の g R 


口 3 — 


レヴ チルを おク て、 それが ブル ジ •"アジ、 Q 貧に プこク ，ア、 卜を植 性に ずる も®》 として 
だ おする •われ/、 はこの やうな 駐爭 のる を、 平 巧を 巧の 中に こを 化ら の 巧 ひの 息 W を 見なけ 

れぱ ならない •彼ら 含 ミ 平和 義 、毛れ 惡らポ 護を— 巧 ホ 《寡 豪を 囊 せん 妻 

る もので あり、 平巧義 の 巧 布は 之に 反！！ する だ お 巧 力の お 服の 爲 になされ ろ 平 巧 ま ホ、 人 
道 まを 1 そのす 案は 美」 い かし その 哥菜 こそ がらの 段 ひの 抱 巧を ので あろ 彼らは やかを 
巧 へる ことによ つて 巧 巧の 夕にム けらう とする のサ ある •共產 まを 者の 駐爭巧 おも それによ 
クて おな の お 立、 そのな 化、 苗巧變 ホへの 巧の賽 をので あろ それらに 巧え つけを た 思な 
を もつて 巧 争を 見、 そして 巧 ひでこの 巧を 合理化 せんとず る 巧れ むぺ きな みボ 今日な は 巧と g 
巧して ゐる こ， JO か •われ*' QR ひは こ Q やうを、. 巧に そ Q 巧 ー ホに がいて 《かお ま 巧に 對す 
る 断乎たる 巧 ひもが つて 义 をを きられなければ ならない • 、 

われ < はなら かに 巧 ひの 巧を 巧 ふ。 . 

わが 巧 困の こ、 ろは 巧 かに 巧 ひへの 巧 息を もクて ホされ てゐ ろは るかなる 古へ、 


巧 
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をし、 スタ、 ル 巧 一な 會 のな 巧 アジア 華洋 田の 巧 立の 島ち この 大八 がの 上に なめら ホし 
蓄 日ち <化 5— 姑は こ (囊を たてねろ ま ミは §を ことわけ やは」、 すめら 
みことの 道—— す— ミつ て、 すめら— i ん委 ろ— こ i の 

巧を がわる， 、 
異 は—— で わを 我を るを し、 塞な 困 重、 狹 度れ S の 中に 日本を 巧 ルィして 

そ じに冷 巧 Q 眠りを 《 I は、 お— を ちれて 單— のみ ii — 的を をで わ 

クヒ •しかも かも 亦 さ ぅでわろ 巧 巧を しちや 妻 管 かり、 襄 、ち 巧、 獲 川 等々 皆し 
ちそ」 てこれ— •かず •へ— で 塞は 雲みも と 5 し、 ii は— る 
巧— 武し i おでし 時 1 巧 治—-— 「喜が 巧を 巧 関し 两 巧— に—」 
拾は をと をのた をはせられ ちかくて 日ち 又 襄を臺 とする 東亞の 西な におず— 擊 
の 哦はク C けを蠢 41 ホ 第 S ホ奚惡 られク 、わつ わ •日 K 新 K 日官 におた にこ 
〇ま 道 ホ 彼&ち f ざる 日本の 習が 法 •か— るぺ をに を、 はらず、 この 駐 をせ 巧して 

B 、 ■ B 羣 0 建 ■ 
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一巧つ くられし 地 おの 上に、 自らの 夕 をむ さげり し 者は おか？ 「大 なを 八な にを 巧し 坤 興を】 
字たら しむる は資に 皇巧皇 をの 大訓 にして 胺が巧 巧を々 巧かざる 所」 と 仰せられ、 又 「巧 巧を 
してみ々 其の 所を 得しめ ホ まを してを く ホの 巧に をん ぜ しむる は 典 古の 大業」 と 一二 西 同盟の 巧 
勃は 巧と してを 示を ばされ しに も か、 はらず 尙巧 巧して をのが をを につかん とする をは & を や 
サ. 巧は 一刻 もせ 巧され ては をらない •不 新の 巧 困が なまれなければ ならない。 

較爭は 手段で をり、 やかは 目的で わる。 i 巧爭 •や 巧の 二 元 巧の 下に かぅ いふ 就が なされ 
てね る。 そしで 曰く、 日本は 巧の 苗で わると。 平 巧とは 巧爭の 一つの 形態で をる •巧 力 巧と い 
ふじと ボ しきりに 唱 へられを がら、 千 まを 交へ る ことのみ を 巧 爭と考 へる ことは々 をを ことで 
わる •いは ゆるを 時と 平時と をとは ず、 武力が 巧 力胺の 骨が である ことは まふを おたない •し 
かも この 巧 時を 通 •じて 思 お、 轻 巧、 をら ゆるな 力を 動 負して 巧は なされて ゐ るので あり 巧は 化 
されなければ ならない ので ある。 平 巧とは 巧爭の 一 0 の お 巧で ホる-や 巧が 目的で あり、 巧爭 
は 手段で ある’ とは 》 力联 のる 巧と がらざる を 巧ない •やかのを にわいて 化が のかき 自 i 巧 
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の 文化 巧や自 もまを 的な 巧 巧の ま 張に ゆガ わる こと、 ならざる を 得れい。 こ、 において、 モホ 
が 目的で あり、 巧 爭は手 巧で みろ とい ふま 張が 巧に 自由 主を 的なる ものである ことを 知る ベ 
までゎろ をしをくの雪#^ホ？？罢當とがお同されると蔓何といふ巧ろしをこ 
とで ゎるた 日本的 巧とは 天皇の 下に 雲霞のを ことを 巧げ る ことにょ ミ、 其を に資現 
せられる 一括 Q 誰、 そして •！< いたる を 巧に 抱かれる 巧援 f ひでをろ をれ かに 日本的 巧 
ちま クろ はねを におす る 巧 こき 駐 の巧 ボカで ある， 累巧 下の 載 巧に ゎク て、 皇軍 お 兵の 
坂に ぞ かぶな 巧の 人； 巧 や、 巧の 波 や、 そして— の 塞のと ジ ろを、 彼らは 其を にはげ し 
い 巧への 力の 巧を 出づ るのを おず るで ゎらろ 彼等は 巧に 出す も、 出さを i 陛下 蹇の 
一つむ に、 みを 巧を の 居を に 比する ので ゎろ 彼と 巧 里の 人々 と、 そして 賣 同胞と を 一つに 
つなぐ 天皇 座 下 養 n こ、 ち 其 おに 巧た る 巧が 奪す を份 f 無 島、® のな 窠は 日本的 
巧では れい • 7 ランス 的 や 巧は 巧に 抱 粗の 中に 塞し 去ク たでは ないた 「夫 お 巧 巧」 と 仰せら 
れる その 5、 夫から もまから も駐 への かちを にぶらせる ♦ぅち 蠢 生活の おを をみ 戎は巧 

因、 历巧 軍の g R 
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ナ ♦ス ft 巧！！ 

入的を巧の巧巧ではない、 夫を後巧の受をく敢巧にをくる^®^" 巧んじで後まをまかサで巧巧に 
つく 夫の、 その やうれ 爱 であり 巧で なければ ならない •日本的を るかとは 巧に 皇巧扶 具の 巧を 
として、 巧隹 的なる 皇運扶 夏への み 息の 巧活 となる 大い 化る 受巧 にょ 0 てを 現世ら れる もので 
わえ 大 いなる ものへの 自己 g ザの こ、 ろで を •ろか、 るかは 巧 争と おを してち へられる ごと 
を 巧では ない •しかしたがら 叉 まは う •われ {にわつても 駐爭自 巧が 目的で ある わけが な 
い •われ-^ の 目的は 皇 運： m 、 天 巧の 翼 巧、 すなは ち 天皇陛下の’ スタブせ ホ 建 巧の 大 まを 
扶翼し ホる ことなので わる* 

がは おりに ナチ ス •ドィツに 0 いて 語る ことから 遠くは たれた やうで わる •しかし それは ず 
巧る ナチ スの巧 巧 軍 や巧爭 勘を 巧 さ 巧す 島に 必巧ガ つたので わる • 

もちろん ナナ K • r ィツは わが 菌の やうな 世 ホが】 をと しての すめら みことを 化き たて 4 
クる 苗では ない •それ 故す めら 世 巧のを 肢 といん やうな 大 いなる 目的の ためにを 々とかん こ 
とも 齿來 ない •その やうを 大 いなる 巧 西の 巧を や、 化 おなる 神話を もつ ものでは ない •そのこ 
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とは お爭扳 においても わポ 苗は ど 明 巧たり？ いこと、 なる •しかしを らナ； •ドィツ ホ 

驳 f や 51 完 S や、 や 巧 ま f 雲」、 ナチ 5 政 S 得と 共 S 2」 了 擊困ま i 
を ミて、 古代 ダルマン 田 まの 巧 巧自 管累廣 地が 苗 まの 建 度の 爲 にを エネ ルザ 1 を曼 
して 巧た のでを クた •曾ク て その 宮由義 的累巧 や、 自由 まを 的 そ 化 巧は ことごとくを くを 
をせられ、 經巧 妾を す， へて 民族の 力と しで 巧餐 さたち おはされ たので ホり、 此 巧に 巧 
. R おは そ SG 意味 KA いて 良 開され るので ホつ セ • S を 政とは 一なる なをの 西內的 面と 
函か的 面に す ざたい •そしてを 洽は民 巧 養 巧の 推範と 震ち ずな はち 具 巧 的 5 ふなら ば 
古け ダル； 庚蕃 宫管蓄 S 窠 £ 字 f 若 重、 それは すなは ち 勇 おお 薄を 

意 ホす るので わを 賣 巧のを がを 辜 ものは ま 力戰で わり、 を 力の 巧 ひ 手と しでの 两巧巧 か 
化を に 重大なる 巧 命を もクて 巧る • 

B ヴ ュル サィ ユ條お iai ょる 武裝 解除 

田、 画 巧 軍の 直 反 
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ナ f . ス度巧 論 

ヴ* ル サイ ユ條 めは、 「を 苗 軍 麻の 一巧 的 制 巧のを 画を « 現せし むる 爲 、ドイツ 西は ちに 巧 
ぐる 陸 巧 お 巧 及 化空隹 巧を 肢に巧 守す る ことを めす」 と 巧し、 巧 困が あたかも 巧衡 を偏少 する 
の 息！！ わる かの かき 偉 巧を なつで 裝 ふこと にょつ て、 r イツを して 殆ん どを 巧 解が のが 態に を 
とし 入れた。 

を 巧は ホ 兵セ師 曲、 R お 一一 話 巧 巧を 貝 お 四千 人、 兵員 お 十 巧 人、】 族を 巧 兵 巧 制の 巧 止、 
を 願 兵制を のが 用 • 

お ザに おいては お ± をな 上 千 五 百 人、 兵員 一巧 五 千 人 •巧 お 六を (を 大巧 數一萬 巧】、 巧巡洋 
ち 六を (み大 W 巧 巧 千 巧)、 曲を 巧 十二 巧 (巧 大咕數 八 百 巧)、 水宙巧 十二を (あ 大巧 か 二百 <)、 
をして 「ドイツ 苗は か 何なる 巧 水 お 佑を も 建を 义は巧 得 ザる じと を 得ず」 と 巧を された バ 因み 
に、】 ホ ニニ 年ヴ シン トン お 巧ち 縮 16^ にを いては g 船の 最大 巧な は 載 お 一二 巧 五 千 巧、 巡洋 g 
一巧ち 用を 巧-水を おはが 制 瞬、 なし これは そのを、 一九 一二 0 年 n ン r ン蒙 において 卞八 
巧 五十 巧に されを •前な ドイツの 最大 巧 おとな 巧され たい】。 
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を 軍は 一切 禁止- 

し かも 「ドイツ 两多謀 本 なみ 之に 巧學る 一切の 養は 之を 巧 字 •へ i 藉 なるお まを が 

クて する も 巧び 之を 設置す る こと」 が 禁ぜられ たので あつた。 

かくの かまが 技巧的 軍 術を もつ て」 ては いかにも ドイツの 最も お枉 的な 苗 巧で さへ も完 ぅす 

る ことは 不可能で ホクた • 

おもを つ て？ イツ 護は そ S 房 的 性 萬ち 賣的お 育、 肉罷豪 S ちきな 怠 

をを もつ てゐ ちそれ 宴に ホ 巧の 卞 まに 訴； 侵入を 防ぐ のみでな く、 椅神的 わ侵ぞ 、白 由 
まを や マル； 義や (侵が に 封」、 ドイツ 民 巧の 巧 巧を 巧 持す る綺 神的围 巧の 手段で も あつ 
たので あろ それが 兵 巧を 務制 巧に ょる 闲巧 軍の 巧 そは ドイツを をく 巧の 前に さらす こ丢ゎ 
り、 それは ま ホの みならず 巧 巧の* ダヤ 巧を ちま ま 巧者 も 亦 ょろこぶ ところで あつを。 

かも 7 イマ， ルを まは 两肇巧 帥 S を大霉 S わ、 大舊 (下に おいて 西 巧 大臣が そ 
の 司令 權を巧 巧した •そしで 困 巧 ザが 帥權 まで もポ讓 を 制度に おびつ けられ、 ユダヤせ# ちま 
ち ■ ミ ； R 
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.まを をの 千與に まかされる こと、 なつた* 

C 國防 軍の 巧 建 

. ナチ， ス はかくの かを 制 巧に 致して 勿を 反 おしない わけには いか をれ 0 た •巧ち 巧 二十 二が は 
ぃろ 

巧 巧は 傭を 財を のな 度と 团巧 巧の 堯 技を 巧 ホす • 

こ i に！！ 兵が 度とは 勿 お ヴ-ル サイ ユ 的を 巧 兵 御 度と いム ので ある • " 

かくてな 權を g ちす る や、】 ホ ーニ 五 年 一二 巧 十 巧 日 「西 巧 巧 巧 巧 法」 が 公布され、 巧び 一巧 的 
巧 お 兵が がが 巧 はれる こと、 なり、 ず 時な がに をいで 十一 一軍 曲及ヴ ーニ 十 巧 師围の 巧 度 兵が もた 
れる こと、 なつた •其のを 巧に 巧强 せられ、】 ホ 己 八 年 巧に がいて 十八 軍 曲 及び 五十】 師 曲、 
(巧の 巧 巧 it 国 五、 巧 甲饰曲 四) とたつた •かくで ホづ ドイツは ヴ** ル サイ ユ のを 巧を 巧り、 « 
巧の 巧 ホは！！ {現された- 
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巧に 同年 五月 二十 一日 「困 巧 法」 にょ ク て、 ヴ* ル サイ A の おおの 下に 制を された】 九 一二 
年の 「苗 巧 法—」 のな 力は 失 はれた •おらし を菌巧 法は、 • 

1 巧が 巧みは ド イブ 民度に 巧す る mH : 一なる こと 
2 ド イプ 巧 子は 何人もち 巧の な 巧を 有する こと 

8 &がにたいではドイブ乂は巧ホを閒はザ义て、 兵役義巧にとたまらず祖 H のために^^ナべき C 

と ！ - 

を その 巧-をに おいてを わ、 义 曾つて ドイツ 苗 軍の 傳 巧の 巧活 として 巧 二が は 
巧 巧 巧は ド イブち 巧のを ちちで ちり、 又 巧 人的 g 巧の 巧 巧で ちる こと 
をを 言して ゐる • 

そして 巧 巧 巧は 苗 巧. お 巧 •空軍の 一一 一巧に ょつて 巧 成される* 

兵が 堯お怯 平時 滿 十八 巧から 軍臺 まで •ち 震 ホ K 非常 《が 亿わセ ミは、 此の 年 お J , 
の 奮は もつ と 年少のを 又は 羣 のぞに も 巧大 される まがを ろを か ドイツ人 も 兵が 雲襄口 

巧 ■ » 軍の 《 ■ 


ホ is ス A お c 

す ミ 

兵が 年限は ー ホ ーニを 年には 一年と をめ られ たが、 一九 一一 一六 年に. 一一 年に 巧 長され た •この ニケ 
年の 兵役を 務を踩 せられない をは 兵 巧 我を を あしなければ ならない。 

ドイツち 枝 S 衡 は， トイ' ソ兵舊 ら 6 手に ょつ て S れ なければ ならない •それ 故 ナチ ス • 
ドイツが をの 兵役を 巧を を ドイツち 子に 及げ し 又 之を 名を 奉仕と した ことは 前述の ごとくで ぁ 
るが、 そのまは同時にこの^^^ぁる奉ち 自らの民巧の巧巧を紫異を化巧のをにをわるこ 
とは ぉ來 ない とい-ふ ことを 息 ホす る •それが ドイツは 77, 力の 黒人 や 巧 か 西 《ならす 者を 
がつ て 巧季る 7 ラン K Q 軍叛 など、 は® 8： り、 ユ ダても 現 巧に 服」 得ない ことを 規定す る 
但し 駐 時に ついては 則の 規をポ を々， 

海 巧に ついては 一 か 一二 五 年 巧 巧 十八 日 巧ち お军 なをを！ し、 ヴ シン. トン 並に ロンドン 軍 お 
がめ にょる イギ， KS を*! 利 爱巧ご 一一 憂を 巧され る C と、 なつち 一二 六 年 兩蒙ホ 巧を 
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はイ Islil 、 管 潜— 他 iiit とに; 

友％、 又較别 のみ 合には 一 00 % とする こと ボ冀る •しかし このみ 合は イ r リスに— も 

巧 uyr ご—— おされる や ドイツ— 力 も f 4— たが 、 i ' 

わ 年と 巧には 雙を タネ 間に おばれた P ン ドンを 度に 夕 かしち 

D 軍の 統帥 

ヴ イマ、 ル ホを 莫 8 がを 西 巧を におし を 庭の 巧 帥® をを する ことを 規 をして ゐる •この 
おちは i 四 年 香 一 B ドイツ 大巧 煩 S 護が 宰 巧の それと 掉 合され ヒ トラ 1 のぞ 学る 

ところと なる に 及んで をが ミラ 1 のをに 移クち 、モ を> 
之 ミミ 養 s 将兵は す •へ— ヲ 服 お SIS こ ミを 巧述 の. 

ごとを を 巧を 巧 ふ。 

田、 函防 軍の なな 
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♦ ス K ホ論 

かくて 一尤 一二 五 年 五月 二十 一日 苗 巧 法は 

. 田 巧軍霉 含は 赛奇羣 相と ナ 

と規 をした。 

そのを 巧 巧 軍の 再建 サられ るに わ セつて、 ヴ* 'ルナ イユ にょつ で廢 止の やむな かりし 參 
謀 本 巧は 巧 活し陸 •お •空 军に夕 な 本が がを かれた が、 巧に 一九 一一 一八 年 西 巧ち が宙 止さた 困は 

• 方，. パ ♦„ マ* r . v > •サエ — ♦■マ 《► 

省の 两巧 軍人 厉 がげ 巧 巧 巧 席 部と なる にあんで 多 謀 本部は 巧され、 ヒ トラ I は 囲 巧 軍 巧を なの 
巧 佐を ぅけて 統帥 權を巧 ひ、 その 下に 庭 軍司令官、 お 軍司令官 、空軍 哥令 をが お a する •現在 
巧 巧 軍 巧を は ヵイテル 巧 巧、 度 軍 哥令官 は ブラゥヒッチ おを、 を 巧 司令 宫はダ ー リング 元帥、 
お 巧 司令官は VI グ ー 巧を たる ことは 周知のを でぁらぅ。 

巧 巧 巧な 藍 部は 幕# んるこ 共に、 が ホの 西 巧 ぞの巧 おを も 持ち、 その 巧監は ライヒ 大 居と 巧 
がを 巧 へられた- 

尙 一九 一一 一九 年 八 さ 二十日を C ml P ， パの か巧义 巧に をす る や、 「ライヒ 巧 巧みな— 鼓 S 
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ホら た 行を をび 巧 巧 SI 的 指 巧の 爲の 最高 挣曲 とせら たを sf」 て ダ i ングホ 抓 
がを せをち 1 兀卽は ホに 四 計 g のちを としで 巧 高 疫巧賓 たりし もので、 愛 •ミ •食 
10 •おな 2 巧 度が おは 委羣爱 に 巧す る 巧巧昭 はすべ で そ 0 指 薄 下に わる 
叉 苗 巧を 譲 員と しては 巧を 巧晏內 巧フ， ，ク】 •疫 巧な 曼累巧 フン 乏 •巧 指 巧を け 巧 
(へこ •苗 巧 巧 雲 (カイた こ •巧暮 房ち (ラう ルス) が 奪ら た 萬ち はが 巧 わる 場合 こ 
れ 巧の 化に 巧に 巧 員を をず る こと ポ巧 ホる ことと たつて わる • 


H 、 田 巧 軍の gK 
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がに 巧 へられて わる 烘 巧は もゥほ えど？ でし ミち おも おはおりに ホく を ，一き， 巧， し 
てゐろ 巧に、 ナチ ス がが 獲を な 得して 襄 そのが 位と をが とに 大きな 變 化を ホした 两を につ 
いで お S な述 がふれ てわない C とち 讀を襄 をを もち、 叉 をれ について 知る C とを 望まれる 
であらぅ • f 措く にあた ミ、 乱會の 行方に ついて 少し 述べる ことと しょぅ • 

两な諸 困に A いて 響は 周赛 ごとく ィギ i を始& と」 て、 雲の 革 養？ るな 巧と し 
て、 君 權を 巧 ミミと」 て 席を ちに 《裹」 て來た •すなは ち# 制 的な 函 王が 人 兵のを 思を 
お駄 して 裏を 課し、 そ ('白 由を 震に 制限し、 王のを をに ょつ であら ゆる 抑 おを 加へ たこと 
におして、 その 是 反抗し、 王のを. おを 巧 八て、 人民の 憲の多 碧く しては 王は 人民の 自由 
を 制限し そり、 我を 課したり する こを 髮 ない 字る ところち その 人民の 意思の けを 霞 
として 響が おかれた ので あろ をれ ち 王の 巧 巧の 抑制と しては ーク には 所謂 自由 權の規 を 
となり、 叉 一 0 には 一二 灌畫 の規 をと なつた。 がち 立を •哥を 行なの 一一 一つの 權 巧が 分立され 
•セ、 W 會の巧 ホ 


141 — 


ナ ♦ X 度せ K 

备 々巧 慰し あつて おおを 保た しめられなければ ならない •しかも この 立法は 人 巧の 意思 巧 巧た 
議 をの 樓 とせられ 、人 巧は 人民の 意思に ょつて 制を される 法律に ょ クて白 己の 白 ホ權を 制限 
せられ、 巧府 にょつて 巧捏 される 行を 裙は 法律の 蜂を おえる ことは 出來 ず、 又 裁判所は 法 椿に 
巧つての み 司法 巧を 巧を しうる ものと 考 へいれ た。 あ 處に白 由 まを 的な 所謂を 治まを がを つた 
ので ある •こ、 に 法治とは それ 故、 誘會 にょつて 制を される 所謂 お ま 的な 法を であり、 又 「法 
で洽 める」 ま義 はなく して 「法律が 治める」 ま をれ のであつた •この 法治 主義 思を が ナチ ス • 
ドイツで どうな つた かは 後の 巧 題と しょう* 

ともかく ドイツに がいても この 西 お 的な 巧ろ を 權巧制 的な 意味で まを がが 長し セ ことは まふ 
をで もない •一八 四 八 年の フランクフルトの 西 巧み 讓 もさう であつて 、ドイツ 西 巧の 宮由權 が 
ホち 階な にょつ てま 巧せられ、 專 制的權 力の 前に 呂 己を 防衞 せんとす るので あつた •フ ヲンク 
フルトの 會 a は そがに がつた •しかし この 時 巧に を 面に も わら はれた 所の、 巧 巧の 王を を もる 
を せん とづる 共 巧 的ぶな は ドイツの 中に なまつて 巧つた •ごの 共 巧 的 巧 あは 巧が にょつて 巧々 
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み 淡は あづち おし 「を 重なの 無 葉の 葉 一と さへ をを る プロ シャの 深を でさへ、 共 かな 
的な 助 おの 下に ク くられた のでを つち そして ビスマルク 帝 西は 巧 巧の王を 的羹の 走を か 
た 所謂 n を まを 的 襲には 到ら 夕困 をは そのを 治に がいて お W 的な 地位し 力 もたな 力つ た 
と. はるへ それは ち 巧に お 立して 民意を 代季る 霞と して バランスを とつて ゐ たので あろ こ 
のをを 的 均 巧が 破れ、 君 笛が をに 否を されて 会の 共裏を ち 現した のが 一九 一八 年の 革命で 
あクち 7 イマ 1 ルを 法は 譲を まを 的 量を 治を 巧 現しち おし 讓會— が 成功し、 議 をに 
ょつ てを 治 的が 一が つくら かる 島には 巧— の 世が 觀的 統一が 必要で あつた。 イすス の 謀を 
は 常を くの かを 一致の 去を つた •をれ は 「白を と 云 ひ 「富と いふ もが 括して イギリス 
巿民 巧な のけ まを ミり、 自由 ま 络的サ 巧 観と 東洋 巧を 的裹の 上に ミち 勞 がぶ. が 巧 頭し 
て 來ても 東洋 巧 おのよ にき 賽蓋民 地が 潤の み 前にが 等が をづ かり 得る 問、 何ら ホ 民 辟 没 
のか 養對窝 ではない どこを、 その 政治的 息 f 一つに して ゐ たので わる。 なし ヮ イマ1 
ー ルの’ トイ？： に 於いては 巧 題は をく がで ミち 塞には なしい 巧 おの お 立が あり、 裏 階 化は 

V 一 

ご セ、 ■會の 巧 ホ 

座 

典 、 . 
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ナ ♦ス致 ホ 論 

巧 « 巧な をを ふ 何らの 手 おもな く、 苗內は 分立に 導かれ、 巧に ヵトリック まを によつて 巧洽的 
巧 巧を が おめ られ 、巧 巧に 渚を ぷ のみ 立が おこつた •今や ドィッは 藻を まを を その 憲法の 上に 
巧ち が 底 化しつ、、 琵を によつて 巧 おのを 治 的が】 をち 現す る ことが をく 出來 ない のでを つた • 
を 巧は おを 黨 のか 立に よつての み 0 くられた •これに 封して 又を を ホに たけるが 治 的两爭 とし 
て ナナスの 巧 巧 や 共產主 まの お 巧が 强力 にお 巧され つ、 あつた。 議を的 巧 巧 力は お ま 四十 A な 
による 大な巧 巧を によ ク V •辛うじて 白 己を 謹ら うとし そ •を 法 四十 八 化とは r 巧 急が 態」 の規 
をで あり、 之に より 白ホ灌 巧ち が 中止せられ、 巧 力は 大が領 に 集中され るので あつた。 、 
しかし ナチ ス がな 權を巧 揖 する ことによ つて ま 旗は をく】 巧した •大 が領 巧を の 巧に 危 くも 
育 百を 巧 ホう としか 藻を のぞ M は 失 化した •ナチ ス巧 おは 話を をが 巧して、 な 選 舉を巧 ひ、 共 
產 ホの 巧 巧を ホつて、 ナチ スの据 おみ 致の 下に 一义 一ー ニニ 年 一二ち 二十 阿 日 所謂 「巧權 を」 (「巧 巧 
を 房 まの 艱 巧を 除まず る爲の 法律.) を まを 及び 參 な 院の まかを おて を ホし ち 同を の內 をは 
1 ドィッ 田の 法律は 巧を じ s 巧せられ た 手 巧の 化、 巧 巧に よつ でも 巧を やられる • 


s を f つて 雪ら れ— は— と 霞 if if 」 ない 管、 i 送 

する 規—も 茜 めら る。 但し 大襄 S 巧には# れ えむ、 - - 

3 I ょつ VI れた 酉— は—之を 奮し、# に^^!^ 一一 す る’^ 5 政府の 
がない—— BII を i 交 ii #— ‘ 

《巧す るを 律には 巧 用を たい • •こ k 守よ ろ す 

* 喔 巧に 畏 i 国と 農を— 謗— を— しない 又— 

5 に ton パぃ！ S ミセ 年 四月 iilil — 

した 巧 合に も 巧 力を 失ム • . 


とま クて わる。 P 旨 \、 
巧 i 年 r ドイツ 苗— を」 は 「ドイツ 巧— はを—》 細を する ことを 得る」 旨を 規ち 

、も—; ifecR ちた 大皮 頃の 權 巧に 領れる ことのを 化規 をを もが 巧 
ホを 權ま 第一 疾 S 食 《ま お诗 巧に 《れ义 ホ 巧 巧； 


ち H 書 《巧 方 
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ナ ♦ X 致 ホ！！ 

ならしめ た •多 « 院制 巧は この 年を がに よつて 度 止された が、 苗 ホは 從ホ もつて ゐた 立法 苗 M 
としての 重大な 意を を、 法を がをおに よつて かを される ことによ つて 巧は しめられ たが、 制 巧 
としては るち された ものでは ない •立を 巧 巧 としても この 後一 义 一二 五 年 「ドィツ 公 巧 法」 等が 
苗會 のまに 上程され セので ぁクた •しかし それは を 早を く 自由 主 ま 的 法治 困の 意味での 立法な 
閱 ではない • 

更に ヮィ マ I ル おを が規 巧して ゐを宰 巧と 苗な 大臣の 巧 位が 困を の 信な を必 巧と するとの 規 
をが 今日を く 息 巧を もたない ことは 旣に 述べた ところで ぁり、 こ、 にがいても 國 みのお おはを 
く異る ものと な 0 た-すを はち、 巧圳重 巧な 因 まの 問 超 (法 冷を をむ) におし、 苗 おのが 堯と 
巧 巧を を さしめ、 困 兵の 同を によ 0 て おな をの 巧を に權 威を 巧へ る ものと なつた のでを る。 

ぁらゆる 他のを 寡が 禁止され、. ナチ ス 巧が 巧 一を 黨 として 從來 のを 黨と をく 異る地 化を も 0 
今日の 苗を は 西 巧に 盞 ♦せられ ヒ トラ ー に 信任を る ナチ K 巧 巧の 田 ± •巧 巧换 .親 巧 お •ホ チ 
ス 白動单 R •ヒ トラ 1 A I ダン ド - x の 指導 的 人 わ 等に よ 0 て 巧 巧 さ， d る。 
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苗—— 含れ— si 瓷色了 in 含べ セの ミ 

る ザが らば 今日 ナチ ス •ドィッに おいて 法は 寫 こて 制を される のた 
(ィ) を 律 1 苗舍 法律、 豎舊 i の 他、 上述の 授權 法に をく 孜巧雜 がみと 《をる • 
今日 琴を f ミ 賣繁を 律と 一—、 す •へて 謀を の蹇 にょる もりで をり、 巧 巧を 
巧 も 謹 S 夕な舊 巧る 案で なく、 をに 巧 おは S をす るに す ざず ひとへ にヒ トラ，。 み 
をに ょるので ある。 

お灌 をは 一を ニ セ 年を に四ヶ 年譜を S をろ 九 一一 一九 年に まり 一遙 一一-年 直を 日 ま 

で 巧を せられた， 

(こ 命令 1 命を Ka 窒 S 巧者 命令と、 襄 にが® ず 5 命々 とがわる 

前— 養 零. 畫 •寒 善を 臺資 iiff — ミで わる •宜 

由 まを 的活 華 K がけ 曇と 命令と S 保とは をむ」 ちを 夏 S を寨 にと つての 

巧 本 的 意 ホを もつ ミ も ホり、 を？ ぅた 案 的 お 巧と」 ての— 的 S が 指—— のかを 
セ、 坦會の 巧 ホ 
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ナチ ス A 治* 

とい ふ お 式を 要 ホし、 それによ つて 巧 巧と 巧 ホ 的堆‘ 導との 一巧を あらは す ものと まへ よぅ， 
をを は 自由 まを をを 下に わつて はを をのを 任に よる 巧 巧 命令と してを せられた もので わるが 
ナナス •ドィッに がいでは、 法律と いん もののを ホが をく 變 つて ゐ るから 施 巧の 島 のみでな く 
補ぶ に必 巧な 命令 もを する ことが 巧され る 巧 合 も ある， 

この 法律に 從島 する 命令は 單 に內務 大臣な どに よつて 巧 はれる ものの 外、 指導を の 命令に よ 
つて 巧 はれる 場合 も あろ 

(ハ】 な 法 —— 巧 法に ついては 巧に のべた ところで あるが、 一九 111111 年 十一. 一巧】 日の 法を に 
よつてな は黨の 化な の 島の 規巧 をち める ことが ホ 誌され てゐ る。 化を は 巧 法と 共に 今日 ドィッ 
巧 族の 生活に とつて 大きな 意味を もつて ゐる •又を をと して 指 巧を まは お 巧を 代理に よつてみ 
をされ る ものの か、 巧 法の 中に 巧に 酷す る規 をのを まれて ねる 巧 合も夕 いこと が 注 急され なけ 
れぱ ならを い。 - 
な 上の がれのを 法の 形式に よる かは をく おみを の 白を である。 しかしを の 巧を おの 爲 にがれ 


の 法 !； ドィ^に がい 心は 自宙 まを 的を ホの 法を ま 菜は をく をを されて わる 
が是ミ < L た。 ま度蓄 巧 のが 铃と靈 が ナチ ス蹇の あ 苗— でぁつ セ ご ミ 
巧 f りかへ f た々 くの 族 — •ち ili と 密度の み i ミ 
それ 蔓 ナチ スに いこ、 巧 巧を のかき ホの 巧 けられ 象のを がの 法治 義が雲 
ろ 民族と 网 をのが 常の 時 長いて 巧 巧を Bfb り、 むしみ 其 おに こを 養め た 
される ことち むしろ 養の 8 巧の が 持の 貧の 正を 巧 巧で .ノ t 卜 f ス ••トィ 

•らち •を (魚 ホ おいて 薑 主续雙 治まを をを をした ナチ ， 

雪を — ii ,、i え 的な 繁 

ブ はを 治義 S をを？ るので はなく 民ぉ kf / 治—^- 張 DC わる。 

(まみに よる】 ではなく、 おおめ 法 远を •か、 「を」 が— 


ち 田 夕の巧 方 


149 — 


ナチ X 度 巧！！ 

i 

—— を お 1 . 

をの 「ナチ スな治 論」 はかく まとまり のない ものと して がらなければ ならない ことと なつた • 
この 巧が たるな 述の 中から 今日の ナチ ス巧 治が か 何に 巧 はれて ゐ るかを 巧り 出す ととは、 巧に 
か、 つて 巧を の 巧 巧に またなければ ならない- 

今日 わが 困に がいても ナチ ス •ドイツに 手本を 求める 毎が 非常に 高い •.ままは ナチ ス はかう 
して ゐ るの だと 云つて 二十 何年 前の ドイツを 持を まう とさへ する •これは 勿み みかで あるが、 
この 論 かのこと がみ 日 なかなか 多く 巧 はれて ゐる ことは 讀を 諸君の 息 想 かで わらう •しかも 巧 
の 今日の ドイツを 眞 似ょうと する をの 中には、 ぞ に ドイツの 孜あ巧 制、 巧 巧 巧 制と いふ やうな 
もののを なる 形 猿を とつて 得々 たるら のが 多い。 ナチ スの眞 のが 神は 何 おに あるか、 ヒ トラ！ 
は 巧を 巧 ひ、 かがなる 困 まを 建 巧し ょうとして ねる かとい ふこと こを 巧 題で わるのに、 それら 
の K はを く 拾て、 巧 みられな いかおで わる •ヒ トラ ー やムブ 91 __ がか 巧に わが 苗 巧に 巧れ、 


« 
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大 ホス A が g 

とを 今 こを わが 巧 巧は おらなければ をらない •かくの かき 困 巧の 肤 かによ クてか 何に ドイッが 
日本よりも 日本ら しい 巧を 持つ とは まひつ、 も、 その 日本的な ものを 廣に 生かす ことは 出來な 
いので ホる。 がるに 日本が その 巧， 脚を 忘れて その おおを 棋 がする とい ふことは 思の 巧みと まは 
なければ ならない •ち ホ 的 事大 ままに なれた わが 巧ち は、 日本に 還る 爲に ナチ ス •ドイッを 見 
なければ をら たい。 がし をれ は 饱く迄 も 日本に 遺る ためで わり、 わが 西 巧の 巧を を 巧 かす 爲で 
をる。 - 

昨年 紀元 二 千 六 百年の 規 みに あたつて ヒ トラ ー は 日本に おして メ ，七 1 デを をせ ホた クた • 
を時傳 へられた ごとく かくの 如き メッセ ー デを を するとい ふことは ヒ トラ I としてを く 異例の 
ことで あり、 それは 化が か 巧に わが 苗に おして 信 巧のを 巧き も S あるかを 示す もので わり、 叉 
この 內 をは 化が か 巧に 日本を 見て ゐ るかの 一巧を 示す ものと いふ ことが は來る •これを 左に 巧 
げ ておの 巧を 措く。 

「みはなに を 巧* 巧 二 千 巧 百年を 巧へ たるち 巧 日本 西ち におし 巧む より ドイッ 酉の 麻 意を な 
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ぺむ とず • - 

おは 日 案 この 間に 豆り、 星 巧 國の達 鼓に つき 完を せる 事 巧を な 起し、 ドィツを 賢 
と共に 港嚷 措く 能は ざる も (なり •卽 ち襄國 民は 未ボ 曾て ホ 巧を」. て その 島 画の 寸奏も 侵 
さしめ を ミと なく、 かく V 於 千年 S 蒙が f 養—」 來 をれ るは 票 日 畜ご大 誇りと 
るふべ く、 農 夏 ss がけ 5 巧 蓋 S5 於け る S 某 断に 向上」、 今日 S の 指 
薄 的 5 と」 て サ累他 S 地な 忆 がける 指導 的 諸 閑を と共忆 、ミを を 見つ ょ罢」 き サホ新 
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